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���� ス࣠ࣤ࢝ࣤࢵモࡡ࣭ࣜࣖࢩ᥃⤾

スワンガンツモジュールには、Edwards 製スワンガンツ⫭ິ⬞࢜テーテルを使用することがで

きます。スワンガンツモジュールは、CO、iCO、EDV/RVEF モニタリング用の Edwards 製ス

ワンガンツ࢜テーテルと信号を送受信し、処⌦します。ここでは、スワンガンツモジュール接

続の概要について説明します。図 9-1 を参照してください。

ձ Edwards 製スワンガンツ࢜テーテル յ࢜テーテル接続ケーブル
ղサー࣏ルフィラメント接続 նスワンガンツモジュール
ճサー࣐スタ接続 շヘモスフィア
մ注ථᾦῺ度（ࣁス）プࣞーブ接続

図 スワンガンツモジュールの接続概要ࠈ9-1
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注記  本章に示す࢜テーテルおよび注ථᾦシステムの外びは一ౚです。実際の外びは、࢜

テーテルおよび注ථᾦシステムのモデルによって異なる場合があります。⫭ິ⬞࢜

テーテルは、CF 形⪇㝎⣵ິᆵ装╌部を᭯しています。࢜テーテル接続ケーブルの

よ࠹に、࢜ テーテルに接続される患者ケーブルは、装╌部となることを意図するパー

ツではありまࢆࡎが、患者と接よする可能性があり、関連する装╌部として

IEC60601-1 に‵ᣈする場合があります。

1  スワンガンツモジュールを᣼ථする前に、ヘモスフィアの電″がオフであることを

確認してください。

2  スワンガンツモジュールをヘモスフィアに᣼ථします。モジュールが適วに装╌さ

れると、࢜ࢲッと音が㫾ります。

注意  モジュールをスࣞットにᢪし㎰まないでください。モジュールにᆍ➴なງをかࡄて、

。でくださいࢆッと音がするまでᕣし㎰ࢲ࢜

3  電″࣍タンをᢪしてヘモスフィアを㉫ິし、手順にᚉって患者データをථງします。

を参照してください。࢜テーテル接続ケーブルをスワンガンツࠕ患者データࠔ6.1

モジュールに接続します。

4  Edwards 製スワンガンツ࢜テーテルを࢜テーテル接続ケーブルに接続します。選択

可能なパラメータおよびᚪ要な接続については௧ୖの表 9-1 を参照してください。

表 スワンガンツモジュールで選択可能なパラメータおよびᚪ要な接続ࠈ9-1

パラメータ ᚪ要な接続 参照

CO サー࣐スタとサー࣏ルフィラメントの接続 ࠕ連続心拍出量ࠔ9.2

iCO サー࣐スタと注ථᾦ（ࣁスまたはインライン）プࣞー
ブ

ࠕ間欠的心拍出量ࠔ9.3

EDV / RVEF
（SV）

サー࣐スタとサー࣏ルフィラメントの接続
*HR はヘモスフィアから取ᚋ

EDV / RVEFࠔ9.4 モニタリングࠕ

SVR サー࣐スタとサー࣏ルフィラメントの接続
*MAP および CVP はヘモスフィア から取ᚋ

ࠕSVRࠔ9.5

注記  ヘモスフィア 圧ケーブルを接続することで⫭ິ⬞圧データを使用できます。リ⣵に

ついては スワンガンツモジュールモニタリングモードでの圧ケーブルを用いࠔ10.5

たモニタリングࠕを参照してください。

5  モニタリングに関するᚪ要なᣞ示にᚉってください。9.2ࠔ連続心拍出量ࠔ9.3、ࠕ間

欠的心拍出量ࠔ9.4、ࠕEDV / RVEF モニタリングࠕを参照してください。

������ &&2 ࢹスࢷࣜࣇ࣭ࢢ

Edwards 製࢜テーテル接続ケーブルの≟ឺを確認するため、CCO ケーブルテストを実᪃して

ください。トラブルシューティングの一⎌として、ケーブルの≟ឺを確認してください。この

テストでは、ケーブルの注ථᾦῺ度（ࣁス）プࣞーブ接続はࢲェックしまࢆࡎ。

㹐CCO ケーブルテスト㹒ウィンドウにアクセスするには、㹐アクション㹒アイコン Ѝ㹐リ⣵㹒

アイコン Ѝ㹐CCO ケーブルテスト㹒アイコン の順にタッࢲします。接続␊号は図 9-2 

を参照してください。
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図 CCOࠈ9-2 ケーブルテストの接続

1  ࢜ テーテル接続ケーブルをスワンガンツモジュールձに取り付ࡄます。

2  ࢜ テーテル接続ケーブルのサー࣏ルフィラメントコࢾクタճとサー࣐スタコࢾクタ

ղを、スワンガンツモジュールの対応するテストポートに取り付ࡄます。

3 㹐㛜ጙ㹒࣍ タンをタッࢲして、ケーブルテストをጙめます。㐅ᤎࣁーが表示されます。

4 ケーブルテストに不合᰹の場合、࢜テーテル接続ケーブルをஹᥦしてください。

5  ケーブルテストに合᰹したら、㹐Home㹒アイコン をタッࢲします。患者ケーブ

ルのサー࣏ルフィラメントコࢾクタとサー࣐スタコࢾクタをスワンガンツモジュー

ルから外します。

���� ㏻⤾ᚨᢷฝ㔖

ヘモスフィアは、エࢾル࢟ーのᑚさなパルスを血Ὦに送り、⫭ິ⬞࢜テーテルで血ᾦῺ度を測

定することによって心拍出量を連続的に測定します。こ࠹したエࢾル࢟ーパルスを血୯でᨲ出

する際に使用するサー࣏ルフィラメントの᭩ኬ表面Ὼ度は 48Υです。心拍出量は、⇍の原⌦

を応用した実チῥみのアルࢥリズムと、エࢾル࢟ーථງと血ᾦῺ度のἴ形の┞ப関౿からᚋら

れる⇍ᕵ㔐᭜⥲を用いて算出されます。初期໩ᚃ、ヘモスフィアは、オ࣋レータによるキャリ

ブレーションや操作がなくても、心拍出量（リットル㸤ฦ）を連続的に算出し表示します。

������ ⤾᥃ࡡࣜࣇ࣭ࢢ⤾᥃ࣜࢷ࣭ࢷ࢜

1  セクション 9.1 で前㏑したよ࠹に、モニターに取り付ࡄたスワンガンツモジュール

に࢜テーテル接続ケーブルを接続します。

2  ࢜ テーテル接続ケーブルの࢜テーテルഁコࢾクタをスワンガンツ࢜テーテルのサー

࣐スタコࢾクタおよびサー࣏ルフィラメントコࢾクタに取り付ࡄます。図 9-3 のղ

およびճを参照してください。

3 CCO ࢜テーテルが患者に正しく᣼ථされたことを確認してください。
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ձスワンガンツ CCO ࢜テーテル մ࢜テーテル接続ケーブル
ղサー࣏ルフィラメント接続 յスワンガンツモジュール
ճサー࣐スタ接続 նヘモスフィア

図 COࠈ9-3 接続の概要

������ モࡡࢡࣤࣛࢰࢼ㛜ጙ

警告  サー࣏ルフィラメント࿔㎮の血ὮがೳḾしている場合は、CCO モニタリングをᚪࡍ

୯Ḿしてください。臨床上、ḗの≟Ἓୖでは CCO モニタリングを୯Ḿするᚪ要が

あります。また、௙にも୯Ḿを要するケースはあります。

 ・患者に心⫭ࣁイパスを使用しているとき

 ・サー࣐スタが⫭ິ⬞に位置しないとき

 ・患者から࢜テーテルを取り外すとき

システムが正しく接続されたら、㹐CO モニタリング㛜ጙ㹒アイコン をタッࢲして、CO モ

ニタリングを㛜ጙしてください。CO ࢜ウントࢱウンタイ࣏ーが㹐CO モニタリングೳḾ㹒ア

イコンに表示されます。⣑ 5㹳 12ฦᚃに༎ฦなデータがᚋられると、CO値がパラメータグࣞー

ブに表示されます。画面に表示される CO 値は⣑ 60 ⛂Ẏに᭞᩺されます。

注記 ༎ฦな時間ᖲᆍデータがᚋられるまで CO 値は表示されまࢆࡎ。

������ ࣤࣘࢨィࢸࣤࢤࣜࢻࢡࢨ࣏࣭ࣜࢦ

数ฦ間にࢂたって⫭ິ⬞の血ᾦῺ度にኬきなን໩が⏍じる患者の᮪௲ୖでは、モニターによる

᭩初の CO 測定に 6 ฦ௧上かかる場合があります。CO モニタリング୯に CO 測定を᭞᩺した

場合も、不安定な⫭ິ⬞の血ᾦῺ度によって測定が㐔れる可能性があります。᭩ᚃの CO 値お

よび測定時間が᭩᩺の CO 値の௥ࢂりに表示されます。信号の安定୯に、各時点で画面に表示

される警告㸤フォルトメッセージを表 9-2 に示します。CO フォルト㸤警告に関するリ⣵情報

については、表 スワンガンツモジュールのࠔ13-7 CO フォルト㸤警告ࠕを参照してください。
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表 9 Ѹ COࠈ2 警告およびフォルトメッセージのⓆ⏍までにかかるࠔ不安定なサー࣏ルシグナルࠕの⤽続時間

≟ឺ

㏳▩ CO 警告 CO フォルト

CO の算出を実⾔
୯

信号適応໩㸢心拍
出量の測定を⤽続
୯

不安定な血ᾦῺ度
㸢心拍出量の測定
を⤽続୯

サー࣏ルシグナル
が検出されまࢆࡎ

モニタリング㛜ጙ：CO モニタ
リングを㛜ጙしてから、CO が
測定できない≟ឺの⤽続時間

3 ฦ 30 ⛂ 6 ฦ 15 ฦ 30 ฦ

モニタリング㐅⾔୯：CO の値
が᭩ᚃに᭞᩺されてからの⤊㐛
時間

CO ࢜ウントࢱウ
ンタイ࣏ーが኶ຝ
してから 5 ⛂

ラᙔなし 6 ฦ 20 ฦ

フォルト≟ឺではモニタリングが終஡します。フォルト≟ឺは、࢜テーテル඙❻部がᑚ血⟮に

㐗㉦することで⏍じる場合があり、サー࣐スタによる正確なῺ度信号のវ▩をጄࡅます。࢜ テー

テルの位置を確認し、ᚪ要に応じて࢜テーテルの位置をㄢᩒしてください。患者の≟ឺと࢜テー

テルの位置を確認したら、㹐CO モニタリング㛜ጙ㹒アイコン をタッࢲすることで CO モ

ニタリングを්㛜できます。

������ &2 ࡛࣭࣏࢕ࢰࣤࢗࢱࢹࣤࢗ࢜ 67$7�&2

CO ࢜ウントࢱウンタイ࣏ーは㹐CO モニタリングೳḾ㹒アイコン に表示されます。この

タイ࣏ーは、ḗの CO 測定時期をユーザーに㏳▩します。ḗの CO 測定までの時間は、60 ⛂

㹳 3 ฦ௧上とさまࡉまです。血⾔ິឺが不安定なῺ度信号では、CO 算出が㐔れる場合があり

ます。CO 測定の間㝰が㛏くなる場合には、STAT CO をฺ用できます。STAT CO（sCO）は、

CO 値の㎷㏷᥆定値であり、60 ⛂ࡇとに᭞᩺されます。STAT CO 値を表示する場合は、キー

パラメータとして sCO を選択してください。グラフ㸤表トレンドฦ๪画面を表示し、sCO の

STAT 値の表㸤数値データに୩⾔して CO モニタデータをグラフ形式でプࣞットする場合は、

キーパラメータ として CO および sCO を選択してください。5.3.4ࠔグラフ㸤表ฦ๪ࠕを参照

してください。

注意 心拍出量の測定が不正確となる原因には、௧ୖのよ࠹な場合があります。

・࢜テーテルの㒼置または位置が不正確

・ᴗ❻な⫭ິ⬞血Ὼ度のን໩

。ࢆࡎますが、この㝀りではありまࡅ血Ὼ度のን໩を㉫こす原因を௧ୖにᣪ⬞ິ⫬ࠈ

ឺ≟㸟ெᕝ心⫭手⾙ᚃのࠈ

㸟෫༴またはຊῺした血ᾦ製๠⁈ᾦの୯ᯙᢖ୙ࠈ

イスの使用ࣁ㸟シーケンシャルコンプレッションデࠈ

・サー࣐スタ上の血ᰞ形成

・ゆ๕Ꮥ的構㏸の異ᖏ（ౚࡣ࠻、心内シャント）

・患者の㐛度なమິ

・電気メスあるいは電気的外⛁手⾙装置による電気的・電☚的ᖱῦ

 ・心拍出量の᛬⃥なን໩

���� 㛣ḖⓏᚨᢷฝ㔖

スワンガンツモジュールは、࣍ーラス⇍ᕵ㔐法を用いて心拍出量を間欠的に測定します。この

方法を使って、↋Ⳟの⏍⌦的⁈ᾦ（ౚ：⏍⌦㣏ሲỀまたはブドウ⢶）をᡜ定の量およびῺ度（血

ᾦῺ度よりも఩Ὼ）で࢜テーテル注ථᾦポートからᑛ量注ථし、その⤎ᯕ⏍じた血ᾦῺ度の఩

ୖを⫭ິ⬞（PA）のサー࣐スタで測定します。1 シリーズあたり᭩ኬ 6 回の࣍ーラス注ථを実

⾔することができます。その際のシリーズ注ථᖲᆍ値が表示されます。どのシリーズの⤎ᯕも

確認が可能です。測定⢥度が఩い可能性がある iCO（࣍ーラス）測定値（患者のమິ、ジアテ
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ル࣐ー、オ࣋レータのエラーなど）は、಴ืに๎㝎できます。

������ ⤾᥃ࡡࣜࣇ࣭ࢢ⤾᥃ࣜࢷ࣭ࢷ࢜

1  セクション 9.1 で前㏑したよ࠹に、᣼ථした スワンガンツモジュールに࢜テーテル

接続ケーブルを接続します。

2  ࢜ テーテル接続ケーブルの࢜テーテルഁコࢾクタを、図 9-4 のղに示すよ࠹に、ス

ワンガンツ࢜テーテルのサー࣐スタコࢾクタに取り付ࡄます。

3 ࢜テーテルが患者に正しく᣼ථされたことを確認します。

ձスワンガンツ࢜テーテル մ࢜テーテル接続ケーブル
ղサー࣐スタ接続 յスワンガンツモジュール
ճ注ථᾦῺ度プࣞーブ接続 նヘモスフィア

図 iCOࠈ9-4 接続の概要

�������� 㐽ᢝࡡࣇ࣭ࣞࣈ

注ථᾦῺ度プࣞーブは、注ථᾦのῺ度を検▩します。選択したプࣞーブを࢜テーテル接続ケー

ブル（図 9-4）に接続します。2 本のプࣞーブのいࡍれでも使用可能です。

・ フࣞースルー（インライン）注ථᾦῺ度プࣞーブは、CO-Set / CO-Set+ 注ථᾦデリ

。ウジングに接続しますࣀリーシステムのフࣞースルーࣁ

・ 注ථᾦῺ度（ࣁス）プࣞーブは、注ථᾦ⁈ᾦのῺ度を測定します。注ථᾦῺ度（ࣁ

ス）プࣞーブの┘的は、࣍ーラス心拍出量を算出する際に、サンプル⁈ᾦのῺ度が

注ථᾦに使用する↋ⳞᾦとྜྷじῺ度に⥌ᣚされているか測定することです。

注ථᾦῺ度プࣞーブ（インラインまたはࣁス）を、࢜テーテル接続ケーブル注ථᾦῺ度プࣞー

ブコࢾクタ（図 9-4 のճ）に接続します。

������ ᵋᠺシᏽ

ヘモスフィアでは、≁定のコンピューテーション定数をථງするか、 スワンガンツモジュール

が注ථᾦ量と࢜テーテルサイズを選択することでコンピューテーション定数を⮤ິ的に測定可

能にするよ࠹構成するかを、オ࣋レータが選択できます。オ࣋レータは、パラメータの表示タ
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イプと࣍ーラスモードを選択することもできます。

㹐アクション㹒アイコン Ѝ㹐iCO㹒アイコン の順にタッࢲします。

図 iCOࠈ9-5 ᩺ぜ設定構成画面

注意  付録 E を参照して、コンピューテーション定数が࢜テーテルの添付文書のぜ定とྜྷ

じであることを確認してください。コンピューテーション定数が㐢࠹場合、ᚪ要な

コンピューテーション定数を手ථງしてください。

注記  スワンガンツモジュールは、使用୯のῺ度プࣞーブの⛸㢦（ࣁスまたはインライン）

を⮤ິ的に検▩します。モジュールがこの情報を使用してコンピューテーション定

数をỬ定します。

  注ථᾦῺ度（IT）プࣞーブがモニターに検出されない場合は、ࠔiCO モニタリング

用注ථᾦプࣞーブの接続を確認してくださいࠕとい࠹メッセージが表示されます。

�������� Ἰථᾦ㔖ࡡ㐽ᢝ

㹐注ථᾦᐖ量㹒リスト࣍タンから値を選択します。選択可能な数値はḗのとおりです。

mL 10ࠈ・
mL 5ࠈ・
（スタイプのプࣞーブのみࣁ）mL 3ࠈ・

値が選択されると、コンピューテーション定数が⮤ິ的に設定されます。

�������� 㐽ᢝࡡࢫ࢕ࢦࣜࢷ࣭ࢷ࢜

㹐࢜テーテルのサイズ㹒リスト࣍タンから࢜テーテルサイズを選択します。選択可能な数値は

ḗのとおりです。

5.5Fࠈ・
6Fࠈ・
7Fࠈ・
7.5Fࠈ・
8Fࠈ・
値が選択されると、コンピューテーション定数が⮤ິ的に設定されます。
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�������� 㐽ᢝࡡᏽᩐࣤࣘࢨ࣭ࢷ࣭ࣖࣅࣤࢤ

コンピューテーション定数を手ථງするには、㹐コンピューテーション定数㹒リスト࣍タンか

ら㹐手ິ㹒をタッࢲし、キーパッドで値をථງします。コンピューテーション定数を手ථງす

ると、注ථᾦ量と࢜テーテルサイズが⮤ິ的に設定され、数値ථງは㹐⮤ິ㹒に設定されます。

�������� モ࣭ࢺ㐽ᢝ

㹐࣍ーラスモード㹒リスト࣍タンから㹐⮤ິ㹒または㹐手ິ㹒を選択します。デフォルトのモー

ドは㹐⮤ິ㹒です。㹐⮤ິ㹒モードでは、ベースラインの血ᾦῺ度を取ᚋするとヘモスフィア

が⮤ິ的に㹐注ථ㹒メッセージをࣀイライトします。㹐手ິ㹒モードのオ࣋レーションも㹐⮤ິ㹒

モードとྜྷ様ですが、注ථࡇとに㹐注ථ㹒࣍ タンをタッࢲするᚪ要があります。௧ୖのセクショ

ンでは、この 2 ⛸㢦の࣍ーラスモードの使用方法を説明します。

������ ࣭࣍ࣚスῼᏽモ࣭ࡡࢺ౐⏕᪁Ἢ

࣍ーラス測定に関するスワンガンツモジュールの出Ⲭ時設定は㹐⮤ິ㹒モードです。⮤ິモー

ドでは、ベースラインの血ᾦῺ度を取ᚋすると、ヘモスフィアが㹐注ථ㹒メッセージをࣀイラ

イトします。㹐手ິ㹒モードの場合は、オ࣋レータが㹐注ථ㹒࣍タンをタッࢲすることで注ථ

㛜ጙ時期をỬ定します。注ථが終஡すると、モジュールが値を計算してḗの࣍ーラス注ථの‵

ങにථります。1 シリーズあたり᭩ኬ 6 回の࣍ーラス注ථを実⾔することができます。

ここからは、iCO ᩺ぜ設定構成画面からጙまる࣍ーラス iCO 測定方法を順␊に説明します。

1  ⇍ᕵ㔐構成設定を選択したら、iCO ᩺ぜ設定構成画面のୖにある㹐࣍ーラスセット

㛜ጙ㹒࣍タンをタッࢲします。

。௧ୖの場合には࣍タンが↋ຝになりますࠈࠈ

。注ථᾦ量の値が↋ຝか、選択されていないࠈ・

。注ථᾦῺ度（Ti）プࣞーブが接続されていないࠈ・

。血ᾦῺ度（Tb）プࣞーブが接続されていないࠈ・

iCOࠈ・ フォルトがⓆ⏍している。

連続的心拍出量を測定୯の場合、CO モニタリングのೳḾを確認するポップアップ

ウィンドウが表示されます。㹐はい㹒࣍タンをタッࢲします。

注記  ࣍ ーラス CO の測定୯は、ECG ථງ（HRavg）を用いて計算されるパラメータはථ

手できまࢆࡎ。

2 iCO ᩺ぜ設定画面が表示され、㹐おᙽࡔください㹒がࣀイライトされます（ ）。

3  血ᾦῺ度のベースラインが確❟されると、画面の㹐注ථ㹒がࣀイライトされ（ ）、

࣍ーラス注ථシリーズの㛜ጙ時期が示されます。または 手ິ࣍ーラスモードの場合

は、血ᾦῺ度のベースラインがᚋられると㹐測定‵ങᏰ஡㹒（ ）がࣀイライ

トされます。注ථ‵ങができたら㹐注ථ㹒࣍タンをタッࢲしてください。࣍タンを

タッࢲすると、画面の㹐注ථ㹒がࣀイライトされます。

4  㹐注ථ㹒がࣀイライトしたら、選択したᐖ量の෫༴した注ථᾦを、㎷㏷かつスムー

ズに連続的に注ථしてください。

注意  患者の㐘ິや࣍ーラスᢖⷾ⟮⌦などが原因で⏍じた⫭ິ⬞血ᾦῺ度の✲↓のን໩に

よって、iCO または iCI 値の計算が実⾔される場合があります。᭜⥲のㄏったトリ

ガーを㑂ࡄるため、ࠔ注ථࠕメッセージが表示されたら、なるべく᪡く注ථを⾔࠹ᚪ

要があります。
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  ࣍ ーラスが注ථされると、⇍ᕵ㔐ウォッシュアウト᭜⥲が画面に表示され、㹐計算୯㹒

がࣀイライトされ（ ）、⤎ᯕとしてᚋられる iCO 測定値が表示されます。

5  ウォッシュアウト᭜⥲が表示されると、ヘモスフィアが㹐おᙽࡔください㹒をࣀイ

ライトし、්度安定した血ᾦῺ度ベースラインに㐡すると、㹐注ථ㹒または㹐測定

‵ങᏰ஡㹒（手ິモード時）をࣀイライトします。ᚪ要に応じて᭩ኬ 6 回まで、ステッ

プ 2 㹳 4 を⧖り㏁します。ࣀイライトされたメッセージ は௧ୖのよ࠹に⧖り㏁し

表示されます。

⮤ິ： Ѝ Ѝ

手ິ： Ѝ Ѝ

注記  ࣍ ーラスモードが㹐⮤ິ㹒に設定されている場合、㹐注ථ㹒メッセージの表示から࣍ー

ラス注ථまでの᭩ኬスᐖ時間は 4 ฦです。この時間内に注ථが認ㆉされない場合は、

㹐注ථ㹒メッセージはᾐ࠻、㹐おᙽࡔください㹒メッセージが්度表示されます。

  ࣍ ーラスモードが㹐手ິ㹒の場合は、㹐注ථ㹒࣍タンをタッࢲしたᚃ、࣍ーラス注

ථまでに᭩㛏 30 ⛂間の⊨஢があります。この時間内に注ථが認ㆉされない場合は、

㹐注ථ㹒࣍タンが්度᭯ຝになり、㹐注ථ㹒メッセージはᾐ࠻ます。

  ࣍ ーラス測定ができࡍ、警告メッセージが表示される場合は、CO/CI 値の௥ࢂりに

ࠔ 。ークが画面に表示されます࣏ࠕ

 iCO（࣍ーラス）測定を୯Ḿする場合は、㹐取ᾐ㹒アイコン をタッࢲしてください。

6  ᚪ要な回数の࣍ーラス注ථを実⾔したら、㹐レビュー㹒࣍タンをタッࢲしてウォッ

シュアウト᭜⥲のセットを確認します。

7  㹐レビュー㹒画面上ではセット内のウォッシュアウト᭜⥲を選択して๎㝎すること

ができます。

 ˠ� ࠈ

の順にタッࢲします。

  ㉝いࠔXࠕがウォッシュアウト᭜⥲上に表示され、CO/CI のᖲᆍ値から๎㝎されます。

 不ぜ์または␪ࢂしい᭜⥲には、データセットの㝼にࠈࠈが表示されます。

  ᚪ要に応じて㹐取ᾐ㹒アイコン をタッࢲして、࣍ーラスセットを๎㝎してくだ

さい。

 㹐はい㹒࣍タンをタッࢲして確定してください。

8  ࣍ ーラス注ථの確認がᏰ஡したら、㹐᭯ຝ໩㹒࣍タンをタッࢲして、CO/CI 値のᖲ

ᆍ値を使用するか、㹐ᡘる㹒アイコン をタッࢲしてシリーズを්㛜し、ᖲᆍ໩す

るために࣍ーラス注ථをさらに（᭩ኬ 6 回）⾔ってください。

������ ⇍ᕵ㔐ࡡᴣこ⏤㟻

セットが᭯ຝ໩されると、㹐Swan-Ganz iCO㹒画面のタイムスタンプタブにセットサ࣏リーが

表示されます。ここの画面には、ᡜ定のモニタリング画面から㹐クࣞック㸤ἴ形㹒アイコン

をタッࢲしたり、㹐アクション㹒アイコン Ѝ㹐iCO㹒アイコン の順にタッࢲしたり

することで、いつでもアクセスできます。
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㹐Swan-Ganz iCO㹒画面でオ࣋レータが実⾔できるアクションはḗのとおりです。

図 ᕵ㔐の概要画面⇍ࠈ9-6

᩺ぜセット：㹐ᡘる㹒アイコン または㹐᩺しい㹒タブをタッࢲして、᩺ぜの⇍ᕵ㔐セット

を実⾔します。前回の CO/CI ᖲᆍ値および関連するウォッシュアウト᭜⥲が、㹐Swan-Ganz 
iCO㹒画面のタブとしてಕᏋされます。

レビュー：࣍ーラスセットのウォッシュアウト᭜⥲をレビューします。いࡍれかのタブをタッ

。して、௙の࣍ーラスセットのウォッシュアウト᭜⥲をレビューしますࢲ

CO モニタリング：システムが連続的な CO モニタリング用に正しく接続されたら、㹐CO モニ

タリング㛜ጙ㹒アイコン をタッࢲして、いつでも CO モニタリングを㛜ጙしてください。

���� ('9�59() モࢡࣤࣛࢰࢼ

拡張終期ᐖ量（EDV）モニタリングはスワンガンツ࢜テーテルと ECG 信号ථງを使用する際

に、CO モニタリングモードと⤄み合ࡎࢂてฺ用できます。EDV モニタリング୯、ヘモスフィ

アは、EDV とྎᐄ㥉出⋙（RVEF）測定値を連続的に表示します。EDV および RVEF は、パ

ラメータグࣞーブに数値的に表示可能な時間ᖲᆍ値で、グラフトレンドで時間⤊㐛をちつ的に

表示します。

また、キーパラメータとして sEDV と sRVEF を選択することで、⣑ 60 ⛂間㝰の EDV および

RVEF の᥆定値を算出し表示します。

������ ⤾᥃ࡡࣜࣇ࣭ࢢ⤾᥃ࣜࢷ࣭ࢷ࢜

1  セクション 9.1 で前㏑したよ࠹に、᣼ථしたスワンガンツモジュールに࢜テーテル

接続ケーブルを接続します。

2  ࢜ テーテル接続ケーブルの࢜テーテルഁコࢾクタを、スワンガンツ࢜テーテル上の

サー࣐スタおよびサー࣏ルフィラメントコࢾクタに取り付ࡄます。上記の接続を、

図 9-7 のղおよびճにኯᯗで示します。

3 ࢜テーテルが患者に正しく᣼ථされたことを確認します。
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ձスワンガンツ CCO ࢜テーテル յスワンガンツモジュール
ղサー࣏ルフィラメント接続 նヘモスフィア
ճサー࣐スタ接続 շ外部モニターからの ECG 信号ථງ
մ࢜テーテル接続ケーブル

図 EDV/RVEFࠈ9-7 接続の概要

������ (&* ⤾᥃ࡡࣜࣇ࣭ࢢフ࣭࢘ス࣭ࢰࣤ࢕

ECG インターフェースケーブルの 1/4 イン࣐ࢲニプラグを、ヘモスフィアᚃ部の ECG モニ

ターථງに接続します。インターフェースケーブルのཬ対ഁの❻を、ベッドサイドモニターの

ECG 信号出ງに接続します。これで、ヘモスフィアの EDV および RVEF 測定にᚪ要なᖲᆍ

心拍数（HRavg）がᚋられます。பᥦ性のある ECG ケーブルについては、ᘚ♣のႜᴏᢰᙔ者

にࡇ┞ㄧください。

㔔要஥㡧  ヘモスフィアは、アナࣞグスレーブ出ງポートをങ࠻た患者モニターからのアナࣞ

グスレーブථງに対応しています。これは、本書の付録 A、表 A-4 に記載の ECG 
信号ථງ仕様をのこ。すまいてした‮ ECG 信号をฺ用して心拍数を算出し、これ

をᇱに、㏛ຊの血⾔ິឺパラメータを計算して表示できます。この機能はオプショ

ンであり、心拍出量（スワンガンツモジュールをె用した場合）と㟴⬞血酸素飽和

度（ヘモスフィア オキシメトリーケーブルをె用した場合）のモニタリングとい࠹、

ヘモスフィア本ᮮの機能にᙫ㡢を୙࠻ることはありまࢆࡎ。また、機器の性能ム㥺

は ECG ථງ信号を使用して実᪃されました。

警告  ࣋ ースメー࢜ー装╌患者㸢心ೳḾや不ᩒ⬞のⓆ⏍時、レートメーターが࣋ースメー

࢜ーレートを࢜ウントし続ࡄる場合があります。表示された心拍数にᏰ全に౪Ꮛし

ないでください。࣋ースメー࢜ー装╌患者を注意῕くモニタリングしてください。

本機器の࣋ースメー࢜ーパルス㝎ཡ能ງについては、表 A-4 を参照してください。

మ内またはమ外࣋ーシングによるサポートがᚪ要な患者の場合、௧ୖの≟Ἓୖでは

ヘモスフィアを心拍数および心拍数から算出するパラメータの取ᚋに使用しないで

ください。

 ・ ベッドサイドモニターからᚋられた࣋ーサーパルスྜྷ期出ງが࣋ーサーパルスを

でいる場合であっても、その≁ᚡが表ࢆྱ A-4 に記載する࣋ースメー࢜ーパルス
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㝎ཡ能の仕様外である場合。

・ ベッドサイドモニターからᚋられた࣋ーサーパルスྜྷ期出ງの≁ᚡがึ᩷できな

い場合。

 SV、EDV、RVEF などの算出パラメータや関連するᣞᵾパラメータをゆ㔐する際は、

心拍数（HRavg）と、患者モニターの心拍数と ECG ἴ形の表示に㱀㱊がないか注

意してください。

  ECG 信号ථງおよび心拍数測定からᚋられたすべてのパラメータはᑚඡ患者に対し

てビ౮されていないため、その患者⩄に対しては使用できまࢆࡎ。

注記  ECG ථງの接続またはᮅ接続が᭩初に検出された場合は、ステータスࣁーに▯い㏳

▩メッセージが表示されます。

  SV はபᥦ性のあるスワンガンツ࢜テーテルと ECG 信号ථງを使用して測定できま

す。EDV/RVEF の測定には、スワンガンツ CCOmbo V ࢜テーテルがᚪ要です。

������ ῼᏽ㛜ጙ

警告  サー࣏ルフィラメント࿔㎮の血ὮがೳḾしている場合は、CO モニタリングをᚪࡍ

୯Ḿしてください。臨床上、ḗの≟Ἓୖでは CO モニタリングを୯Ḿするᚪ要があ

ります。また、௙にも୯Ḿを要するケースはあります。

 ・患者に心⫭ࣁイパスを使用しているとき

 ・࢜テーテルが部ฦ的に外れてサー࣐スタが⫭ິ⬞に位置しないとき

 ・患者から࢜テーテルを取り外すとき

システムが正しく接続されたら、㹐CO モニタリング㛜ጙ㹒アイコン をタッࢲして CO モ

ニタリングを㛜ጙしてください。CO ࢜ウントࢱウンタイ࣏ーが㹐CO モニタリングೳḾ㹒ア

イコンに表示されます。⣑5㹳12ฦᚃに༎ฦなデータがᚋられると、設定したパラメータグࣞー

ブに EDV 値または RVEF 値が表示されます。画面に表示される EDV 値および RVEF 値は⣑

60 ⛂Ẏに᭞᩺されます。

注記 ༎ฦな時間ᖲᆍデータがᚋられるまで EDV/RVEF 値は表示されまࢆࡎ。

数ฦ間にࢂたって⫭ິ⬞の血ᾦῺ度にኬきなን໩が⏍じる患者の᮪௲ୖでは、モニターによる

᭩初の EDV または RVEF 測定に 9 ฦ௧上かかる場合があります。上記のよ࠹な場合、モニタ

リング㛜ጙ 9 ฦᚃにḗの警告メッセージが表示されます。

警告：EDV 㸢信号適応໩㸢心拍出量の測定を⤽続୯

モニターは機能し続ࡄるため、ユーザーによる操作はᚪ要ありまࢆࡎ。連続的な EDV および

RVEF 測定値がᚋられたら、警告メッセージがゆ㝎され、᭩᩺の数値が表示およびプࣞットさ

れます。

注記  EDV 値および RVEF 値がᚋられなくても、CO 値は引き続きᚋられる場合がありま

す。

������ ('9 モࢡࣤࣛࢰࢼ

EDV モニタリングの実᪃୯は、不安定な⫭ິ⬞の血ᾦῺ度によって、連続的な EDV および

RVEF の測定値の᭞᩺が㐔れる場合があります。8 ฦ௧内に数値が᭞᩺されない場合は、ḗの

メッセージが表示されます。
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警告：EDV 㸢信号適応໩㸢心拍出量の測定を⤽続୯

ᖲᆍ心拍数が⠂ᅑ外（30bpm ᮅはたま‮ 200bpm ㉰）または心拍数が検出されない場合には、

ḗのメッセージが表示されます。

警告：EDV 㸢心拍数が検出されまࢆࡎ

連続的な EDV および RVEF モニタリングの値は表示されなくなります。この≟ឺは、患者の

≟ឺの⏍⌦的ን໩や、ECGスレーブ信号の႕኶によって⏍じることがあります。ECGインター

フェースケーブルの接続≟ឺを確認し、ᚪ要に応じて්接続してください。患者の≟ឺとケー

ブルの接続≟ឺを確認すると、EDV および RVEF モニタリングが⮤ິ的に්㛜されます。

注記  EDV 値および RVEF 値には、正確な心拍数の算出がᚪ要です。正確な心拍数値が

表示されているかに注意し、≁に AV ࣋ーシングの場合はࢱブル࢜ウントを㑂ࡄて

ください。

患者が心ᡛ心ᐄ（AV）࣋ースメー࢜ーを装╌している場合、஦㔔検▩されていないかど࠹か

を確認してください（正確な心拍数を測定するためには、心⮒࿔期あたりの 1 ࣋ースメー࢜ー

スパイクまたは 1 ཭⦨のみを検▩するᚪ要があります）。஦㔔検▩されている場合はḗのよ࠹

に対応してください。

る࠻レンスリードの位置をㄢᩒして心ᡛのスパイク検▩を᭩ᑚ㝀にᢒ࢒リフࠈ・ࠈ

適วなリード構成を選択して、HR ࠈ・ࠈ トリガーを᭩ኬ໩し、心ᡛスパイク検▩を᭩ᑚ㝀に

ᢒ࠻る

リアン࣋ア数（mA）࣋ーシングレベルのጂᙔ性をビ౮する࣐ࠈ・ࠈ

連続的な EDV および RVEF 測定値の⢥度は、ベッドサイドモニターからの一定した ECG 信

号に౪Ꮛします。トラブルシューティングのリ⣵は、表 スワンガンツモジュールのࠔ13-8

EDV と SV フォルト㸤警告ࠕおよび表 スワンガンツモジュールの一⯙的なトラブルࠔ13-12

シューティングࠕを参照してください。

㹐CO モニタリングೳḾ㹒アイコン をタッࢲして EDV モニタリングをೳḾすると、EDV

または RVEF に関するパラメータグࣞーブのターゲットステータスインジケータがグレーに

ንࢂります。数値のୖにタイムスタンプが表示され、᭩ᚃの値が測定された時間を表示します。

注記  㹐CO モニタリングೳḾ㹒アイコン をᢪすと、EDV、RVEF、CO モニタリング

がೳḾします。

EDV モニタリングが්㛜されると、トレンドグラフのプࣞットラインに㝵間が表示され、連

続モニタリングが୯᩷されていた時間を表示します。

������ 67$7�('9 ࡛ 59()

血⾔ິឺが不安定なῺ度信号では、ヘモスフィアによるモニタリング㛜ጙᚃの EDV、EDVI、
RVEF 値の表示が㐔れる場合があります。医師は、⣑ 60 ⛂Ẏに᭞᩺される EDV 値または

EDVI 値、RVEF 値の᥆定値を示す STAT 値を使用できます。キーパラメータとして sEDV、

sEDVI、sRVEF を選択して、STAT 値を表示してください。EDV、EDVI、RVEF 値は、グラ

フ㸤表ฦ๪のモニタリングビューで、sEDV、sEDVI、sRVEF の数値と୩⾔して時間⤊㐛を表

示します。この画面では、表形式で᭩ኬ 2 つのパラメータを表示できます。5.3.4ࠔグラフ㸤表

ฦ๪ࠕを参照してください。
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���� 695

CO モニタリング୯、ヘモスフィアは、接続された患者モニターからの MAP および CVP ア

ナࣞグ圧信号ථງを用いて SVR を算出することもできます。6.2.5ࠔアナࣞグ圧ງ信号ථງࠕ

を参照してください。
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ヘモスフィア 圧ケーブルは、TruWave DPT やフࣞートラックセンサーなど、பᥦ性のある 
Edwards 製単回使用圧トランスデューサ（DPT）から単一の圧信号を取ᚋして処⌦します。

フࣞートラックセンサーは、᪜Ꮛのິ⬞࢜テーテルに接続することによって、఩౴ぇ性の血⾔

ິឺパラメータをᚋることができます。TruWave DPT は、பᥦ性のある圧モニタリング࢜テー

テルに接続して、測定位置にᇱࡘいた血圧をᚋることができます。࢜テーテルの㒼置や使用に

関する≁ืなᣞ示、関連する警告、注意、注記については、使用する各࢜テーテルの取扱説明

書を参照してください。ヘモスフィア 圧ケーブルは、対となるセンサー㸤トランスデューサ

にᇱࡘく 2 つのᢇ⾙モニタリングモード（フࣞートラックセンサーモニタリングモードまたは

スワンガンツ࢜テーテルモニタリングモード）でモニタリングが可能です。モニタリングモー

ドは、インフォメーションࣁーに表示されます（図 5-19 を参照してください）。ヘモスフィア 
圧ケーブルの外びと接続部は、図 10-1 を参照してください。

圧タイプの࢜ラーインサート：ᚪ要に応じて、適วな࢜ラーインサートを使用して、圧ケーブ

ルでモニタリングする圧タイプを示すことができます。௧ୖのճ（図 10-1）を参照してくだ

さい。Ⰵは௧ୖのとおりです。

 ・㉝：ິ⬞圧（AP）
 ・㟯：୯心㟴⬞圧（CVP）
 ・㯜：⫭ິ⬞圧（PAP）
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図 ヘモスフィア 圧ケーブルࠈ10-1

ձ 圧センサー㸤トランスデューサコࢾクタ
ղࣞࢭ点ㄢᩒ࣍タン㸤ステータス LED
ճ圧タイプの࢜ラーインサート
մ  HemoSphere アドࣁンスドモニター接続

部

表 ヘモスフィア 圧ケーブルの設定とฺ用可能なキーパラメータࠈ10-1

ฺ用可能な
キ ー パ ラ
メータ

圧ケーブルの設定

フࣞート
ラックセ
ンサー

フࣞートラック
センサー

（CVP ථງま
たは取ᚋした
CVP 信 号 を
使用）

フࣞートラック
センサー
（CVP ථງま
たは取ᚋした
CVP 信 号 お
よびオキシメ
トリーケーブ
ルを使用）

ິ⬞ラインに
接 続 さ れ た
TruWave（ モ
ニタキット）

୯心㟴⬞ライ
ンに接続され
た Tr u Wave
（モニタキッ
ト）

⫭ິ⬞࢜テー
テルに接続さ
れた TruWave

（モニタキッ
ト）

CO/CI • • •

SV/SVI • • •

SVV • • •

SVR/SVRI • •

SvO2/ScvO2 •

PR • • • •

SYS • • • •

DIA • • • •

MAP • • • •

MPAP •

CVP • • •

警告  フࣞートラックセンサー、TruWave DPT、または࢜テーテルは්⁓Ⳟ、්使用しな

いでください。関連する情報は࢜テーテルの添付文書を参照してください。

 ᾈỀ、破損、または電気接続部が露出しているフࣞートラックセンサー、TruWave 
DPT、または࢜テーテルは使用しないでください。

 アクセサリーの取り付ࡄや使用、および関連する警告、⚏ᚯ・⚏Ḿ、注意および仕

様については、使用するアクセサリーの添付文書（取扱説明書）を参照してください。

  ヘモスフィア 圧ケーブルを使用しないときは、露出したケーブルコࢾクタにᾦమが

かからないよ࠹ಕ㆜してください。ᾦమがコࢾクタにථり㎰ࡳと、ケーブルの不ර

合や不正確な圧測定値の原因になるおそれがあります。

注意  ラベルのࠔ使用期㝀ࠕが㐛ࡁているフࣞートラックセンサーまたは TruWave DPT
は使用しないでください。この日付௧㜾に使用された製品は、トランスデューサや

。れている可能性がありますࢂューブの性能、または⁓Ⳟ≟ឺが損なࢲ

010_৬10࡛_HS-2版_04.indd   118 2018/11/19   13:25



ヘモスフィア 圧ケーブルを用いたモニタリング

119 120

�����モࢡࣤࣛࢰࢼモ࣭ࡡࢺ㐽ᢝ

ヘモスフィア 圧ケーブルの୹なモニタリングモードは、フࣞートラックセンサーモニタリン

グモードです。モニタリングモードは、インフォメーションࣁーの୯ኳに表示されます。スワ

ンガンツモジュール モニタリングモードでは、圧ケーブルを使用して⫭ິ⬞圧（PAP）デー

タを཭集することもできます。モニタリングモードのวり᭨࠻に関するリ⣵については、5.4.1
㹐モニタリングモードを選択㹒を参照してください。

�����フ࣭ࣞࡒ࠷⏕ࢅ࣭ࢦࣤࢬࢠࢴࣚࢹモࢡࣤࣛࢰࢼ

ヘモスフィア 圧ケーブルは、ヘモスフィア用の Edwards 製フࣞートラックセンサー接続ケー

ブルとして機能します。フࣞートラックセンサーが接続されたヘモスフィア 圧ケーブルは、

患者の᪜Ꮛのິ⬞圧ἴ形を使用して、心拍出量を⤽続的に測定します（フࣞートラックິ⬞圧

⮤ິキャリブレーション心拍出量（FT-CO））。患者の㌗㛏、మ㔔、ᖳ㱃、性ืをථງして、

≁定の血⟮コンプライアンスをึ᩷します。フࣞートラックアルࢥリズムの⮤ິ血⟮⥥張ㄢᩒ

機能が、血⟮ᢤᢘおよび血⟮コンプライアンスのን໩を認ㆉしてㄢᩒを⾔います。心拍出量は、

圧ἴ形からึ᩷された⬞拍および 1 回拍出量を஋じることでᣚ続的に表示されます。フࣞート

ラックセンサーは、1 回拍出量にẒౚするິ⬞圧のንິを測定します。

 
ヘモスフィア 圧ケーブルとフࣞートラックセンサーは、患者の᪜Ꮛのິ⬞圧ἴ形を使用して、

1 回拍出量ን໩（SVV）を⤽続的に測定します。SVV は、患者が一定の㏷度および 1 回ᥦ気量

で、100% 機᲌的にᥦ気され⮤Ⓠ࿣ྺがない場合に、患者の前ㇿⲬのཬ応性を高វ度に表すᣞ

ᵾです。SVV はᖏに、1 回拍出量または心拍出量ビ౮と合ࡎࢂて使用することが᭩適です。

フࣞートラックテクࣞࢿジーでฺ用可能なパラメータには、心拍出量（CO）、心౿数（CI）、
1 回拍出量（SV）、1 回拍出量౿数（SVI）、1 回拍出量ን໩（SVV）、཭⦨期圧（SYS）、拡張期

圧（DIA）、ᖲᆍິ⬞圧（MAP）、および⬞拍数（PR）があります。フࣞートラックセンサー

を患者の୯心㟴⬞圧（CVP）のアナࣞグථງ信号と⤄み合ࡎࢂると、మ血⟮ᢤᢘ（SVR）と

మ血⟮ᢤᢘ౿数（SVRI）もฺ用可能です。

注意 ᑚඡ患者におࡄる FT-CO 測定の᭯ຝ性は検チされていまࢆࡎ。

௧ୖの要因により FT-CO の測定が正しく⾔ࢂれない場合があります。

・不適วなࣞࢭ点ㄢᩒおよびセンサー㸤トランスデューサの高さㄢᩒ

・オーࣁーࢱンピング、またはアンࢱーࢱンピングになっている。

・ 血圧に㐛๨なን໩がある。血圧がን໩するౚとしては௧ୖのものがありますが、

これに㝀られるࡄࢂではありまࢆࡎ：

*ࠈ ኬິ⬞内ࣁルーンポンプ

・ ິ ⬞圧が不正確だとᛦࢂれるよ࠹な臨床≟ឺや、ኬິ⬞の圧をཬ᫆していないと

ᛦࢂれる臨床≟ឺ。ౚとしては௧ୖのものがありますが、これらに㝀られるࡄࢂ

ではありまࢆࡎ：

*ࠈ ᶠ㦭ິ⬞の圧ἴ形が不ᩒになるよ࠹なᴗ度のᮆᲀ血⟮཭⦨

*ࠈ ⫚⮒⛛᳔ᚃにみられるよ࠹なஸ㐅≟ឺ

・患者の㐛度なమິ

・電気メスまたは電気的外⛁装置によるᖱῦ

  ኬິ⬞ᘒ㏣Ὦでは、⑄患の⛤度およびᕞᐄへの㏣Ὦにより႕኶した血ᾦ量によって、

算出される 1 回拍出量㸤心拍出量の᥆定量がኣくなる場合があります。

�������フ࣭ࣞࡡ࣭ࢦࣤࢬࢠࢴࣚࢹ᥃⤾

1  圧ケーブルの∞方の❻をヘモスフィアに接続します。

2  ㍲ᾦࣁッグとフࣞートラックセンサーから✭気をᢜいてプライ࣐ングを⾔࠹ため
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に、⏍⌦㣏ሲỀの㍲ᾦࣁッグを㏣さにします（᪃設の手順にᚉってᢘฆᅖを⾔って

ください）。ドリップࢲャンࣁーを├❟にಕࡔながら、㍲ᾦࣁッグに㍲ᾦセットを

接続します。㍲ᾦࣁッグを㏣さにしたまま、∞方の手でࣁッグをຊ圧して✭気をᚆ々

にᢜき、㍲ᾦࣁッグから✭気がᢜࡄて点⁪➼が⣑༖ฦまで∞࠹も、でまるれさた‮

方の手でフラッシュ装置（スナップタブ）を引っ張ります。

3  ㍲ᾦࣁッグをຊ圧ࣁッグに᣼ථし、I.V. ポールにྛるします（✭気をΊථさࡎない

でください）。

4  㔔ງのみの（ຊ圧ࣁッグに圧がかかっていない）≟ឺで、ᾦమがࢲューブを㏳って

上᪴するよ࠹に、ຊ圧ࢲューブを├❟さࡎたままフࣞートラックセンサーをフラッ

シュし、ᾦమがࢲューブのᮆ❻に㐡するまでຊ圧ࢲューブから✭気をᢪし出します。

5  ຊ圧ࣁッグが 300mmHg になるまでຊ圧します。

ューブとὩᰞを㍅くたたいてṟ⏻気ἳを取り㝎きながら、フࣞートラックセンࢲ  6

サーを᛬㏷フラッシュします。

7  ⦢方ྡྷにິかして、プライ࣐ングされたフࣞートラックセンサーの⥫のコࢾクタを

接続します。

ューブをິ⬞࢜テーテルに接続し、ṟ⏻気ἳがないことを確認するためにྺ引しࢲ  8

てフラッシュします。

9  （᪃設の手順にᚉって）トランスデューサをキャリブレーションし、適性な圧信号

が送られることを確認します。フࣞートラックセンサーの添付文書を参照してくだ

さい。

10  患者データをථງする手順を実⾔します。6.1㹐患者データ㹒を参照してください。

11  フࣞートラックセンサーをࣞࢭ点ㄢᩒするには、௧ୖの手順にᚉってください。

注意   ケーブルのᢜきᕣしを⾔࠹場合は、ケーブルではなくᚪࡍコࢾクタ部をᣚってくだ

さい。コࢾクタをࡠじったり᭜ࡅたりしないでください。

�������ᖲᆍ᫤㛣ࡡシᏽ

1  㹐設定㹒アイコンにタッࢲします。

2  㹐モニター設定㹒࣍タンにタッࢲします。

3  㹐時間の間㝰㸤ᖲᆍ㹒࣍タンにタッࢲします。

4  㹐CO ᖲᆍ時間㹒の値ථງ部にタッࢲし、௧ୖのᖲᆍ時間の間㝰オプションの 1 つ

にタッࢲします：

  ・5 ⛂

  ・20 ⛂（デフォルト値、᥆ዜされる時間間㝰）

  ・5 ฦ

  㹐CO ᖲᆍ時間㹒メニューのリ⣵については、6.2.4㹐時間の間㝰㸤ᖲᆍ㹒を参照し

てください。

5  㹐ᡘる㹒アイコンにタッࢲします。

�������ິ⬞ᅸࣞࢭࡡⅤㄢᩒ

フࣞートラックセンサーは、正確なモニタリングを⾔࠹ためにኬ気に対してࣞࢭ点ㄢᩒを⾔࠹

ᚪ要があります。

1  ナビゲーションࣁーまたは㹐アクション㹒メニューから、㹐ࣞࢭ点㸛ἴ形㹒アイコ

ン にタッࢲします。

   または
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 圧ケーブル上のࣞࢭ点ㄢᩒ࣍タン を├接ᢪします（図 10-1 を参照）。

注意  ケーブルの損傷を防ぐため、ヘモスフィア 圧ケーブルの࣍ࣞࢭタンに㐛๨なງをか

。にしてください࠹ないよࡄ

2  現在のິ⬞圧ἴ形が表示され、画面上で⤽続的に᭞᩺されます。これは、ࣞࢭ点ㄢ

ᩒが成ຉしたことを確認するためです。

3  フࣞートラックが㹐圧を選択㹒パࢾルに表示され、ART（ິ⬞）が⮤ິ的にࣀイ

ライトされることを確認します。

4  取扱説明書にᚉって、センサーが患者の୯⬾❈⥲と➠ᄿ⫐間のஹ点とྜྷじ高さに

なっていることを確認します。

注記  心拍出量の⢥度を確ಕするには、フࣞートラックセンサーの高さをᖏに୯⬾❈⥲と

➠ᄿ⫐間のஹ点と一⮬さࡎることが㔔要です。

5  フࣞートラックセンサーのὩᰞを㛜いてኬ気を測定します。このとき、圧はᖲらな

⥲として表示されます。

6  圧ケーブル上のࣞࢭ点ㄢᩒ࣍タン を├接ᢪすか、画面上の㹐ࣞࢭ点ㄢᩒ㹒࣍

タン にタッࢲします。ࣞࢭ点ㄢᩒがᏰ஡すると音が㫾り、ࣞࢭࠔ点ㄢᩒᏰ஡ࠕ

のメッセージが表示されます。

7  圧値がࣞࢭで安定していることを確認したら、Ὡᰞを回してセンサーが患者の圧を

測定できるよ࠹にします。

8  ᚪ要に応じて、接続された患者モニターに圧信号を出ງします。このオプションの

リ⣵については、10.6.2㹐圧出ງ㹒を参照してください。

9  㹐Home㹒アイコン にタッࢲして CO モニタリングを㛜ጙしてください。ḗの

CO 値が算出されると、その値が表示され、㹐CO ᖲᆍ時間㹒によるỬ定にᇱࡘいて

᭞᩺が⤽続されます。

CO モニタリングが㛜ጙされると、リアルタイムなິ⬞（ART）のἴ形表示を使用して血圧ἴ

形を表示することもできます。5.3.2.3㹐リアルタイムິ⬞圧ἴ形（ART）表示㹒を参照してく

ださい。

�������695 モࢡࣤࣛࢰࢼ

ヘモスフィア 圧ケーブルをフࣞートラックセンサーとె用すると、取ᚋした CVP アナࣞグථ

ງ信号を使用するか、ユーザーが患者の CVP 値を手ິථງする場合に、మ血⟮ᢤᢘ（SVR）

およびమ血⟮ᢤᢘ౿数（SVRI）をモニタリングできます。பᥦ性のあるベッドサイドモニター

からのアナࣞグ信号の使用については、6.2.5㹐アナࣞグ圧信号ථງ㹒を参照してください。患

者の CVP を手ິථງするには、ḗの手順を実⾔します。

1  㹐アクション㹒アイコン Ѝ 㹐CVP 値ථງ㹒アイコン の順にタッࢲします。

2  CVP 値をථງします。

3  㹐Home㹒アイコン にタッࢲします。

�����7UX:DYH�'37 ࢡࣤࣛࢰࢼモࡒ࠷⏕ࢅࣜࣇ࣭ࢢᅸࡒࡿࡈ⤾᥃࠿

ヘモスフィア 圧ケーブルは、単一の TruWave 圧トランスデューサに接続して、位置にᇱࡘい
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た血圧を測定できます。TruWave DPT によって測定可能な圧には、୯心㟴⬞ラインからモニ

タリングする場合の୯心㟴⬞圧（CVP）、拡張期圧（DIA）、཭⦨期圧（SYS）、ᖲᆍິ⬞圧（MAP）、
ິ⬞ラインからモニタリングする場合の⬞拍数（PR）、および⫭ິ⬞ラインからモニタリング

する場合の⫭ິ⬞圧（MPAP）があります。表 10-1 を参照してください。

�������7UX:DYH�'37 ⤾᥃ࡡ

1  圧ケーブルの∞方の❻をヘモスフィアに接続します。

2  フラッシュ⁈ᾦࣁッグと TruWave DPT から✭気をᢜいてプライ࣐ングを⾔࠹ため

に、⏍⌦㣏ሲỀのࣁッグを㏣さにします（᪃設の手順にᚉってᢘฆᅖを⾔ってくだ

さい）。ドリップࢲャンࣁーを├❟にಕࡔながら、㍲ᾦࣁッグに㍲ᾦセットを接続

します。㍲ᾦࣁッグを㏣さにしたまま、∞方の手でࣁッグをຊ圧して✭気をᚆ々に

ᢜき、㍲ᾦࣁッグから✭気がᢜࡄて点⁪➼が⣑༖ฦまたはᏰ全に、でまるれさた‮

も࠹∞方の手でフラッシュ装置（スナップタブ）を引っ張ります。

3  フラッシュ⁈ᾦࣁッグをຊ圧ࣁッグに᣼ථし（✭気をΊථさࡎないでください）、

トランスデューサから 60cm（2 フィート）௧上の高さになるよ࠹に I.V. ポールに

ྛるします。

4  㔔ງのみの（ຊ圧ࣁッグに圧がかかっていない）≟ឺで、ᾦమがࢲューブを㏳って

上᪴するよ࠹に、ຊ圧ࢲューブを├❟さࡎたまま TruWave DPT をフラッシュし、

ᾦమがࢲューブのᮆ❻に㐡するまでຊ圧ࢲューブから✭気をᢪし出します（ຊ圧し

てフラッシュすると஗Ὦが⏍じ、ኣくの気ἳがⓆ⏍します）。

5  ຊ圧ࣁッグが 300mmHg になるまでຊ圧します。

ューブとὩᰞを㍅くたたいてṟ⏻気ἳを取り㝎きながら、トランスデューサのࢲ  6

。やくフラッシュしますࡣューブをすࢲ

7  ⦢方ྡྷにິかして、TruWave DPT をヘモスフィア 圧ケーブルに接続します。

ューブを࢜テーテルに接続し、࢜テーテルが血⟮内にあることを確認するためにࢲ  8

ྺ引してフラッシュし、ṟ⏻気ἳを取り㝎きます。

9  （᪃設の手順にᚉって）トランスデューサをキャリブレーションし、適性な圧信号

が送られることを確認します。TruWave DPT の添付文書を参照してください。

10  患者データをථງする手順を実⾔します。6.1㹐患者データ㹒を参照してください。

11  トランスデューサをࣞࢭ点ㄢᩒするには、௧ୖの手順にᚉってください。

�������⾉ᅸࣞࢭࡡⅤㄢᩒ

TruWave DPT は、正確なモニタリングを⾔࠹ために、ኬ気に対してࣞࢭ点ㄢᩒを⾔࠹ᚪ要が

あります。

1  ナビゲーションࣁーから、㹐ࣞࢭ点 & ἴ形㹒アイコン にタッࢲします。

  または

 圧ケーブル上のࣞࢭ点ㄢᩒ࣍タン を├接ᢪします（図 10-1 を参照）。

注意  ケーブルの損傷を防ぐため、ヘモスフィア 圧ケーブルの࣍ࣞࢭタンに㐛๨なງをか

。にしてください࠹ないよࡄ

2  現在の血圧ἴ形が表示され、画面上で⤽続的に᭞᩺されます。これは、ࣞࢭ点ㄢᩒ

が成ຉしたことを確認するためです。

3  㹐圧を選択㹒パࢾルを使用して、使用する圧センサーのタイプ㸤位置を選択します。

 㹐圧トランスデューサ㹒の選択⫝はḗのとおりです。

  ・ART
  ・CVP
  ・PAP
4  取扱説明書にᚉい、TruWave DPT の┷上にあるὩᰞのࣁルブの高さを患者の୯⬾
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❈⥲と➠ᄿ⫐間のஹ点に合ࡎࢂます。

5  Ὡᰞを㛜いてኬ気を測定します。このとき、圧はᖲらな⥲として表示されます。

6  圧ケーブル上のࣞࢭ点ㄢᩒ࣍タン を├接ᢪすか、画面上の㹐ࣞࢭ点ㄢᩒ㹒࣍

タン にタッࢲします。ࣞࢭ点ㄢᩒがᏰ஡すると音が㫾り、ࣞࢭࠔ点ㄢᩒᏰ஡ࠕ

のメッセージが表示されます。

7  圧値がࣞࢭで安定していることを確認したら、Ὡᰞを回してセンサーが患者の圧を

測定できるよ࠹にします。

8  ᚪ要に応じて、接続された患者モニターに圧信号を出ງします。このオプションの

リ⣵については、10.6.2㹐圧出ງ㹒を参照してください。

9  㹐Home㹒アイコン  にタッࢲして、モニタリングを㛜ጙします。設定のタイプ

とにฺ用可能なキーパラメータについては、表ࡇ 10-1 を参照してください。

圧ケーブルでモニタリングが㛜ጙされると、リアルタイムなິ⬞（ART）のἴ形表示

を使用して血圧ἴ形を表示することもできます。5.3.2.3㹐リアルタイムິ⬞圧ἴ形（ART）
表示㹒を参照してください。

TruWave DPT を使用してモニタリングされるパラメータ値は、5 ⛂間㝰でᖲᆍ໩され、

2 とに表示されます。表ࡇ⛂ 6-1 を参照してください。

������ス࣠ࣤ࢝ࣤࢵモ࣭ࣜࣖࢩモࢡࣤࣛࢰࢼモ࣭࡚ࢺᅸࡒ࠷⏕ࢅࣜࣇ࣭ࢢモ
ࢡࣤࣛࢰࢼ

ヘモスフィア 圧ケーブルを単一のスワンガンツ⫭ິ⬞圧ポートに接続することで、⫭

ິ⬞圧（PAP）を測定できます。

ヘモスフィアスワンガンツモジュールモニタリングモードでは、圧ケーブルを⫭ິ⬞ラ

インの TruWave DPT に接続することができます。

1  圧ケーブルの一❻をヘモスフィアに接続します。

2  ⦢方ྡྷにິかして、TruWave DPT を接続または取り外します。✭気をフラッシュ

する手順については、TruWave DPT の添付文書および上記セクション 10.4.1 の手

順 2 㹳 6 を参照してください。

3  ᪃設の手順にᚉってトランスデューサをキャリブレーションし、適性な圧信号が送

られることを確認してください。

4  㹐アクション㹒アイコン  Ѝ 㹐リ⣵㹒アイコン  Ѝ㹐ࣞࢭ点㸛ἴ形㹒アイコン

 の順にタッࢲしてください。

またはࠈࠈ 

 圧ケーブル上のࣞࢭ点ㄢᩒ࣍タン  を├接ᢪしてください（図 10-1 を参照）。

注意  ケーブルの損傷を防ぐため、ヘモスフィア 圧ケーブルの࣍ࣞࢭタンに㐛๨なງをか

。にしてください࠹ないよࡄ

5  PAP は、㹐圧を選択㹒パࢾルで⮤ິ的に選択されます。

6  取扱説明書にᚉい、TruWave DPT の┷上にあるὩᰞのࣁルブの高さを患者の୯⬾

❈⥲と➠ᄿ⫐間のஹ点に合ࡎࢂます。

7  Ὡᰞを㛜いてኬ気を測定します。このとき、圧はᖲらな⥲として表示されます。

8  圧ケーブル上のࣞࢭ点ㄢᩒ࣍タン  を├接ᢪすか、画面上の㹐ࣞࢭ点ㄢᩒ㹒࣍
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タ ン にタッࢲします。ࣞࢭ点ㄢᩒがᏰ஡すると音が㫾り、ࣞࢭࠔ点ㄢᩒᏰ஡ࠕ

のメッセージが表示されます。

9  圧値がࣞࢭで安定していることを確認したら、Ὡᰞを回してセンサーが患者の圧を

測定できるよ࠹にします。スワンガンツモジュールモニタリングモードでは、ࣞࢭ

点 & ἴ形画面にのみ⫭ິ⬞圧が表示されます。

10  㹐Home㹒アイコン  にタッࢲし、 スワンガンツモジュールによるモニタリングに

ᡘります。いつでもࣞࢭ点 & ἴ形画面にᡘって、PAP データを表示できます。

Ⅴࣞࢭ������ 	ἴᙟ⏤㟻

図 点ࣞࢭ点ㄢᩒされたフࣞートラックセンサーのࣞࢭࠈ10-2 & ἴ形画面

この画面はアクションメニューからアクセスでき、3 つの୹な機能があります。

1  圧を選択してセンサーをࣞࢭ点ㄢᩒする

2 圧信号を出ງする

3  ἴ形を確認する

�������ᅸࡡ㐽ᢝ࡛ࣞࢭࡡ࣭ࢦࣤࢬⅤㄢᩒ

前㏑のよ࠹に、㹐ࣞࢭ点 & ἴ形㹒画面の୹な機能は、接続された圧センサー㸤トランスデュー

サをユーザーがࣞࢭ点ㄢᩒできることです。ユーザーは、圧ケーブルでモニタリングを㛜ጙす

る前に、センサーをࣞࢭ点ㄢᩒするᚪ要があります。

�������ᅸฝງ

㹐ࣞࢭ点 & ἴ形㹒画面では、接続された患者モニターに圧ἴ形を出ງすることができます。

1  ヘモスフィア 圧出ງケーブルをモニターの⫴面パࢾルにある圧出ງポートにᕣし

㎰みます。図 3-2 のճを参照してください。

2 ᚪ要な圧信号プラグを、பᥦ性のある患者モニターに接続します。

  ・ິ⬞圧（AP、㉝）

  ・⫭ິ⬞圧（PAP、㯜）

  ・୯心㟴⬞圧（CVP、㟯）

  選択したコࢾクタがᏰ全に接続されていることを確認します。患者モニターの取扱

説明書を参照してください。

3  㹐ࣞࢭ点㸛ἴ形㹒画面の㹐モニターをࣞࢭ点ㄢᩒ㹒パࢾル上にある、ࣞࢭ点ㄢᩒア
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イコン  にタッࢲし、患者モニターをࣞࢭ点ㄢᩒします。

4  圧信号アイコン にタッࢲし、患者モニターへの圧信号出ງを㛜ጙします。

�������ἴᙟ☔ヾ

㹐ࣞࢭ点 & ἴ形㹒画面にິ⬞圧ἴ形が表示されます。ࠔフォルト：CO – ິ⬞圧ἴ形を確認して

くださいࠕに対しては、この画面または連続的なリアルタイムのິ⬞（ART）のἴ形表示（グ

ラフトレンドサブセクションのリンクを参照）を使用してິ⬞圧ἴ形のクオリティーをビ౮し

ます。このフォルトはິ⬞圧信号のクオリティーが㛏時間にࢂたってよくない場合に表示され

ます。

⦢㍀のスケールは⮤ິ的にᖲᆍ BP 値s 50 mmHg にㄢᩒされます。

スワンガンツモジュールモードでの PAP のモニタリング

点&ἴ形は、圧ケーブルとスワンガンツモジュールをె用する際に、⫭ິ⬞圧（PAP）ࣞࢭ
のモニタリングにも使用されます。PAP はキーパラメータとしてฺ用できまࢆࡎが、

ἴ形はこの画面に表示されます。

警告  ヘモスフィアを⬞拍計または血圧計として使用しないでください。
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オキシメトリーモニタリング

127127

┘ḗ

オキシメトリーのセットアップ …………………………………………………………………… 127
మ外キャリブレーション …………………………………………………………………………… 128
మ内キャリブレーション …………………………………………………………………………… 129
シグナルクオリティインジケータ ………………………………………………………………… 130
オキシメトリーデータの්読み㎰み ……………………………………………………………… 131
HGB アップデート ………………………………………………………………………………… 132
ヘモスフィア オキシメトリーケーブルのリセット …………………………………………… 133
᩺しい࢜テーテル …………………………………………………………………………………… 133

ࣈࢴアࢹࢴࢬࡡ࣭ࣛࢹ࣒ࢨ࢛࢞�����

࢜テーテルの⏻置と使用方法の説明、関連する警告、注意、注記については、各࢜テーテルに

付属の添付文書を参照してください。モニタリングの前に、ヘモスフィアオキシメトリーケー

ブルをᚪࡍキャリブレーションしてください。

1  ヘモスフィアオキシメトリーケーブルをヘモスフィアに接続します。௧ୖのメッ

セージが表示されます。

オキシメトリーの初期໩୯、おᙽୖࡔさい。

2  ヘモスフィアの電″がථっていない場合、電″をථれて患者データのථງ手順に

ᚉってください。6.1ࠔ患者データࠕを参照してください。

3 ࢜テーテルトレイの⵱部ฦをはがし、オプティ࢜ルコࢾクタを露出さࡎます。

4  ࢜ テーテルのオプティ࢜ルコࢾクタのࠔTOPഁࠕを上にして、オキシメトリーケー

ブルに᣼ථし、エンクࣞージャーを࢜ࢲッと音がするまで㛚めます。
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図 オキシメトリー接続の概要ࠈ11-1

ձபᥦ性のあるオキシメトリー࢜テ ーテル

ղオプティ࢜ルコࢾクタ

ճヘモスフィアオキシメトリーケーブル

մヘモスフィア

注記  図 11-1 に示す࢜テーテルの外びは一ౚです。実際の外びは、࢜テーテルのモデルに

よって異なる場合があります。

  ⫭ິ⬞࢜テーテルおよび୯心㟴⬞࢜テーテルは、CF 形⪇㝎⣵ິᆵ装╌部を᭯して

います。ヘモスフィア オキシメトリーケーブルのよ࠹に、࢜テーテルに接続される

患者ケーブルは、装╌部となることを意図するパーツではありまࢆࡎが、患者と接

よする可能性があり、関連する装╌部として IEC60601-1 に‵ᣈする場合があります。

注意  取り付ࡄた࢜テーテルが不ᚪ要にິかないよ࠹、オキシメトリーケーブルがしっか

り安定していることを確認してください。

警告  ヘモスフィア オキシメトリーケーブルの本మをᕱにໜࢆだり、患者の⫑に㛏時間

（10 ฦ௧上）├接よれたままにしないでください。表面がຊ⇍（᭩高 45Υ）するため、

ᨲ⇍して内部Ὼ度レベルを⥌ᣚするᚪ要があります。内部Ὼ度がスᐖ⠂ᅑを㉰࠻る

場合、ソフトウェアフォルトがⓆ⏍します。

�����మአ࢞ࣔࣛࣤࣘࢨ࣭ࣝࣇ

మ外キャリブレーションは、࢜テーテルを患者に᣼ථする前に、࢜テーテルのパッケージ内に

付属のキャリブレーション࢜ップを使って実᪃します。

注意  オキシメトリーの正確なమ外キャリブレーションを⾔࠹ため、࢜テーテルとキャリ

ブレーション࢜ップはᚪࡍஜいた≟ឺで⾔ってください。࢜テーテルルーメンのフ

ラッシュは、మ外キャリブレーションのᏰ஡ᚃに⾔ってください。

  オキシメトリー࢜テーテルを患者に᣼ථしたᚃにమ外キャリブレーションを⾔࠹と、

キャリブレーションが不正確になります。
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1  㹐アクション㹒アイコン Ѝ㹐オキシメトリーキャリブレーション㹒アイコン

をタッࢲします。

2  㹐オキシメトリーキャリブレーション㹒画面の上部で、㹐オキシメトリータイプ㹒：

ScvO2 または SvO2 を選択します。

3 㹐మ外キャリブレーション㹒࣍タンをタッࢲします。

4  㹐మ外キャリブレーション㹒画面で、患者のヘモグࣞビン（HGB）またはヘ࣏トクリッ

ト（Hct）をථງします。ヘモグࣞビンは、g/dL または mmol/L のいࡍれかの単位で、

キーパッドを使ってථງできます。スᐖ可能な⠂ᅑは表 11-1 を参照してください。

表 మ外キャリブレーションのオプションࠈ11-1

オプション 説明 選択⠂ᅑ

HGB（g/dL） ヘモグࣞビン 4.0 㹳 20.0

HGB（mmol/L） 2.5 㹳 12.4

Hct（%） ヘ࣏トクリット 12 㹳 60

5  㹐キャリブレーション㹒࣍タンをタッࢲして、キャリブレーションプࣞセスを㛜ጙ

します。

6 キャリブレーションが正ᖏに終஡すると、௧ୖのメッセージが表示されます。

మ外キャリブレーション OK 㸢 ࢜テーテルを᣼ථしてください

7 ࢜テーテルの添付文書の記載どおりに࢜テーテルを᣼ථします。

8 㹐㛜ጙ㹒࣍タンをタッࢲします。

�������మአ࣭࢙࢞ࣔࣛࣚࡡࣤࣘࢨ࣭ࣝࣇ

ヘモスフィアがమ外キャリブレーションを実᪃できない場合、エラーポップアップ画面が表示

されます。

㹐మ外キャリブレーション࣍タン㹒をタッࢲして、オキシメトリーキャリブレーション

プࣞセスを⧖り㏁します。

または

㹐取ᾐ㹒࣍タンをタッࢲして、㹐オキシメトリーキャリブレーション㹒メニューにᡘります。

�����మහ࢞ࣔࣛࣤࣘࢨ࣭ࣝࣇ

࢜テーテルを患者に᣼ථしたᚃにキャリブレーションを実᪃するには、మ内キャリブレーショ

ンを使います。

注記  このプࣞセスには、㝌内の᭯㈠᰹者がᑛ量の血ᾦ（ᗣᲘ用）を᤿取したᚃ、検ᰕᐄ

で処⌦するための血ᾦサンプルを᤿取します。オキシメトリーの測定値は、コ・オ

キシメーターから取ᚋします。

  කᏕ的な⢥度をもとくなᑛはンョシーレブリャキ内మ、めたすた‮ 24 時間に 1 回

は実᪃してください。

  మ内キャリブレーション୯はシグナルクオリティインジケータが表示されます。

SQI レベルが 1 か 2 の場合のみ、キャリブレーションを実᪃してください。10.4ࠔシ

グナルクオリティインジケータࠕを参照してください。
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1  㹐アクション㹒アイコン Ѝ㹐オキシメトリーキャリブレーション㹒アイコン

をタッࢲします。

2  㹐オキシメトリーキャリブレーション㹒画面の上部で、㹐オキシメトリータイプ㹒：

ScvO2 または SvO2 を選択します。

3 㹐మ内キャリブレーション㹒࣍タンをタッࢲします。

 設定に኶ᩃした場合、௧ୖのメッセージが表示されます。

 注意：血⟮ባアーࢲフ࢒クトまたは࢜テーテルのᳺථが検出されました。

 ࢜テーテルの位置をን᭞してください。

 または

 注意：信号が不安定です。

信号ࠔまたはࠕ。クトまたは࢜テーテルのᳺථが検出されました࢒フࢲ血⟮ባアーࠔ  4

が不安定です。ࠕのメッセージが表示されたら、表 ⯙オキシメトリーの一ࠔ13-19

的なトラブルシューティングࠕの記載内ᐖにᚉってၡ㢗のゆᾐをムみたᚃ、㹐්キャ

リブレーション㹒࣍タンをタッࢲしてベースラインセットアップを්㛜します。

または

㹐ḗへ㹒࣍タンを選択してྺ引操作に㐅みます。

5  ベースラインキャリブレーションがᏰ஡したら、㹐ྺ引㹒࣍タンをタッࢲして、血

ᾦサンプルをྺ引します。

6  血ᾦサンプルをࡹっくり（30 ⛂間で 2 mL または 2 cc）ྺ引し、血ᾦサンプルを検

ᰕᐄに送ってコ・オキシメーターによる定量ฦᯊを⾔います。

7  検ᰕ値を受ࡄ取ったら、㹐HGB㹒࣍タンをタッࢲして患者のヘモグࣞビンをථງし

g/dLまたはmmol/Lをタッࢲするか、㹐Hct㹒࣍ タンをタッࢲして患者のヘ࣏トクリッ

トをථງします。スᐖ可能な⠂ᅑを表 11-2 に示します。

表 మ内キャリブレーションのオプションࠈ11-2

オプション 説明 選択⠂ᅑ

HGB （g/dL） ヘモグࣞビン 4.0 㹳 20.0

HGB （mmol/L） 2.5 㹳 12.4

Hct（%） ヘ࣏トクリット 12 㹳 60

注記  HGB または Hct 値をථງすると、システムは⮤ິ的に௙の値を計算します。୦方

の値が選択されている場合、├前にථງした値をཬ᫆します。

8 オキシメトリーの検ᰕ値（ScvO2 または SvO2）をථງします。

9 㹐キャリブレーション㹒࣍タンをタッࢲします。

ࢰ࣭ࢢࢩࣤ࢕ィࢷ࢛ࣛࢠࣜࢻࢡࢨ�����

シグナルクオリティインジケータ（SQI）は、࢜テーテルの≟ឺと血⟮内の位置にᇱࡘいたシ

グナルの品㈹をཬ᫆しています。SQI ー࣍ックスは、オキシメトリーシグナルの品㈹のレベࣁ

ルにᇱࡘいてᇔまり、ᕞのࣁー࣍ックスにレベル␊号が表示されます。

SQI レベルは、オキシメトリーキャリブレーションがᏰ஡したᚃ、2 ⛂Ẏに᭞᩺され、表 11-3
に記載する 4 つの信号レベルの 1 つが表示されます。
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表 シグナルクオリティインジケータのレベルࠈ11-3

レベル Ⰵ 説明

1- ᵾ‵ ⥫Ⰵ シグナルはすべての面において᭩適です

2- ୯⛤度 ⥫Ⰵ ୯⛤度に信号が఩ୖしていることを示します

3- 不Ⰳ 㯜Ⰵ シグナルの品㈹がᝇいことを示します

4- ↋ຝ ㉝Ⰵ 1 つ௧上の点で、シグナルの品㈹に῕刻なၡ
㢗があることを示します

シグナルの品㈹は௧ୖの原因で損なࢂれる場合があります。

（でいる、などࢆテーテル❻が㣏い㎰࢜）拍ິ性ࠈ・

シグナルᙁ度（࢜テーテルがキンクしている、血ᰞ、血ᾦᕵ㔐など）ࠈ・

テーテルが᩷続的に血⟮ባと接よしている࢜ࠈ・

మ内キャリブレーションと HGB ᭞᩺が機能している場合、シグナルの品㈹が表示されます。

SQI レベルが 1 か 2 のときのみ、キャリブレーションを実᪃することをおすすめします。SQI
レベルが 3 か 4 のときは、13.7ࠔオキシメトリーのエラーメッセージࠕを参考に、ၡ㢗を≁定・

ゆỬしてください。

注意  電気的外⛁装置の使用が SQI シグナルにᙫ㡢することがあります。可能であれࡣ電

気的外⛁装置とケーブルをヘモスフィアから㞫し、電″コードをืの AC コンセン

トにᕣし㎰ࢆでください。それでもシグナルクオリティのၡ㢗がゆỬしない場合、

᭩ᐞりのエドワーズライフサイエンスᰬ式ఌ♣にࡇ┞ㄧください。

ࡲ㎰ࡲㄖ්ࡡࢰ࣭ࢸ࣭ࣛࢹ࣒ࢨ࢛࢞�����

㹐オキシメトリーデータの්読み㎰み㹒は、患者がヘモスフィアを使用しなくなったᚃ、オキ

シメトリーケーブルからデータを්読み㎰みするために使用します。これにより、᭩ᚃに実⾔

したキャリブレーションと患者のᇱ本データを්読み㎰みでき、すぐにオキシメトリーモニタ

リングを⾔࠹ことができます。この機能を使用するためのオキシメトリーケーブル内のキャリ

ブレーションデータは 24 時間ᮅ。すまりあが要ᚪるあでのもの‮

注記  ヘモスフィアに᪜に患者データがථງされている場合、システムのキャリブレーショ

ン情報のみが්読み㎰みされます。ヘモスフィアオキシメトリーケーブルは、᭩᩺

の患者データで᭞᩺されます。

1  ࢜ テーテルをヘモスフィアオキシメトリーケーブルに接続したまま、ケーブルをヘ

モスフィアからᢜき取り、患者とともに⛛ິします。࢜テーテルをオキシメトリー

ケーブルから外さないでください。

2  オキシメトリーケーブルがืのヘモスフィアに接続されている場合、前回の患者

データが๎㝎されていることを確認します。

3  患者を⛛ິしたら、オキシメトリーケーブルをヘモスフィアに්接続し、電″をථ

れます。

4  㹐アクション㹒アイコン Ѝ㹐オキシメトリーキャリブレーション㹒アイコン

をタッࢲします。

5 㹐オキシメトリーデータの්読み㎰み㹒࣍タンをタッࢲします。

6  オキシメトリーケーブルデータが 24 時間௧内であれࡣ、㹐はい㹒࣍タンをタッࢲす

ると、්読み㎰みしたキャリブレーション情報を使ってオキシメトリーモニタリン

グが㛜ጙされます。

または

㹐いい࠻㹒࣍タンをタッࢲして、మ内キャリブレーションを実᪃します。
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警告  㹐はい㹒をタッࢲしてオキシメトリーデータを読み㎰ࡳ前に、表示されたデータが現

在の患者と一⮬していることを確認してください。間㐢ったオキシメトリーキャリ

ブレーションデータや患者データを読み㎰ࡳと、測定が不正確になります。

注意  キャリブレーション୯またはデータ්読み㎰みの実⾔୯は、オキシメトリーケーブ

ルを取り外さないでください。

7  㹐オキシメトリーキャリブレーション㹒メニューから、㹐మ内キャリブレーション㹒

࣍タンをタッࢲして、ケーブルを්キャリブレーションします。オキシメトリーケー

ブルに⛛ິされた患者データをレビューするには、㹐設定㹒アイコン をタッࢲ

します。

8 㹐患者データ㹒࣍タンをタッࢲします。

注意  オキシメトリーケーブルがヘモスフィアからืのヘモスフィアに付ࡄ᭨࠻られてい

る場合は、モニタリング㛜ጙ前に、患者の㌗㛏、మ㔔、BSA が正しいことを確認し

てください。ᚪ要に応じて患者データをථງし├してください。

注記  すべてのヘモスフィアの時間と日付がᖏに᭩᩺であることを確認してください。㌷

送ඔのヘモスフィアと、㌷送඙のヘモスフィアの日付㸤時刻が異なると、௧ୖのメッ

セージが表示される場合があります。

オキシメトリーケーブルの患者データはࠔ   24 時間௧上⤊㐛しています。ʵ්キャリ

ブレーションしてください。ࠕ

  システムの්キャリブレーションがᚪ要な場合は、オキシメトリーケーブルのウォー

ムアップに 10 ฦ間ᚪ要です。

�����+*% アࢹ࣭ࢸࣈࢴ

前回キャリブレーションの HGB または Hct 値をㄢᩒするには、㹐HGB アップデート㹒オプショ

ンを使用します。アップデート機能は、௧前にキャリブレーションを実᪃した場合か、または

オキシメトリーケーブルからキャリブレーションデータを්読み㎰みした場合にのみ使用でき

ます。

1  㹐アクション㹒アイコン Ѝ㹐オキシメトリーキャリブレーション㹒アイコン

をタッࢲします。

2 㹐HGB アップデート㹒࣍タンをタッࢲします。

3  表示された HGB および Hct 値を使用するか、HGB または Hct ࣍タンをタッࢲし

て᩺しい値をථງします。

4 㹐キャリブレーション㹒࣍タンをタッࢲします。

5 キャリブレーションプࣞセスを୯Ḿするには、㹐取ᾐ㹒アイコン をタッࢲします。

注記  කᏕ的な⢥度をtcH、めたすた‮ に 6㸚௧上、または HGB に 1.8 g/dL（1.1 mmol/L）
௧上のን໩があった場合、HGB と Hct 値を᭞᩺することをおすすめします。ヘモ

グࣞビンのን໩は、SQI にもᙫ㡢する可能性があります。㹐HGB アップデート㹒を

使用して、シグナルの品㈹のၡ㢗をゆỬしてください。
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�����ヘモスフィア࢛࢞ࢹࢴࢬࣛࡡࣜࣇ࣭ࢢ࣭ࣛࢹ࣒ࢨ

SQI レベルが⤽続して高い場合は、ヘモスフィアオキシメトリーケーブルのリセットを実᪃し

ます。オキシメトリーケーブルのリセットにより、シグナルの品㈹が安定する場合があります。

この機能は、トラブルシューティングにある高い SQI をゆᾐするその௙の方法をムみたᚃに

のみ、実⾔してください。

注記  ヘモスフィアは、キャリブレーションを実⾔する前や、またはオキシメトリーケー

ブルからキャリブレーションデータを読み㎰ࡳ前に、オキシメトリーケーブルをリ

セットすることはできまࢆࡎ。

1  㹐アクション㹒アイコン Ѝ㹐オキシメトリーキャリブレーション㹒アイコン

をタッࢲします。

2 㹐オキシメトリーケーブルリセット㹒࣍タンをタッࢲします。

3 㐅ᤎࣁーが表示されます。オキシメトリーケーブルを取り外さないでください。

ࣜࢷ࣭ࢷ࢜࠷ࡊ᩺�����

患者に᩺しい࢜テーテルを使࠹時は、ᚪࡍ㹐᩺しい࢜テーテル㹒オプションを使用してくださ

い。㹐᩺しい࢜テーテル㹒を確定したᚃは、ᚪࡍオキシメトリーを්キャリブレーションして

ください。࢜テーテルの⏻置、キャリブレーションタイプ、使用方法、および関連する警告、

注意、㔔要஥㡧については、各࢜テーテルに付属の添付文書（取扱説明書）を参照してくださ

い。

1  㹐アクション㹒アイコン Ѝ㹐オキシメトリーキャリブレーション㹒アイコン

をタッࢲします。

2 㹐᩺しい࢜テーテル㹒࣍タンをタッࢲします。

3 㹐はい㹒࣍タンをタッࢲします。
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12
拡張機能
┘ḗ

ᙁ໩されたパラメータトラッキング ……………………………………………………………… 135

�����ᙁ໩ࢡࣤ࢞ࢴࣚࢹࢰ࣭࣒ࣚࣂࡒࡿࡈ

ヘモスフィアでは、┘ᵾᣞྡྷᆵ⒢法（GDT）の実᪃をᨥᥴするツールがᥞ౩され、ユーザー

は᭩適な⠂ᅑでキーパラメータをトラッキングし、⟮⌦することができます。ᙁ໩されたパラ

メータトラッキングにより、医師は࢜スタ࣏イズされたプࣞトコルを作成してモニターするこ

とができます。

�������*'7 ࢡࣤ࢞ࢴࣚࢹ

����������࢞ 㐽ᢝࡡࢹࢴࢣ࣭ࢰࡦࡻ࠽ࢰ࣭࣒ࣚࣂ࣭

1  ナビゲーションࣁーの GDTトラッキング࣍タン  にタッࢲして、GDT メニュー

画面にアクセスします。

図 GDTࠈ12-1 メニュー画面㸢キーパラメータの選択

2  㹐パラメータ㸤ターゲット選択㹒アイコン  の上部にタッࢲし、パラメータパࢾ

ルからトラッキングを⾔࠹パラメータを選択します。᭩ኬ 4 つのキーパラメータを

トラッキングできます。

3  㹐パラメータ㸤ターゲット選択㹒アイコン  のୖ部にタッࢲして、キーパッドで

⠂ᅑの値をථງします。選択したⁿ算Ꮔ（<、≤、>、≥）および値は、パラメータ
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トラッキング時のୖ㝀または上㝀を示します。㹐Ử定㹒キー  にタッࢲしてくだ

さい。

図 GDTࠈ12-2 メニュー画面㸢ターゲットの選択

4  選択ῥみのパラメータをタッࢲしてืのパラメータにን᭞するか、パラメータ選択

パࢾルで㹐なし㹒をタッࢲして、このパラメータをトラッキング対㇗から๎㝎しま

す。

5  㐛ཡの GDTトラッキングセッションのパラメータ㸤ターゲット設定を参照して選

択するには、㹐᭩᩺㹒タブにタッࢲします。

6  㹐OK㹒にタッࢲして、GDT トラッキングが㛜ጙします。

図 GDTࠈ12-3 トラッキング

ࢡࣤ࢞ࢴࣚࢹ7'*����������

GDTトラッキング୯、パラメータトレンドグラフのターゲット⠂ᅑが㟯Ⰵで表示されます。

図 12-3 GDT トラッキングを参照してください。

GDT トラッキングのコントࣞールパࢾル：GDT トラッキング୯に GDT トラッキング

࣍タンにタッࢲすると、トラッキングがೳḾまたは終஡します。トラッキングのೳḾ୯、

パラメータグラフ上のターゲット⠂ᅑ内のプࣞット㡷ᇡがグレーにንࢂります。

Time In Target（ターゲット⠂ᅑ内時間）の値：ᙁ໩されたパラメータトラッキングによっ

て出ງされる୹要なアウトプットであり、パラメータのグラフトレンドプࣞットのྎ上

㝦にある Time In Target アイコンのୖに表示され、トラッキングセッションの間に≁定
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のパラメータがターゲット⠂ᅑ内にあった⣴✒時間の๪合を示します。

パラメータグࣞーブのターゲットインジケータのⰅ：

GDTトラッキング୯のターゲットステータスインジケータのⰅを表 12-1 に示します。

表 GDTࠈ12-1 ターゲットステータスインジケータのⰅ

Ⰵ 意࿝

㟯

トラッキング୯のパラメータは現在、設定されたター
ゲット⠂ᅑ内にあります。

㯦

トラッキング୯のパラメータは現在、設定されたター
ゲット⠂ᅑ外にあります。

㉝

トラッキング୯のパラメータは現在、アラームୖ㝀よ
りୖまたはアラーム上㝀より上にあります。

グレー

トラッキング୯のパラメータは、値がᚋられない、フォ
ルト≟ឺにある、GDT トラッキングのೳḾ୯、また
はターゲットが選択されていない≟ឺです。

トレンド時間のスケール⮤ິㄢᩒ：GDTトラッキングが㛜ጙされると、グラフトレンドの時

間スケールは現在のセッションにおいてトラッキングされたすべてのデータが཭まるよ࠹に⮤

ິㄢᩒされます。グラフトレンドの時間スケールは᭩初 15 ฦに設定されていて、トラッキン

グ時間が 15 ฦを㉰࠻るとᘇ㛏されます。トレンド時間のスケール⮤ິㄢᩒは、GDT モード

で表示される㹐スケール設定㹒のポップアップメニューで↋ຝにすることができます。

注記  㹐グラフトレンド㹒画面で GDTトラッキング表示さࡎている間、パラメータ選択の

ポップアップメニューは表示されまࢆࡎ。

���������*'7 ᒓṌࡡ

᭩㎾⾔った GDTトラッキングセッションを表示さࡎるには、㹐ᒓṌデータ㹒࣍ タンにタッ

GDTࠔします。画面のୖ部に㟯Ⰵのࢲ セッションのᒓṌをずるࠕといࣁ࠹ナーが現れ

ます。GDTセッションのᒓṌをずている間、キーパラメータグࣞーブに現在のパラメー

タ値が表示されます。ืの GDT セッションᒓṌをずるにはスクࣞール࣍タンにタッࢲしてく

ださい。トレンド画面に表示されるን໩⋙は、ᒓṌ୯の 2 つの測定値間のን໩⋙を示します。

�������69 ᭩㐲໩ࡡ

SV ᭩適໩モードでは、᭩㎾の SV のトレンドにᇱࡘいて GDTトラッキングに対する SV/SVI
のターゲット⠂ᅑが選択されます。これにより、ユーザーは㍲ᾦ⟮⌦のモニタリングにおࡄる

SV の᭩適値を≁定することができます。

1 ナビゲーションࣁーの㹐GDTトラッキング㹒࣍タン にタッࢲします。

2 キーパラメータとして SV または SVI を選択します。

3  㹐パラメータ㸤ターゲット選択㹒࣍タン のୖ部のターゲット値はᣞ定しないで

ください。㹐OK㹒にタッࢲするとトレンドグラフ上のターゲット選択が㛜ጙされ
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ます。

4  ᚪ要な㍲ᾦ⟮⌦をしながら、᭩適な値に㐡するまで SV のトレンドをびᐳしてくだ

さい。

5  SV/SVIトレンドグラフのྎഁにある㹐ターゲット㏛ຊ㹒࣍ タン  にタッࢲします。

トレンドラインが㟯Ⰵにንࢂります。

6  トレンドラインの値をずるには、プࣞット⠂ᅑ内をタッࢲしてください。㹐ࣞック

ゆ㝎㹒アイコンと㹐ターゲット値㹒を示す࣍タン が表示されます。ターゲッ

ト࢜ーソル値を 10% ୖ回ると、ⓉいỀᖲ破⥲が表示されます。この⥲から Y ㍀の

᭩上部までの部ฦが㟯Ⰵに表示されます。

7  ㍲ᾦ⟮⌦のモニタリングにᡘりたい場合、㹐ターゲット選択終஡㹒࣍タン  にタッ

。してくださいࢲ

8  㹐ターゲット値㹒の࣍タン  にタッࢲして、表示されたターゲット⠂ᅑを確

認し、GDT トラッキングを㛜ጙします。

9  ターゲット選択ᚃに SV/SVI のターゲット値をን᭞するᚪ要がある場合、㹐ターゲッ

ト⥽集㹒࣍タン  にタッࢲすることによりいつでもን᭞することができます。

10  GDT トラッキングセッションは、GDT モードを᭯ຝにした≟ឺで、㹐GDTトラッ

キング㹒࣍タン  にタッࢲすることでいつでも終஡することができます。

ࢺ࣭ࣞࣤࢗࢱࡡࢹ7࣭ࣝ࣎'*�������

GDTレポートは、㹐データࢱウンࣞード画面㹒から USBドライブにエクスポートすることが

できます。8.1.1ࠔデータのࢱウンࣞードࠕを参照してください。
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�����⏤㟻୕ࡡヘࣜࣈ

メインヘルプ画面は、ヘモスフィアのၡ㢗についてරమ的なヘルプを⣺௒します。フォルト、

警告、注意は、パラメータの測定にᙫ㡢をཀྵ࡯すエラーがⓆ⏍していることをユーザーに㏳▩

します。フォルトは、パラメータの測定を一時的に୯᩷するᢇ⾙的なၡ㢗を㏳▩します。࢜テ

リーヘルプ画面は、フォルト、注意、警告、トラブルシューティングについてのරమ的な対ࢥ

処方法を表示します。

1  㹐設定㹒アイコン をタッࢲします。

2  㹐ヘルプ㹒࣍タンをタッࢲします。メインヘルプ画面が表示されます。

3  ヘルプのᚪ要なᢇ⾙に対応する 㹐࢜テࢥリーヘルプ㹒࣍タンをタッࢲします。㹐モ

ニター㹒、㹐スワンガンツモジュール㹒、[ 圧ケーブル ]、㹐オキシメトリー㹒のいࡍれ

かをタッࢲします。

4  メッセージの⛸㢦にᇱࡘいて、ᚪ要なヘルプの⛸㢦をタッࢲします。㹐フォルト㹒、㹐警

告㹒、㹐注意㹒、㹐トラブルシューティング㹒のいࡍれかをタッࢲします。

5  選択したメッセージの一覧画面が表示されます。

6  一覧からメッセージまたはトラブルシューティング㡧┘をタッࢲし、㹐選択㹒をタッ

して、そのメッセージまたはトラブルシューティング㡧┘の情報にアクセスしまࢲ

す。᥀している㡧┘がない場合、▦༰࣍タンを使ってリストの上ୖに⛛ິさࡎてく

ださい。ḗの画面では、メッセージと一⥬に஢測される原因および᥆ዜする対処方

法が表示されます。

�����モ࣭ࢰࢼスࢰ࣭ࢷスࣚࣤࣈ

ヘモスフィアは、アラーム≟ឺを警告するためのちつ的アラームインジケータをങ࠻ています。

ඁ඙度ࠔ୯ࠕおよびࠔ高ࠕの⏍⌦的アラーム≟ឺのリ⣵については、D.5ࠔアラームのඁ඙度ࠕ

を参照してください。モニターの電″࣍タンには一మᆵの LED があり、電″ステータスをᖏ

に表示します。
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図 ヘモスフィアのࠈ13-1 LED インジケータ
ձ ちつ的アラームインジケータࠈղ モニターの電″ステータス

ձ

ղ

表 ヘモスフィアのちつ的アラームインジケータࠈ13-1

アラーム≟ឺ Ⰵ 点⅁パターン ᥆ዜする対処方法

⏍⌦的アラームのඁ඙度ࠔ高ࠕ ㉝Ⰵ 点⁓ このアラーム≟ឺは㏷やかな対処がᚪ要です。
ステータスࣁーでරమ的なアラーム≟ឺを確 
認してください。

ඁ඙度ࠔ高ࠕのᢇ⾙的フォルト
および警告

㉝Ⰵ 点⁓ このアラーム≟ឺは㏷やかな対処がᚪ要です。
≁定のᢇ⾙的なアラームをゆᾐできない場合
は、システムを්㉫ິしてください。
ၡ㢗がゆỬしない場合は、エドワーズライフ
サイエンスᰬ式ఌ♣におၡい合ࡎࢂください。

ඁ඙度ࠔ୯ࠕのᢇ⾙的フォルト
および警告

㯜Ⰵ 点⁓ このアラーム≟ឺには㏷やかな対処がᚪ要で
す。
ステータスࣁーでරమ的なアラーム≟ឺを確
認してください。

⏍⌦的アラームのඁ඙度ࠔ୯ࠕ 㯜Ⰵ 点⁓ このアラーム≟ឺには㏷やかな対処がᚪ要で
す。
ステータスࣁーでරమ的なアラーム≟ឺを確
認してください。

ඁ඙度ࠔ఩ࠕのᢇ⾙的警告 㯜Ⰵ ⤽続してオン このアラーム≟ឺには㏷やかな対処がᚪ要あ
りまࢆࡎ。ステータスࣁーでරమ的なアラー
ム≟ឺを確認してください。

表 ヘモスフィアの電″ランプࠈ13-2

モニターの≟ឺ Ⰵ 点⅁パターン ᥆ዜする対処方法

モニターの電″がオン ⥫Ⰵ ⤽続してオン なし

モニターの電″がオフ
モニターが AC 電″に接続されて
います
ッテリーはඖ電୯ですࣁ

㯜Ⰵ 点⁓ ッテリーがඖ電されるまで、ACࣁ 電″をᢜか
ないでください。

モニターの電″がオフ
モニターが AC 電″に接続されて
います
ࡎッテリーはඖ電୯ではありまࣁ
ࢆ

㯜Ⰵ ⤽続してオン なし

モニターの電″がオフ ᾐ⅁ ⤽続してオフ なし
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�����ᅸࡡࣜࣇ࣭ࢢ㏳ಘ

圧ケーブルの LED は、圧センサーまたはトランスデューサの≟ឺを示します。

図 圧ケーブルのࠈ13-2 LED インジケータ

圧センサーの≟ឺ

表 圧ケーブルの㏳信ランプࠈ13-3

≟ឺ Ⰵ 点⁓㢎度 ᥆ዜされる対処方法

圧センサー㸤トランスデューサ
が接続されていない

↋⅁ ⤽続してオフ なし

圧センサー㸤トランスデューサ
は接続されているが、まだࣞࢭ
点ㄢᩒされていない

⥫ 点⁓ 圧センサーをࣞࢭ点ㄢᩒして、モニタ
リングを㛜ጙしてください。

圧センサー㸤トランスデューサ
のࣞࢭ点ㄢᩒᏰ஡

⥫ ⤽続してオン なし。接続された圧センサーは、圧ງ
信号をモニタリングできます。

圧センサー㸤トランスデューサ
にඁ඙度ࠔ୯ࠕのᢇ⾙的アラー
ムがⓆ⏍している

㯜 点⁓ 画面を参照して、フォルトの⛸㢦を確
認してください。᥆ዜされる対処方法
については、ヘルプメニューまたは表
13-4 を参照してください。

�����ヘモスフィアࢩ࣭ࢬࢴ࣒࣭࢙ࣚࡡ

㸤㆑࿈ࢹフ࢚ࣜࡡ࣑ࢷスࢨ�������

フォルト：モジュール
スࣞット ードウェࣀ-1
ア異ᖏ

モジュール 1 が正しく᣼ථされていまࢆࡎ。
スࣞットまたはモジュールの接続部が損傷
しています。

モジュールを්度᣼ථしてください。
ピンが᭜がっていたり、破損したりしてい
ないかど࠹か点検してください。
モジュールスࣞット 2 にวり᭨࠻てみてく
ださい。
ၡ㢗がゆỬしない場合は、エドワーズライ
フサイエンスᰬ式ఌ♣に連⤙してくださ
い。

フォルト：モジュール
スࣞット ードウェࣀ-2
ア異ᖏ

モジュール 2 が正しく᣼ථされていまࢆࡎ。
スࣞットまたはモジュールの接続部が損傷
しています。

モジュールを්度᣼ථしてください。
ピンが᭜がっていたり、破損したりしてい
ないかど࠹か点検してください。
モジュールスࣞット 1 にวり᭨࠻てみてく
ださい。
ၡ㢗がゆỬしない場合は、エドワーズライ
フサイエンスᰬ式ఌ♣に連⤙してくださ
い。

表 システムのフォルト㸤警告ࠈ13-4

メッセージ ஢測される原因 ᥆ዜする対処方法
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表 （きࡘつ）システムのフォルト㸤警告ࠈ13-4

メッセージ ஢測される原因 ᥆ዜする対処方法

フォルト：ケーブル
ポート 1- ードウェࣀ
ア異ᖏ

ケーブルが正しく᣼ථされていまࢆࡎ。
ケーブルまたはポートの接続部が損傷して
います。

ケーブルを්度᣼ථしてください。
ピンが᭜がっていたり、破損したりしてい
ないかど࠹か点検してください。
ケーブルポート 2 にวり᭨࠻てみてくださ
い。
ၡ㢗がゆỬしない場合は、エドワーズライ
フサイエンスᰬ式ఌ♣に連⤙してくださ
い。

フォルト：ケーブル
ポート 2- ードウェࣀ
ア異ᖏ

ケーブルが正しく᣼ථされていまࢆࡎ。
ケーブルまたはポートの接続部が損傷して
います。

ケーブルを්度᣼ථしてください。
ピンが᭜がっていたり、破損したりしてい
ないかど࠹か点検してください。
ケーブルポート 1 にวり᭨࠻てみてくださ
い。
ၡ㢗がゆỬしない場合は、エドワーズライ
フサイエンスᰬ式ఌ♣に連⤙してくださ
い。

フォルト：モジュール
スࣞット 1-ソフトウェ
ア異ᖏ

モジュールスࣞット 1 に᣼ථしたモジュー
ルに、ソフトウェアエラーがⓆ⏍していま
す。

エドワーズライフサイエンスᰬ式ఌ♣に連
⤙してください。

フォルト：モジュール
スࣞット 2-ソフトウェ
ア異ᖏ

モジュールスࣞット 2 に᣼ථしたモジュー
ルに、ソフトウェアエラーがⓆ⏍していま
す。

エドワーズライフサイエンスᰬ式ఌ♣に連
⤙してください。

フォルト：ケーブル
ポート 1- ソフトウェ
ア異ᖏ

ケーブルポート 1 に᣼ථしたモジュールに、
ソフトウェアエラーがⓆ⏍しています。

エドワーズライフサイエンスᰬ式ఌ♣に連
⤙してください。

フォルト：ケーブル
ポート 2- ソフトウェ
ア異ᖏ

ケーブルポート 2 に᣼ථされたモジュール
に、ソフトウェアエラーがⓆ⏍しています。

エドワーズライフサイエンスᰬ式ఌ♣に連
⤙してください。

フォルト：モジュール
スࣞット 1- ㏳信エラー

モジュール 1 が正しく᣼ථされていまࢆࡎ。
スࣞットまたはモジュールの接続部が損傷
しています。

モジュールを්度᣼ථしてください。
ピンが᭜がっていたり、破損したりしてい
ないかど࠹か点検してください。
モジュールスࣞット 2 にวり᭨࠻てみてく
ださい。
ၡ㢗がゆỬしない場合は、エドワーズライ
フサイエンスᰬ式ఌ♣に連⤙してください。

フォルト：モジュール
スࣞット 2- ㏳信エラー

モジュール 2 が正しく᣼ථされていまࢆࡎ。
スࣞットまたはモジュールの接続部が損傷
しています。

モジュールを්度᣼ථしてください。
ピンが᭜がっていたり、破損したりしてい
ないかど࠹か点検してください。
モジュールスࣞット 1 にวり᭨࠻てみてく
ださい。
ၡ㢗がゆỬしない場合は、エドワーズライ
フサイエンスᰬ式ఌ♣に連⤙してください。

フォルト：ケーブル
ポート 1- ㏳信エラー

ケーブルが正しく᣼ථされていまࢆࡎ。
ケーブルまたはポートの接続部が損傷して
います。

ケーブルを්度᣼ථしてください。
ピンが᭜がっていたり、破損がないかど࠹
か点検してください。
ケーブルポート 2 にวり᭨࠻てみてくださ
い。
ၡ㢗がゆỬしない場合は、エドワーズライ
フサイエンスᰬ式ఌ♣に連⤙してください。

フォルト：ケーブル
ポート 2- ㏳信エラー

ケーブルが正しく᣼ථされていまࢆࡎ。
ケーブルまたはポートの接続部が損傷して
います。

ケーブルを්度᣼ථしてください。
ピンが᭜がっていたり、破損がないかど࠹
か点検してください。
ケーブルポート 1 にวり᭨࠻てみてくださ
い。
ၡ㢗がゆỬしない場合は、エドワーズライ
フサイエンスᰬ式ఌ♣に連⤙してください。

フォルト：モニター -
ソフトウェアࣁージョ
ンが異なります

ソフトウェアのアップグレードに኶ᩃした
か、検出されたソフトウェアのࣁージョン
が異なります。

エドワーズライフサイエンスᰬ式ఌ♣に連
⤙してください。
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フォルト：モジュール
スࣞット 1-ソフトウェ
アࣁージョンが異なり
ます

ソフトウェアのアップグレードに኶ᩃした
か、検出されたソフトウェアのࣁージョン
が異なります。

エドワーズライフサイエンスᰬ式ఌ♣に連
⤙してください。

フォルト：モジュール
スࣞット 2-ソフトウェ
アࣁージョンが異なり
ます

ソフトウェアのアップグレードに኶ᩃした
か、検出されたソフトウェアのࣁージョン
が異なります。

エドワーズライフサイエンスᰬ式ఌ♣に連
⤙してください。

フォルト：ケーブル
ポート 1- ソフトウェ
アࣁージョンが異なり
ます

ソフトウェアのアップグレードに኶ᩃした
か、検出されたソフトウェアのࣁージョン
が異なります。

エドワーズライフサイエンスᰬ式ఌ♣に連
⤙してください。

フォルト：ケーブル
ポート 2- ソフトウェ
アࣁージョンが異なり
ます

ソフトウェアのアップグレードに኶ᩃした
か、検出されたソフトウェアのࣁージョン
が異なります。

エドワーズライフサイエンスᰬ式ఌ♣に連
⤙してください。

フ ォ ル ト：2 つ ┘ の
Swan-Ganz モ ジ ュ ー
ルが検出されました

々数のスワンガンツモジュールが検出され
ました。

いࡍれか 1 つのスワンガンツモジュールを
取り外してください。

フォルト：Swan-Ganz
モジュールが接続され
ていまࢆࡎ

モニタリング୯にスワンガンツモジュール
が取り外されました。
スワンガンツモジュールが検出されまࡎ
。ࢆ
スࣞットまたはモジュールの接続部が損傷
しています。

モジュールが正しく᣼ථされていることを
確認してください。
モジュールを取り外し、්度᣼ථしてくだ
さい。
モジュールのピンが᭜がっていたり、破損
したりしていないかど࠹か点検してくださ
い。
ืのモジュールスࣞットにวり᭨࠻てみて
ください。
ၡ㢗がゆỬしない場合は、エドワーズライ
フサイエンスᰬ式ఌ♣に連⤙してくださ
い。

フォルト：2 本┘のオ
キシメトリーケーブル
が検出されました

々数のオキシメトリーケーブル接続が検出
されました。

いࡍれか 1 本のオキシメトリーケーブルを
取り外してください。

フォルト： 2 本┘の圧
ケーブルが検出されま
した

々数の圧ケーブル接続が検出されました。 圧ケーブルのࡔ࠹いࡍれか 1 本を取り外し
てください。

フォルト： 圧ケーブル
が接続されていまࢆࡎ

モニタリング୯に圧ケーブルの接続がวれ
ました。
圧ケーブルが検出されまࢆࡎ。
圧ケーブルコࢾクタピンに᭜がりや欠損が
あり、適วに接続されていまࢆࡎ。

圧ケーブルが接続されていることを්確認
してください。
圧ケーブルとセンサー㸤トランスデューサ
とが確実に接続されていることを確認して
ください。圧ケーブルコࢾクタをࢲェック
してピンに᭜がりや欠損がなく、適วに接
続されていることを確認してください。
圧ケーブルを一᪞取り外し、්度接続して
ください。ืのケーブルポートにวり᭨࠻
てみてください。
ၡ㢗がゆỬしない場合は、エドワーズライ
フサイエンスᰬ式ఌ♣に連⤙してください。

フォルト：オキシメト
リーケーブルが接続さ
れていまࢆࡎ

ヘモスフィアとオキシメトリーケーブルの
接続が検出されまࢆࡎ。
オキシメトリーケーブルのコࢾクタピンの
᭜がりや外れがあります。

オキシメトリーケーブル㸤࢜テーテルが適
วに接続されていることを確認してくださ
い。
オキシメトリーケーブルのコࢾクタピンが
᭜がったり、外れたりしていないかど࠹か
点検してください。

フォルト：内部システ
ムの異ᖏ

内部システムのᨶ㝸 システムの電″をථれ├してください。
ၡ㢗がゆỬしない場合は、エドワーズライ
フサイエンスᰬ式ఌ♣に連⤙してくださ
い。

表 （きࡘつ）システムのフォルト㸤警告ࠈ13-4

メッセージ ஢測される原因 ᥆ዜする対処方法
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表 （きࡘつ）システムのフォルト㸤警告ࠈ13-4

メッセージ ஢測される原因 ᥆ዜする対処方法

フォルト：ࣁッテリー
がᾐ⪎しました

ッテリーがᾐ⪎したため、電″に接続しࣁ
ない場合は 1 ฦ௧内にシステムがシャット
。ウンしますࢱ

ヘモスフィアをืの電″に接続して電″႕
኶を回㑂した上で、モニタリングを්㛜し
てください。

フォルト：システムの
Ὼ度が高すࡁます㸢├
ウンしࢱにシャットࡔ
てください

モニターの内部Ὼ度が㟸ᖏに高Ὼです。
モニターのᥦ気ཾがራがれています。

モニターを⇍″から㐪ࡄࡉてください。
モニターのᥦ気ཾがራがれておら࡮、ࡍこ
りがないことを確認してください。
ၡ㢗がゆỬしない場合は、エドワーズライ
フサイエンスᰬ式ఌ♣に連⤙してくださ
い。

フォルト： 圧出ງ – 
ードウェア異ᖏࣀ

圧ケーブルが正しく接続されていまࢆࡎ。
ケーブルまたはポートの接続部が損傷して
います。

圧出ງケーブルを්度᣼ථしてください。
ピンが᭜がっていたり、破損したりしてい
ないかど࠹か点検してください。
ၡ㢗がゆỬしない場合は、エドワーズライ
フサイエンスᰬ式ఌ♣に連⤙してください。

警告：システムのῺ度
が高すࡁます

モニターの内部Ὼ度が㟸ᖏな高Ὼに㐡して
います。
モニターのᥦ気ཾがራがれています。

モニターを⇍″から㐪ࡄࡉてください。
モニターのᥦ気ཾがራがれておら࡮、ࡍこ
りがないことを確認してください。
ၡ㢗がゆỬしない場合は、エドワーズライ
フサイエンスᰬ式ఌ♣に連⤙してくださ
い。

警 告： シ ス テ ム の
LED インジケータが
ິ作していまࢆࡎ

アラーム表示部のࣀードウェアまたは㏳信
にエラーがⓆ⏍しています。
ちつ的アラームインジケータがᨶ㝸してい
ます。

システムの電″をථれ├してください。
ၡ㢗がゆỬしない場合は、エドワーズライ
フサイエンスᰬ式ఌ♣に連⤙してくださ
い。

警告：システムのブ
ザーがິ作していまࡎ
ࢆ

スピー࢜ーのࣀードウェアまたはソフト
ウェアの㏳信にエラーがⓆ⏍しています。
メイン࣍ードのスピー࢜ーがᨶ㝸していま
す。

システムの電″をථれ├してください。
ၡ㢗がゆỬしない場合は、エドワーズライ
フサイエンスᰬ式ఌ♣に連⤙してくださ
い。

警告：ࣁッテリー఩ୖ ッテリーのṟ量がࣁ 20% ᮅるいてっなと‮
か、8 ฦ௧内にᾐ⪎します。

ヘモスフィアをืの電″に接続して電″႕
኶を回㑂した上で、モニタリングを⤽続し
てください。

警告：ࣁッテリーが接
続されていまࢆࡎ

前回᣼ථしたࣁッテリーが検出されまࡎ
。ࢆ
。ッテリーの接続にၡ㢗がありますࣁ

ッテリーコンパートメントࣁッテリーがࣁ
に正しく᣼ථされていることを確認してく
ださい。
ッテリーパックを取り外し、්度᣼ථしࣁ
てください。
。ッテリーパックをஹᥦしてくださいࣁ
ၡ㢗がゆỬしない場合は、エドワーズライ
フサイエンスᰬ式ఌ♣に連⤙してくださ
い。

警告： ࣁッテリーのಕ
Ꮼᩒങをしてください

内部ࣁッテリーにᨶ㝸がⓆ⏍しました。
ッテリーがをムテスシもてっなに電ඖ‮ࣁ
適วに⥌ᣚできまࢆࡎ。

システムの電″をථれ├してください。
≟ឺがゆᾐしない場合は、ࣁッテリーパッ
クをஹᥦしてください。

警告：ワイࣕレスモ
ジュールの異ᖏ

ワイࣕレスモジュールの内部ࣀードウェア
に異ᖏがⓆ⏍しました。

ワイࣕレス接続を↋ຝにして්度᭯ຝにし
てください。

警告：HIS の接続性が
႕኶しました

HL7 ㏳信に接続性の႕኶がⓆ⏍しました。
イーサࢾット接続にၡ㢗があります。
Wi-Fi 接続にၡ㢗があります。

イーサࢾット接続を確認してください。
Wi-Fi 接続を確認してください。
ၡ㢗がゆỬしない場合は、エドワーズライ
フサイエンスᰬ式ఌ♣に連⤙してくださ
い。

警告： 圧出ງがࣞࢭ点
ㄢᩒされていまࢆࡎ

接続された圧ケーブルと CO 㸤圧センサー
用に設定された圧の⛸㢦（ART、CVP、ま
たは PAP）が、ࣞࢭ点ㄢᩒされていない圧
出ງࢲャࢾルと一⮬しています。

圧出ງ信号を患者モニターに対してࣞࢭ点
ㄢᩒしてください。
圧出ງケーブルを取り外してください。
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表 モニターの注意ࠈ13-5

メッセージ ஢測される原因 ᥆ዜする対処方法

ッテリーのコンディࣁ
ショニングがᚪ要です

ガスゲージが実際のࣁッテリーṟ量とྜྷ期
していまࢆࡎ。

測定が୯᩷されないよ࠹、ヘモスフィアは
ᚪࡍコンセントに接続してください。
ッテリーをㄢᩒしてください（測定୯でࣁ
ないことを確認してください）。
モニターをコンセントに接続して、ࣁッテ
リーをフルඖ電します。
ッテリーをフルඖ電したら、2ࣁ 時間௧上
その≟ឺに置きます。
モニターをコンセントから取り外し、引き
続きࣁッテリー電″でシステムを✄഼さࡎ
ます。
ッテリーがᏰ全にᾐ⪎すると、ヘモスࣁ
フィアは⮤ິ的に電″がวれます。
ッテリーがᏰ全にᾐ⪎したら、5ࣁ 時間௧
上その≟ឺに置きます。
モニターをコンセントに接続して、ࣁッテ
リーをフルඖ電します。
ッテリーをコンディショニングしてくࣁࠔ
ださいࠕとい࠹メッセージが表示され続ࡄ
る場合は、ࣁッテリーパックをஹᥦしてく
ださい。

ッテリーのಕᏬᩒങࣁ
をしてください

ッテリーのᨶ㝸ࣁ 。ッテリーパックをஹᥦしてくださいࣁ
ၡ㢗がゆỬしない場合は、エドワーズライ
フサイエンスᰬ式ఌ♣に連⤙してくださ
い。

アラーム音量がᾐ音に
設定されている可能性
があります

アラーム音量がࠔ୯㹳高ࠕまたはࠔ高ࠕに
設定されていまࢆࡎ。

アラーム音量をࠔ୯㹳高ࠕまたはࠔ高ࠕに
設定して、アラーム音が適วに⪲き取れる
よ࠹にしてください。

�������ᩐᏊ࣭࣭࢙࢞ࣚࡡࢺࢴࣂ

表 数Ꮚキーパッドのエラーࠈ13-6

メッセージ ஢測される原因 ᥆ዜする対処方法

値が⠂ᅑ外です
（xx-yy）

ථງした値はโ㝀⠂ᅑの上㝀またはୖ㝀を
㉰࠻ています。

ユーザーが⠂ᅑ外の数値をථງすると表示
されます。XX や YY の௥ࢂりに、㏳▩の
一⎌として⠂ᅑが表示されます。

続く値௧ୖの値をᣞ定
してください xx

ථງした数値はโ㝀⠂ᅑ内ですが、高ス
ケール設定などのよ࠹な高値設定の上㝀を
㉰࠻ています。xx は関連数値です。

それより఩い数値をථງしてください。

続く値௧上の値をᣞ定
してください xx

ථງした数値はโ㝀⠂ᅑ内ですが、఩ス
ケール設定などのよ࠹な఩値設定のୖ㝀を
㉰࠻ています。xx は関連数値です。

それより高い数値をථງしてください。

ㄏったパスワードがථ
ງされました

ථງしたパスワードは正しくありまࢆࡎ。 正しいパスワードをථງしてください。

᭯ຝな時刻をථງして
ください。

ථງした時刻は↋ຝです（ౚ：25:70）。 正しい時刻を 12 時間または 24 時間表記で
ථງしてください。

᭯ຝな日付をථງして
ください。

ථງした日付は↋ຝです（ౚ：33.13.009）。 正しい日付をථງしてください。
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表 スワンガンツモジュールのࠈ13-7 CO フォルト㸤警告

メッセージ ஢測される原因 ᥆ዜする対処方法

フォルト：CO- 血ᾦῺ
度が⠂ᅑ外（㸱 31Υ
または㸳 41Υ）

血ᾦῺ度の測定値が 31Υᮅか‮ 41Υを㉰
。ています࠻

⫭ິ⬞内の࢜テーテル位置が正しいことを
確認してください。
ルーンの⭶張ᐖ量がࣁ ・ 1.25 㹳 1.50 mL で
あることを確認してください。

・ 患者の㌗㛏、మ㔔、᣼ථ部位に適した࢜
テーテルの使用を確認してください。

・ 正しい⏻置を確認するために⬒部 X ⥲の
使用を検ゞしてください。

血ᾦῺ度が⠂ᅑ内になったら CO のモニタ
リングを්㛜します。

フォルト：CO- 心拍出
量が 1.0L/min ᮅで‮
す

測定された心拍出量が 1.0L/min ᮅ。すで‮ ⑋㝌のプࣞトコルにᚉって CO 値を上ࡅて
ください。
CO のモニタリングを්㛜してください。

フォルト：CO- ࢜テー
テルメモリ：࣍ーラス
モードを使用してくだ
さい

࢜テーテルのサー࣏ルフィラメントの接続
不Ⰳがあります。
࢜テーテル接続ケーブルの機能異ᖏがあり
ます。
࢜テーテル CO エラーがあります。
࢜テーテル接続ケーブルがケーブルテスト
ポートに接続されています。

サー࣏ルフィラメントの接続を確認してく
ださい。
࢜テーテル㸤࢜テーテル接続ケーブルの
サー࣏ルフィラメントの接続部のピンが᭜
がっていたり↋くなっていないことを確認
してください。
CCO ケーブルテストを⾔ってください。
࢜テーテル接続ケーブルをஹᥦしてくださ
い。
࣍ーラス CO モードを使用してください。
CO ࢜テーテルをஹᥦしてください。

フォルト：CO- ࢜テー
テル検チ：࣍ーラス
モードを使用してくだ
さい

࢜テーテル接続ケーブルの機能異ᖏがあり
ます。
࢜テーテル CO エラーがあります。
接続されている࢜テーテルが Edwards CCO
࢜テーテルではありまࢆࡎ。

CCO ケーブルテストを⾔ってください。
࢜テーテル接続ケーブルをஹᥦしてくださ
い。
࣍ーラス CO モードを使用してください。
࢜テーテルが Edwards CCO ࢜テーテルで
あることを確認してください。

フォルト：CO- ࢜テー
テルとケーブルの接続
を確認してください

࢜テーテルのサー࣏ルフィラメントとサー
࣐スタの接続が検出されまࢆࡎ。
࢜テーテル接続ケーブルの機能異ᖏがあり
ます。

࢜テーテル接続ケーブルと࢜テーテルの接
続を確認してください。
サー࣐スタとサー࣏ルフィラメントの接続
を外し、᭜がったり↋くなっているピンが
ないことを確認してください。
CCO ケーブルテストを⾔ってください。
࢜テーテル接続ケーブルをஹᥦしてくださ
い。

フォルト：CO- サー࣏
ルフィラメントの接続
を確認してください

࢜テーテルサー࣏ルフィラメントの接続が
検出されまࢆࡎ。
࢜テーテル接続ケーブルの機能異ᖏがあり
ます。
接続されている࢜テーテルが Edwards CCO
࢜テーテルではありまࢆࡎ。

࢜テーテルサー࣏ルフィラメントが࢜テー
テル接続ケーブルに接続されていることを
確認してください。
サー࣏ルフィラメントの接続を外し、᭜
がったり↋くなったりしているピンがない
ことを確認してください。
CCO ケーブルテストを⾔ってください。
࢜テーテル接続ケーブルをஹᥦしてくださ
い。
࢜テーテルが Edwards CCO ࢜テーテルで
あることを確認してください。
࣍ーラス CO モードを使用してください。
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表 スワンガンツモジュールのࠈ13-7 CO フォルト㸤警告（つࡘき）

メッセージ ஢測される原因 ᥆ዜする対処方法

フォルト：CO- サー࣏
ルフィラメントの位置
を確認してください

サー࣏ルフィラメントの࿔ᅑの血Ὦ量が఩
ୖしている可能性があります。
サー࣏ルフィラメントが血⟮ባに接よして
いる可能性があります。
࢜テーテルが患者に᣼ථされていまࢆࡎ。

࢜テーテルルーメンをフラッシュしてくだ
さい。
⫭ິ⬞内の࢜テーテルの位置が正しいこと
を確認してください。
ルーンの⭶張ᐖ量がࣁ ・ 1.25 㹳 1.50 mL で
あることを確認してください。

・ 患者の㌗㛏、మ㔔、᣼ථ部位に適した࢜
テーテルの使用を確認してください。

・ 正しい⏻置を確認するために⬒部 X ⥲の
使用を検ゞしてください。

CO のモニタリングを්㛜してください。

フォルト：CO- サー࣐
スタの接続を確認して
ください

࢜テーテルのサー࣐スタの接続が検出され
まࢆࡎ。
血ᾦῺ度の測定値が 15Υᮅはたま、‮
45Υを㉰㐛しています。
࢜テーテル接続ケーブルの機能異ᖏがあり
ます。

࢜テーテルのサー࣐スタが࢜テーテル接続
ケーブルに接続されていることを確認して
ください。
血ᾦῺ度が 15 㹳 45Υの⠂ᅑ内にあること
を確認してください。
サー࣐スタの接続を外し、᭜がったり↋く
なっているピンがないことを確認してくだ
さい。
CCO ケーブルテストを⾔ってください。
࢜テーテル接続ケーブルをஹᥦしてくださ
い。

フォルト：CO- シグナ
ルプࣞセッサー：࣍ー
ラスモードを使用して
ください

データ処⌦エラー CO のモニタリングを්㛜してください。
モニターの電″を一᪞วり、්㉫ິしてシ
ステムをᚗඔしてください。
࣍ーラス CO モードを使用してください。

フォルト：CO- サー࣏
ルシグナルが検出され
まࢆࡎ

モニターが検出しているῺ度シグナルがᘽ
すࡁて処⌦できまࢆࡎ。
シーケンシャルコンプレッションデࣁイス
のᖱῦがあります。

⫭ິ⬞内の࢜テーテル位置が正しいことを
確認してください。
ルーンの⭶張ᐖ量がࣁ ・ 1.25 㹳 1.50 mL で
あることを確認してください。

・ 患者の㌗㛏、మ㔔、᣼ථ部位に適した࢜
テーテルの使用を確認してください。

・ 正しい⏻置を確認するために⬒部 X ⥲の
使用を検ゞしてください。

⑋㝌のプࣞトコルにᚉってシーケンシャル
コンプレッションデࣁイスの電″を一時的
にวってください。
CO のモニタリングを්㛜してください。

フォルト：スワンガン
ツモジュール

電気メスによるᖱῦ
内部システムのᨶ㝸

電気メスを使用する場合は࢜テーテル接続
ケーブルをᢜいてください。
モジュールを取り外し、්度᣼ථして්設
定してください。
ၡ㢗がゆỬしない場合は、エドワーズライ
フサイエンスᰬ式ఌ♣に連⤙してくださ
い。

警告：CO- 信号適応໩
- 心拍出量の測定を⤽
続୯

⫭ິ⬞血の᛬⃥なῺ度ን໩を検▩しまし
た。
シーケンシャルコンプレッションデࣁイス
のᖱῦがあります。
࢜テーテルのサー࣏ルフィラメントが適ว
な位置にありまࢆࡎ。

CO が測定され表示されるまでしࡣらくお
ᙽࡔください。
⫭ິ⬞内の࢜テーテルの位置が正しいこと
を確認してください。
ルーンの⭶張ᐖ量がࣁ ・ 1.25 㹳 1.50 mL で
あることを確認してください。

・ 患者の㌗㛏、మ㔔、᣼ථ部位に適した࢜
テーテルの使用を確認してください。

・ 正しい⏻置を確認するために⬒部 X ⥲の
使用を検ゞしてください。

患者の不ᛄវをᑛなくすることで、Ὼ度ን
໩をᑚさくすることができる可能性があり
ます。
⑋㝌のプࣞトコルにᚉって、シーケンシャ
ルコンプレッションデࣁイスの電″を一時
的にวってください。

013_৬13࡛_HS-2版_03.indd   145 2018/11/19   13:30



トラブルシューティング

147 148147 148

表 スワンガンツモジュールのࠈ13-7 CO フォルト㸤警告（つࡘき）

メッセージ ஢測される原因 ᥆ዜする対処方法

警告：CO- 不安定な血
ᾦῺ度 - 心拍出量の測
定を⤽続୯

⫭ິ⬞血の᛬⃥なῺ度ን໩を検▩しまし
た。
シーケンシャルコンプレッションデࣁイス
のᖱῦがあります。

CO 測定値が᭞᩺されるのをおᙽࡔくださ
い。
患者の不ᛄវをᑛなくすることで、Ὼ度ን
໩をᑚさくすることができる可能性があり
ます。
⑋㝌のプࣞトコルにᚉってシーケンシャル
コンプレッションデࣁイスの電″を一時的
にวってください。

㸟 これらのフォルトⓆ⏍時に㹐アラームサイレント㹒アイコンをタッࢲするとᾐ音になります。フォルトをゆᾐ
するためには、モニタリングを්㛜してください。

�������('9 ࡛ 69 㸤㆑࿈ࢹフ࢚ࣜࡡ

表 スワンガンツモジュールࠈ13-8 EDV と SV のフォルト㸤警告

メッセージ ஢測される原因 ᥆ዜする対処方法

警告：EDV- 心拍数が
検出されまࢆࡎ

一定時間内のᖲᆍ心拍数が⠂ᅑ外
（HR30bpm ᮅはたま、‮ 200 bpm を㉰㐛）
です。
心拍数が検出されまࢆࡎ。
ECG インターフェースケーブルの接続が
検出されまࢆࡎ。

ᖲᆍ心拍数が⠂ᅑ内になるのをおᙽࡔくだ
さい。
HR トリガーを᭩ኬにするため、適วなㄇ
ᑙを選択してください。
ヘモスフィアとベッドサイドモニター間の
ケーブルが接続されていることを確認して
ください。
ECG インターフェースケーブルをஹᥦし
てください。

警告：EDV- 心拍数が
上㝀を㉰࠻ています

一定時間内のᖲᆍ心拍数が⠂ᅑ外
（HR30bpm ᮅはたま、‮ 200bpm を㉰㐛）
です。

ᖲᆍ心拍数が⠂ᅑ内になるのをおᙽࡔくだ
さい。
HR トリガーを᭩ኬにするため、適วなㄇ
ᑙを選択してください。
ヘモスフィアとベッドサイドモニター間の
ケーブルが接続されていることを確認して
ください。
ECG インターフェースケーブルをஹᥦし
てください。

警告：EDV- 信号適応
໩ - 心拍出量の測定を
⤽続୯

患者の࿣ྺパターンがን໩した可能性があ
ります。
シーケンシャルコンプレッションデࣁイス
のᖱῦがあります。
࢜テーテルのサー࣏ルフィラメントが適ว
な位置にありまࢆࡎ。

EDV が測定され、表示されるまでしࡣらく
おᙽࡔください。
⑋㝌のプࣞトコルにᚉって、シーケンシャ
ルコンプレッションデࣁイスの電″を一時
的にวってください。
⫭ິ⬞内の࢜テーテル位置が正しいことを
確認してください。
ルーンの⭶張ᐖ量がࣁ ・ 1.25 㹳 1.50mL で
あることを確認してください。

・ 患者の㌗㛏、మ㔔、᣼ථ部位に適した࢜
テーテルの使用を確認してください。

・ 正しい⏻置を確認するために⬒部 X ⥲の
使用を検ゞしてください。

警告：SV（一回拍出量）
- 心拍数が検出されま
ࢆࡎ

一定時間内のᖲᆍ心拍数が⠂ᅑ外
（HR30bpm ᮅはたま、‮ 200 bpm を㉰㐛）
です。
心拍数が検出されまࢆࡎ。
ECG インターフェースケーブルの接続が
検出されまࢆࡎ。

ᖲᆍ心拍数が⠂ᅑ内になるのをおᙽࡔくだ
さい。
HR トリガーを᭩ኬにするため、適วなㄇ
ᑙを選択してください。
ヘモスフィアとベッドサイドモニター間の
ケーブルが接続されていることを確認して
ください。
ECG インターフェースケーブルをஹᥦし
てください。
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表 スワンガンツモジュールのࠈ13-9 iCO フォルト㸤警告

メッセージ ஢測される原因 ᥆ዜする対処方法

フォルト：iCO- 注ථ
ᾦプࣞーブの接続を確
認してください

注ථᾦῺ度プࣞーブが検出されまࢆࡎ。
注ථᾦῺ度プࣞーブの機能異ᖏがありま
す。
࢜テーテル接続ケーブルの機能異ᖏがあり
ます。

࢜テーテル接続ケーブルと注ථᾦῺ度プ
ࣞーブ間の接続を確認してください。
注ථᾦῺ度プࣞーブをஹᥦしてください。
࢜テーテル接続ケーブルをஹᥦしてくださ
い。

フォルト：iCO- サー
࣐スタの接続を確認し
てください

࢜テーテルのサー࣐スタの接続が検出され
まࢆࡎ。
血ᾦῺ度の測定値が 15Υᮅはたま、‮
45Υを㉰㐛しています。
࢜テーテル接続ケーブルの機能異ᖏがあり
ます。

࢜テーテルのサー࣐スタが࢜テーテル接続
ケーブルに接続されていることを確認して
ください。
血ᾦῺ度が 15 㹳 45Υの⠂ᅑ内にあること
を確認してください。
サー࣐スタの接続を外し、᭜がったり↋く
なっているピンがないことを確認してくだ
さい。
࢜テーテル接続ケーブルをஹᥦしてくださ
い。

フォルト：iCO- 注ථ
ᾦᐖ量が不適ว

インラインプࣞーブ使用時の注ථᾦ量は
5mL あるいは 10mL にしてください。

注ථᾦ量を 5mL あるいは 10mL にን᭞し
てください。
注ථᾦ量が 3mL の場合はࣁスプࣞーブを
使用してください。

フォルト：iCO- 注ථ
ᾦῺ度が⠂ᅑ外です -
プࣞーブを確認してく
ださい

注ථᾦのῺ度が 0Υᮅはくしも‮ 30Υを㉰
㐛しているか、あるいは血ᾦῺ度より高く
なっています。
注ථᾦῺ度プࣞーブの機能異ᖏがありま
す。
࢜テーテル接続ケーブルの機能異ᖏがあり
ます。

注ථᾦのῺ度を確認してください。
注ථᾦプࣞーブ接続部のピンが᭜がってい
たり↋くなったりしていないことを確認し
てください。
注ථᾦῺ度プࣞーブをஹᥦしてください。
࢜テーテル接続ケーブルをஹᥦしてくださ
い。

フォルト：iCO- 血ᾦ
Ὼ度が⠂ᅑ外です

血ᾦῺ度の測定値が 31Υᮅはたま、‮
41Υを㉰㐛しています。

⫭ິ⬞内の࢜テーテル位置が正しいことを
確認してください。
ルーンの⭶張ᐖ量がࣁ ・ 1.25 㹳 1.50mL で
あることを確認してください。

・ 患者の㌗㛏、మ㔔、᣼ථ部位に適した࢜
テーテルの使用を確認してください。

・ 正しい⏻置を確認するために⬒部 X ⥲の
使用を検ゞしてください。

血ᾦῺ度が⠂ᅑ内になったら࣍ーラス注ථ
を්㛜します。

警告：iCO- ベースラ
インが不安定です

⫭ິ⬞血のኬきなῺ度ን໩を検▩ 血ᾦῺ度のベースラインが安定するまでお
ᙽࡔください。
手ິモードを使用してください。

警告：iCO- ⇍ᕵ㔐᭜
⥲が検出されまࢆࡎ

4 ฦ௧上（⮤ິモード）あるいは 30 ⛂௧上
（手ິモード）⤊㐛しても注ථᾦが検出さ
れまࢆࡎ。

࣍ーラス CO モニタリングを්㛜し、注ථ
を㛜ጙしてください。

警告：iCO- ⇍ᕵ㔐᭜
⥲がᘇ㛏されています

⇍ᕵ㔐᭜⥲のベースラインへのᚗᖉが㐔
い。
注ථᾦポートがイントࣞデューサーシース
内にある可能性があります。
心内シャントがᏋ在する可能性がありま
す。

注ථ手ᢇが正しいことを確認してくださ
い。
⫭ິ⬞内の࢜テーテル位置が正しいことを
確認してください。
ルーンの⭶張ᐖ量がࣁ ・ 1.25 㹳 1.50mL で
あることを確認してください。

・ 患者の㌗㛏、మ㔔、᣼ථ部位に適した࢜
テーテルの使用を確認してください。

・ 正しい⏻置を確認するために⬒部 X ⥲の
使用を検ゞしてください。

注ථポートがイントࣞデューサーシースの
外に出ていることを確認してください。
注ථᾦとして 10mL の෫Ềを使用し、Ὼ度
シグナルをኬきくしてください。
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表 スワンガンツモジュールのࠈ13-9 iCO フォルト㸤警告（つࡘき）

メッセージ ஢測される原因 ᥆ዜする対処方法

警告：iCO- ⇍ᕵ㔐᭜
⥲が不ぜ์になってい
ます

⇍ᕵ㔐᭜⥲に々数のピークがあります。 注ථ手ᢇが正しいことを確認してくださ
い。
⫭ິ⬞内の࢜テーテル位置が正しいことを
確認してください。
ルーンの⭶張ᐖ量がࣁ ・ 1.25 㹳 1.50mL で
あることを確認してください。

・ 患者の㌗㛏、మ㔔、᣼ථ部位に適した࢜
テーテルの使用を確認してください。

・ 正しい⏻置を確認するために⬒部 X ⥲の
使用を検ゞしてください。

注ථᾦとして 10mL の෫Ềを使用し、Ὼ度
シグナルをኬきくしてください。

警告：iCO- 注ථᾦの
Ὼ度が高すࡁます

注ථᾦのῺ度と血ᾦῺ度のᕣが 8Υ௧内で
す。
注ථᾦῺ度（ࣁス）プࣞーブの機能異ᖏが
あります。
࢜テーテル接続ケーブルの機能異ᖏがあり
ます。

఩Ὼの注ථᾦを使用してください。
注ථᾦῺ度（ࣁス）プࣞーブをஹᥦしてく
ださい。
࢜テーテル接続ケーブルをஹᥦしてくださ
い。

�������695 フ࢚ࣜࢹ㸤㆑࿈

表 スワンガンツモジュールのࠈ13-10 SVR フォルト㸤警告

メッセージ ஢測される原因 ᥆ዜする対処方法

警告：SVR：血圧の信
号が検出されまࢆࡎ

ヘモスフィアのアナࣞグථງポートが
MAP および CVP ථງ用に設定されていま
。ࢆࡎ
アナࣞグථງインターフェースケーブルの
接続が検出されまࢆࡎ。
ථງ信号が正しくありまࢆࡎ。
外部モニターのᨶ㝸があります。

外部モニターの正しい出ງ電圧の⠂ᅑとヘ
モスフィアの電圧の高㸤఩を確認してくだ
さい。
ヘモスフィアとベッドサイドモニター間の
ケーブルが接続されていることを確認して
ください。
BSA 計算のための㌗㛏とమ㔔のථງ値およ
び単位が正しいことを確認してください。
外部モニターのアナࣞグ出ງ信号を点検し
てください。
外部デࣁイスモジュールが使用されている
場合はஹᥦしてください。

警告：SVR-SVR モニ
タリング用のアナࣞグ
ථງを設定してくださ
い

ヘモスフィアのアナࣞグථງポートが
MAP および CVP 信号ථງ用に設定されて
いまࢆࡎ。

アナࣞグථງ設定画面で、アナࣞグථງ
ポート 1 および 2 を、外部モニター MAP
および CVP 信号出ງ用に設定してくださ
い。

�������ୌ⯙Ⓩࢷ࣭ࣖࢨࣜࣇࣚࢹ࡝ィࣤࢡ

表 スワンガンツモジュールの一⯙的なトラブルシューティングࠈ13-11

メッセージ ஢測される原因 ᥆ዜする対処方法

CO モニタリング用の
HemoSphere  Swan-
Ganz モジュールを接
続してください

スワンガンツモジュールの接続が検▩され
まࢆࡎでした。

スワンガンツモジュールをモニターのス
ࣞット 1 またはスࣞット 2 に᣼ථしてくだ
さい。
モジュールを取り外し、්度᣼ථしてくだ
さい。

CO モニタリング用の
CCO ケーブルを接続
してください

スワンガンツモジュールと࢜テーテル接続
ケーブルの間の接続が検出されまࢆࡎでし
た。

࢜テーテル接続ケーブルと᣼ථされたスワ
ンガンツモジュールとの間の接続を確認し
てください。
࢜テーテル接続ケーブルを取り外し、᭜
がったり↋くなっているピンがないことを
確認してください。
࢜テーテル接続ケーブルをஹᥦしてくださ
い。
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表 （きࡘつ）スワンガンツモジュールの一⯙的なトラブルシューティングࠈ13-11

メッセージ ஢測される原因 ᥆ዜする対処方法

CO モニタリング用の
サー࣐スタを接続して
ください

࢜テーテル接続ケーブルと࢜テーテルの
サー࣐スタの間の接続が検出されまࢆࡎで
した。
࢜テーテル接続ケーブルの機能異ᖏがあり
ます。

࢜テーテルのサー࣐スタが࢜テーテル接続
ケーブルに接続されていることを確認して
ください。
サー࣐スタの接続を外し、᭜がったり↋く
なっているピンがないことを確認してくだ
さい。
CCO ケーブルテストを実᪃してください。
࢜テーテル接続ケーブルをஹᥦしてくださ
い。

CO モニタリング用の
サー࣏ルフィラメント
を接続してください

࢜テーテル接続ケーブルと࢜テーテルの
サー࣏ルフィラメントの間の接続が検出さ
れまࢆࡎでした。
࢜テーテル接続ケーブルの機能異ᖏがあり
ます。
接続されている࢜テーテルが Edwards CCO
࢜テーテルではありまࢆࡎ。

࢜テーテルのサー࣏ルフィラメントが࢜
テーテル接続ケーブルに接続されているこ
とを確認してください。
サー࣏ルフィラメントの接続を外し、᭜
がったり↋くなっているピンがないことを
確認してください。
CCO ケーブルテストを⾔ってください。
࢜テーテル接続ケーブルをஹᥦしてくださ
い。
࢜テーテルが Edwards CCO ࢜テーテルで
あることを確認してください。

iCO モニタリング用の
注ථᾦプࣞーブを接続
してください

࢜テーテル接続ケーブルと注ථᾦῺ度（ࣁ
ス）プࣞーブの間の接続が検出されまࢆࡎ
でした。
注ථᾦῺ度（ࣁス）プࣞーブの機能異ᖏが
あります。
࢜テーテル接続ケーブルの機能異ᖏがあり
ます。

࢜テーテル接続ケーブルと注ථᾦῺ度（ࣁ
ス）プࣞーブ間の接続を確認してください。
注ථᾦῺ度（ࣁス）プࣞーブをஹᥦしてく
ださい。
࢜テーテル接続ケーブルをஹᥦしてくださ
い。

SVR モニタリング用
のアナࣞグථງを接続
してください

アナࣞグථງインターフェースケーブル接
続が検出されまࢆࡎ。

モニタリングプラットフォームとベッドサ
イドモニター間のケーブルが接続されてい
ることを確認してください。
外部モニターのアナࣞグ出ງ信号を点検し
てください。

SVR モニタリング用
のアナࣞグථງを設定
してください

ヘモスフィアのアナࣞグථງポートが
MAP および CVP 信号ථງ用に設定されて
いまࢆࡎ。

アナࣞグථງ設定画面で、アナࣞグථງ
ポート 1 および 2 を、外部モニター MAP
および CVP 信号出ງ用に設定してくださ
い。

EDV または SV モニタ
リング用の ECG ථງ
を接続してください

ECG インターフェースケーブルの接続が
検出されまࢆࡎ。

ヘモスフィアとベッドサイドモニター間の
ケーブルが接続されていることを確認して
ください。
ECG インターフェースケーブルをஹᥦし
てください。

CIがCOより高くなっ
ています

患者の BSA が正しくありまࢆࡎ。
BSA が 1 ᮅ。すで‮

測定単位と患者の㌗㛏・మ㔔の値を確認し
てください。

CO 値と iCO 値にᕣが
あります

࣍ーラス情報の設定が正しくありまࢆࡎ。
サー࣐スタまたは注ථᾦῺ度（ࣁス）プࣞー
ブの不Ⰳがあります。
不安定なベースラインが࣍ーラス CO の測
定にᙫ㡢しています。

࢜テーテルサイズと注ථ量にあったコン
ピューテーション定数が設定されているこ
とを確認してください。
注ථᾦとして 10mL の෫Ềを使用し、Ὼ度
シグナルをኬきくしてください。
注ථ手ᢇが正しいことを確認してくださ
い。
注ථᾦῺ度（ࣁス）プࣞーブをஹᥦしてく
ださい。

SVR の 値 が SVRI よ
り高くなっています

患者の BSA が正しくありまࢆࡎ。
BSA が 1 ᮅ。すで‮

測定単位と患者の㌗㛏・మ㔔の値を確認し
てください。
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表 （きࡘつ）スワンガンツモジュールの一⯙的なトラブルシューティングࠈ13-11

メッセージ ஢測される原因 ᥆ዜする対処方法

ヘモスフィアのᖲᆍ心
拍数と外部モニターの
心拍数にᕣがあります

外部モニターが ECG シグナル用に正しく
設定されていまࢆࡎ。
外部モニターのᨶ㝸
ECG インターフェースケーブルの機能異
ᖏ
患者の心拍数の上᪴
ヘモスフィアが心拍数データからᖲᆍ心拍
数を算出するには 3 ฦ⛤度かかります。

CCO の測定を୯Ḿし、ヘモスフィアと外
部モニターの心拍数がྜྷじであることを確
認してください。
HR トリガーをኬきくし心ᡛスパイクἴ形
をᑚさくするため適วなㄇᑙを選択してく
ださい。
外部モニターからの出ງ信号を確認してく
ださい。
患者の心拍数が安定するまでᙽ機してくだ
さい。
ECG インターフェースケーブルをஹᥦし
てください。

ヘモスフィアの MAP
と CVP が、外部モニ
ターの値とᕣがありま
す

ヘモスフィアリングプラットフォームの設
定が正しくありまࢆࡎ。
ථງ信号が正しくありまࢆࡎ。
外部モニターのᨶ㝸

外部モニターの正しい出ງ電圧の⠂ᅑとヘ
モスフィアの電圧の高㸤఩を確認してくだ
さい。
アナࣞグථງポートの電圧の測定単位
（mmHg または Kpa）が正しいことを確認
してください。
BSA 計算のための㌗㛏とమ㔔のථງ値およ
び単位が正しいことを確認してください。
外部モニターのアナࣞグ出ງ信号を点検し
てください。
アナࣞグථງケーブルをஹᥦしてくださ
い。

�����ᅸࢩ࣭ࢬࢴ࣒࣭࢙ࣚࡡࣜࣇ࣭ࢢ

�������ୌ⯙Ⓩ࡝ᅸࡡࣜࣇ࣭ࢢフ࢚ࣜࢹ㸤㆑࿈

表 ヘモスフィア 圧ケーブルの一⯙的なフォルト㸤警告ࠈ13-12

メッセージ ஢測される原因 ᥆ዜされる対処方法

フォルト：圧ケーブル 内部システムのᨶ㝸 圧ケーブルを一᪞取り外し、්度接続してく
ださい。ケーブルを⇍″や⤧⦍面から㞫して
්㒼置してください。ケーブル本మのῺ度が
上がったら、Ὼ度がୖがるまで使用しないで
ください。プラットフォームをᚗඔするには、
モニターの電″を一᪞วって්㉫ິしてくだ
さい。ၡ㢗がゆỬしない場合は、エドワーズラ
イフサイエンスᰬ式ఌ♣に連⤙してください。

フォルト：圧センサー ケーブルまたはセンサーのᨶ㝸
センサーが破損しているか不Ⰳで
す。

センサーを取り外し、接点をࢲェックして᭜
がりや欠損がないことを確認してください。
圧センサーをஹᥦしてください。圧ケーブル
をஹᥦしてください。ၡ㢗がゆỬしない場合
は、エドワーズライフサイエンスᰬ式ఌ♣に
連⤙してください。

フォルト：圧センサーが
接続されていまࢆࡎ

モニタリング୯に圧センサーの接続
がวれました。
ケーブルの接続が検出されまࢆࡎ。
Edwards 圧ケーブルまたは圧セン
サーのᨶ㝸
内部システムのᨶ㝸

࢜テーテルの接続を確認してください。
圧ケーブルと圧センサーを確認し、コࢾクタ
ピンをࢲェックして欠損していないことを確
認してください。
圧ケーブルをஹᥦしてください。
Edwards CO センサー㸤圧センサーをஹᥦして
ください。
ၡ㢗がゆỬしない場合は、エドワーズライフ
サイエンスᰬ式ఌ♣に連⤙してください。
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表 ヘモスフィア 圧ケーブルの CO フォルト㸤警告ࠈ13-13

メッセージ ஢測される原因 ᥆ዜされる対処方法

フォルト：COѸິ⬞圧ἴ
形を確認してください

CO を正確に測定するにはິ⬞の圧
ἴ形が不༎ฦです。
㛏時間にࢂたり圧ἴ形が不༎ฦで
す。
圧モニタリングラインにၡ㢗があり
ます。
཭⦨期血圧が高すࡁる、または拡張
期血圧が఩すࡁます。

Edwards 連続 CO システムを患者ഁからຊ圧
。ッグまで確認してくださいࣁ
ິ⬞ἴ形をࢲェックして、㔔度の఩血圧また
は高血圧、モーションアーࢲフ࢒クトがない
ことを確認してください。
ິ⬞࢜テーテルのࡠじれや血ᰞの付╌がない
ことを確認してください。
すべてのິ⬞圧ラインが㛜Ꮛし、Ὡᰞが正し
く接続されていることを確認してください。
Edwards CO センサーが患者の୯⬾❈⥲と➠ᄿ
⫐間のஹ点と一⮬していることを確認してく
ださい。
トランスデューサをࣞࢭࠔ点ㄢᩒࠕして圧ケー
ブルの接続を්確認するには、ヘモスフィア
に接続された Edwards CO センサーをࣞࢭࠔ点
ㄢᩒࠕしてください。
ຊ圧ࣁッグがຊ圧され、フラッシュ⁈ᾦࣁッ
グに 1/4 ௧上⁈ᾦがථっていることを確認して
ください。
Edwards 連続 CO 測定システムの࿔ἴ数≁性を
確認するために、スクエア・ウェーブテスト
を⾔ってください。

フォルト：COѸິ⬞圧ἴ
形にၡ㢗があります

圧ケーブルまたは圧センサーのᨶ㝸
内部システムのᨶ㝸
患者の⬞圧が఩ୖしています。 圧モ
ニタリングラインにၡ㢗がありま
す。
CO センサーが患者の୯⬾❈⥲と➠
ᄿ⫐間のஹ点と一⮬していまࢆࡎ。

Edwards CO システムを患者ഁからຊ圧ࣁッグ
まで確認してください。
ິ⬞ἴ形をࢲェックして、㔔度の఩血圧また
は高血圧、モーションアーࢲフ࢒クトがない
ことを確認してください。
ິ⬞࢜テーテルのࡠじれや血ᰞの付╌がない
ことを確認してください。
すべてのິ⬞圧ラインが㛜Ꮛし、Ὡᰞが正し
く接続されていることを確認してください。
Edwards CO センサーが患者の୯⬾❈⥲と➠ᄿ
⫐間のஹ点と一⮬していることを確認してく
ださい。

表 （きࡘつ）ヘモスフィア 圧ケーブルの一⯙的なフォルト㸤警告ࠈ13-12

メッセージ ஢測される原因 ᥆ዜされる対処方法

フォルト：圧ケーブル –
センサーが不適合です

Edwards 製௧外のセンサーが検出さ
れました。
ケーブルまたはセンサーのᨶ㝸

Edwards 圧センサーが使用されていることを確
認してください。
センサーを取り外し、接点をࢲェックして᭜
がりや欠損がないことを確認してください。
圧センサーをஹᥦしてください。
圧ケーブルをஹᥦしてください。
ၡ㢗がゆỬしない場合は、エドワーズライフ
サイエンスᰬ式ఌ♣に連⤙してください。

フォルト：圧ケーブル –
信号処⌦の㝸害

圧ケーブルのᨶ㝸
データ処⌦エラー

圧ケーブルを一᪞取り外し、්度接続してく
ださい。
システムをᚗඔするには、モニターの電″を
一᪞วり、්㉫ິしてください。
ၡ㢗がゆỬしない場合は、エドワーズライフ
サイエンスᰬ式ఌ♣に連⤙してください。

警告：圧ケーブルのࢭࠔ
ࣞ点ㄢᩒ࣍ࠕタンをᨲし
てください

圧ケーブルのࣞࢭࠔ点ㄢᩒ࣍ࠕタン
が 10 ⛂௧上ᢪされています。
圧ケーブルのᨶ㝸

圧ケーブルのࣞࢭࠔ点ㄢᩒ࣍ࠕタンをᨲして
ください。
࣍タンをࢲェックして適วにゆ㝎されている
ことを確認してください。
圧ケーブルをஹᥦしてください。
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表 ヘモスフィア 圧ケーブルのࠈ13-13 CO フォルト㸤警告（つࡘき）

メッセージ ஢測される原因 ᥆ዜされる対処方法

トランスデューサをࣞࢭࠔ点ㄢᩒࠕして圧ケー
ブルの接続を්確認するには、ヘモスフィア
に接続された Edwards CO センサーをࣞࢭࠔ点
ㄢᩒࠕしてください。
ຊ圧ࣁッグがຊ圧され、フラッシュ⁈ᾦࣁッ
グに 1/4 ௧上⁈ᾦがථっていることを確認して
ください。
Edwards CO システムの࿔ἴ数≁性を確認する
ために、スクエア・ウェーブテストを⾔って
ください。
Edwards 圧ケーブルとセンサーを確認し、コࢾ
クタピンをࢲェックして欠損していないこと
を確認してください。
圧ケーブルをஹᥦしてください。
Edwards CO センサーをஹᥦしてください。
ၡ㢗がゆỬしない場合は、エドワーズライフ
サイエンスᰬ式ఌ♣に連⤙してください。

フォルト：COѸ信号処⌦
の㝸害

圧ケーブルのᨶ㝸
データ処⌦エラー

圧ケーブルを一᪞取り外し、්度接続してく
ださい。
システムをᚗඔするには、モニターの電″を
一᪞วり、්㉫ິしてください。
ၡ㢗がゆỬしない場合は、エドワーズライフ
サイエンスᰬ式ఌ♣に連⤙してください。

フォルト：COѸິ⬞圧が
接続されていまࢆࡎ

ິ⬞圧が఩く、㟸拍ິです。
ິ⬞圧ᮅ接続
ケーブルの接続が検出されまࢆࡎ。
圧ケーブルまたは CO センサーのᨶ
㝸
内部システムのᨶ㝸

ິ⬞࢜テーテルの接続を確認してください。
Edwards 圧ケーブルと CO センサーを確認し、
コࢾクタピンをࢲェックして欠損していない
ことを確認してください。
圧ケーブルをஹᥦしてください。
Edwards CO センサーをஹᥦしてください。
ၡ㢗がゆỬしない場合は、エドワーズライフ
サイエンスᰬ式ఌ♣に連⤙してください。

警告：COѸິ⬞圧信号が
不安定です

CO を正確に測定するにはິ⬞の圧
ἴ形が不༎ฦです。
ິ⬞圧モニタリングラインにၡ㢗が
あります。
཭⦨期血圧が高すࡁる、または拡張
期血圧が఩すࡁます。

Edwards 連続 CO システムを患者ഁからຊ圧
。ッグまで確認してくださいࣁ
ິ⬞ἴ形をࢲェックして、㔔度の఩血圧また
は高血圧、モーションアーࢲフ࢒クトがない
ことを確認してください。
ິ⬞࢜テーテルのࡠじれや血ᰞの付╌がない
ことを確認してください。
すべてのິ⬞圧ラインが㛜Ꮛし、Ὡᰞが正し
く接続されていることを確認してください。
Edwards CO センサーが患者の୯⬾❈⥲と➠ᄿ
⫐間のஹ点と一⮬していることを確認してく
ださい。
トランスデューサをࣞࢭࠔ点ㄢᩒࠕして圧ケー
ブルの接続を්確認するには、ヘモスフィア
に接続された Edwards CO センサーをࣞࢭࠔ点
ㄢᩒࠕしてください。
ຊ圧ࣁッグがຊ圧され、フラッシュ⁈ᾦࣁッ
グに 1/4 ௧上⁈ᾦがථっていることを確認して
ください。
Edwards 連続 CO システムの࿔ἴ数≁性を確認
するために、スクエア・ウェーブテストを⾔っ
てください。

警告：COѸ⬞圧が఩ୖし
ています

圧モニタリングラインにၡ㢗があり
ます。
患者の⬞圧が఩ୖしています。

Edwards CO システムを患者ഁからຊ圧ࣁッグ
まで確認してください。
ິ⬞ἴ形をࢲェックして、㔔度の఩血圧また
は高血圧、モーションアーࢲフ࢒クトがない
ことを確認してください。
ິ⬞࢜テーテルのࡠじれや血ᰞの付╌がない
ことを確認してください。
すべてのິ⬞圧ラインが㛜Ꮛし、Ὡᰞが正し
く接続されていることを確認してください。
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表 ヘモスフィア  圧ケーブルの SVR フォルト㸤警告ࠈ13-14

メッセージ ஢測される原因 ᥆ዜされる対処方法

警告：SVRѸCVP 血圧信
号が検出されまࢆࡎ

ヘモスフィアのアナࣞグථງポート
が CVP ථງ用に設定されていまࡎ
。ࢆ
アナࣞグථງインターフェースケー
ブル接続が検出されまࢆࡎ。
ථງ信号が不正確です。
外部モニターのᨶ㝸

ヘモスフィアの電圧⠂ᅑと高㸤఩電圧値が外
部モニターの電圧とྜྷじであることを確認し
てください。
ヘモスフィアとベッドサイドモニター間の
ケーブルが確実に接続されていることを確認
してください。
㌗㛏とమ㔔のථງ値および BSA 計算値の単位
が正しいことを確認してください。
外部モニターのアナࣞグ出ງ信号を点検して
ください。
外部デࣁイスモジュールが使用されている場
合はஹᥦしてください。

警告：SVRѸSVR モニタ
リング用にアナࣞグථງ
を設定するか、CVP をථ
ງしてください

ヘモスフィアのアナࣞグථງポート
が CVP 信号ථງ用に設定されてい
まࢆࡎ。
CVP 値がථງされていまࢆࡎ。

アナࣞグථງ設定画面で、アナࣞグථງポー
ト 1 または 2 を、外部モニター CVP 信号出ງ
用に設定してください。
CVP 値をථງしてください。

Edwards CO センサーが患者の୯⬾❈⥲と➠ᄿ
⫐間のஹ点と一⮬していることを確認してく
ださい。
トランスデューサをࣞࢭࠔ点ㄢᩒࠕして圧ケー
ブルの接続を්確認するには、ヘモスフィア
に接続された Edwards CO センサーをࣞࢭࠔ点
ㄢᩒࠕしてください。
ຊ圧ࣁッグがຊ圧され、フラッシュ⁈ᾦࣁッ
グに 1/4 ௧上⁈ᾦがථっていることを確認して
ください。
Edwards CO システムの࿔ἴ数≁性を確認する
ために、スクエア・ウェーブテストを⾔って
ください。

警告：COѸ圧ἴ形が不安
定です

CO を正確に測定するにはິ⬞の圧
ἴ形が不༎ฦです。
圧モニタリングにၡ㢗があります。
཭⦨期血圧が高すࡁる、または拡張
期血圧が఩すࡁます。
ラインがフラッシュ୯です。

Edwards 連続 CO システムを患者ഁからຊ圧
。ッグまで確認してくださいࣁ
ິ⬞ἴ形をࢲェックして、㔔度の఩血圧また
は高血圧、モーションアーࢲフ࢒クトがない
ことを確認してください。
ິ⬞࢜テーテルのࡠじれや血ᰞの付╌がない
ことを確認してください。
すべてのິ⬞圧ラインが㛜Ꮛし、Ὡᰞが正し
く接続されていることを確認してください。
Edwards CO センサーが患者の୯⬾❈⥲と➠ᄿ
⫐間のஹ点と一⮬していることを確認してく
ださい。
トランスデューサをࣞࢭࠔ点ㄢᩒࠕして圧ケー
ブルの接続を්確認するには、ヘモスフィア
に接続された Edwards CO センサーをࣞࢭࠔ点
ㄢᩒࠕしてください。
ຊ圧ࣁッグがຊ圧され、フラッシュ⁈ᾦࣁッ
グに 1/4 ௧上⁈ᾦがථっていることを確認して
ください。
Edwards 連続 CO 測定システムの࿔ἴ数≁性を
確認するために、スクエア・ウェーブテスト
を⾔ってください。

表 ヘモスフィア 圧ケーブルのࠈ13-13 CO フォルト㸤警告（つࡘき）

メッセージ ஢測される原因 ᥆ዜされる対処方法
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表 13-15 ヘモスフィア 圧ケーブルの MAP フォルト㸤警告

メッセージ ஢測される原因 ᥆ዜされる対処方法

フォルト：MAPѸິ⬞圧
ᮅ接続

ິ⬞圧が఩く、㟸拍ິです。
ິ⬞圧ᮅ接続
ケーブルの接続が検出されまࢆࡎ。
圧ケーブルまたは TruWave センサー
のᨶ㝸
内部システムのᨶ㝸

ິ⬞࢜テーテルの接続を確認してください。
圧ケーブルと圧センサー間の接続を確認し、
コࢾクタピンをࢲェックして欠損していない
ことを確認してください。
圧ケーブルをஹᥦしてください。
圧センサーをஹᥦしてください。
ၡ㢗がゆỬしない場合は、エドワーズライフ
サイエンスᰬ式ఌ♣に連⤙してください。

フォルト：MAPѸ圧ἴ形
にၡ㢗があります

Edwards 圧ケーブルまたは圧セン
サーのᨶ㝸
内部システムのᨶ㝸
圧モニタリングラインにၡ㢗があり
ます。
CO センサーが患者の୯⬾❈⥲と➠
ᄿ⫐間のஹ点と一⮬していまࢆࡎ。

Edwards CO システムを患者ഁからຊ圧ࣁッグ
まで確認してください。
ິ⬞ἴ形をࢲェックして、㔔度の఩血圧また
は高血圧、モーションアーࢲフ࢒クトがない
ことを確認してください。
ິ⬞࢜テーテルのࡠじれや血ᰞの付╌がない
ことを確認してください。
すべてのິ⬞圧ラインが㛜Ꮛし、Ὡᰞが正し
く接続されていることを確認してください。
Edwards CO センサーが患者の୯⬾❈⥲と➠ᄿ
⫐間のஹ点と一⮬していることを確認してく
ださい。
トランスデューサをࣞࢭࠔ点ㄢᩒࠕして圧ケー
ブルの接続を්確認するには、ヘモスフィア
に接続された Edwards CO センサーをࣞࢭࠔ点
ㄢᩒࠕしてください。
ຊ圧ࣁッグがຊ圧され、フラッシュ⁈ᾦࣁッ
グに 1/4 ௧上⁈ᾦがථっていることを確認して
ください。
Edwards CO システムの࿔ἴ数≁性を確認する
ために、スクエア・ウェーブテストを⾔って
ください。
圧ケーブルとセンサーを確認し、コࢾクタピ
ンをࢲェックして欠損していないことを確認
してください。
圧ケーブルをஹᥦしてください。
Edwards CO センサーをஹᥦしてください。
ၡ㢗がゆỬしない場合は、エドワーズライフ
サイエンスᰬ式ఌ♣に連⤙してください。

警告：MAPѸ圧ἴ形が不
安定です

血圧を正確に測定するにはິ⬞の圧
ἴ形が不༎ฦです。
圧モニタリングラインにၡ㢗があり
ます。
཭⦨期血圧が高すࡁる、または拡張
期血圧が఩すࡁます。
ラインがフラッシュ୯です。

Edwards 圧モニタリングシステムを患者ഁから
ຊ圧ࣁッグまで確認してください。
ິ⬞ἴ形をࢲェックして、㔔度の఩血圧また
は高血圧、モーションアーࢲフ࢒クトがない
ことを確認してください。
ິ⬞࢜テーテルのࡠじれや血ᰞの付╌がない
ことを確認してください。
すべてのິ⬞圧ラインが㛜Ꮛし、Ὡᰞが正し
く接続されていることを確認してください。
圧センサー㸤トランスデューサが患者の୯⬾
❈⥲と➠ᄿ⫐間のஹ点と一⮬していることを
確認してください。
ヘモスフィアに接続された圧センサー㸤トラ
ンスデューサをࣞࢭ点ㄢᩒして、圧ケーブル
の接続を確認してください。
ຊ圧ࣁッグがຊ圧され、フラッシュ⁈ᾦࣁッ
グに 1/4 ௧上⁈ᾦがථっていることを確認して
ください。
Edwards 圧モニタリングシステムの࿔ἴ数≁性
を確認するために、スクエア・ウェーブテス
トを⾔ってください。
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表 ヘモスフィア 圧ケーブルの一⯙的なトラブルシューティングࠈ13-16

メッセージ ஢測される原因 ᥆ዜされる対処方法

CO または圧モニタリン
グ用の圧ケーブルを接続
してください。

ヘモスフィアと圧ケーブル間の接続
が検出されまࢆࡎでした。

圧ケーブルとモニター間の接続を確認してく
ださい。
圧ケーブルを取り外し、᭜がったり欠損して
いるピンがないことを確認してください。
圧ケーブルをஹᥦしてください。

CO モニタリング用の CO
圧センサーを接続してく
ださい。

CO に౪Ꮛしたキーパラメータが設
定されています。
圧ケーブルと CO 圧センサーの間の
接続が検出されまࢆࡎでした。
不適วなタイプの圧センサーが接続
されています。

圧ケーブルと࢜テーテル間の接続を確認して
ください。
CO モニタリング用の圧センサーが接続されて
いることを確認してください。
圧ケーブルを取り外し、コࢾクタピンをࢲェッ
クして欠損していないことを確認してくださ
い。
Edwards CO センサーをஹᥦしてください。
圧ケーブルをஹᥦしてください。

ິ⬞圧モニタリング用の
圧センサーを接続してく
ださい。

ິ⬞圧に౪Ꮛしたキーパラメータが
設定されています。
圧ケーブルとິ⬞圧センサーの間の
接続が検出されまࢆࡎでした。

圧ケーブルと࢜テーテル間の接続を確認して
ください。
圧ケーブルを取り外し、コࢾクタピンをࢲェック
して Edwards 圧センサーをஹᥦしてください。
圧ケーブルをஹᥦしてください。

⫭ິ⬞圧モニタリング用
の圧センサーを接続して
ください。

キーパラメータとして MPAP が設
定されています。
圧ケーブルと⫭ິ⬞圧センサー間の
接続が検出されまࢆࡎでした。

圧ケーブルと࢜テーテル間の接続を確認して
ください。
圧ケーブルを取り外し、コࢾクタピンをࢲェッ
クして Edwards 圧センサーをஹᥦしてくださ
い。
圧ケーブルをஹᥦしてください。

CVP モニタリング用の圧
センサーを接続してくだ
さい。

キーパラメータとして CVP が設定
されています。
圧ケーブルと୯心㟴⬞圧センサー間
の接続が検出されまࢆࡎでした。

圧ケーブルと࢜テーテル間の接続を確認して
ください。
圧ケーブルを取り外し、コࢾクタピンをࢲェッ
クして欠損していないことを確認してくださ
い。
Edwards 圧センサーをஹᥦしてください。
圧ケーブルをஹᥦしてください。

CO モニタリングのため
にິ⬞圧をࣞࢭࠔ点ㄢᩒࠕ
してください。

CO モニタリングの前にິ⬞圧がࢭࠔ
ࣞ点ㄢᩒࠕされていまࢆࡎでした。

ナビゲーションࣁー上またはアクションメ
ニューからࣞࢭࠔ点㸛ἴ形ࠕアイコンをタッ
。してくださいࠕ点ㄢᩒࣞࢭࠔして、圧をࢲ

ິ⬞圧モニタリングのた
めに圧をࣞࢭࠔ点ㄢᩒࠕ
してください。

モニタリングの前にິ⬞圧がࣞࢭࠔ
点ㄢᩒࠕされていまࢆࡎでした。

ナビゲーションࣁー上またはアクションメ
ニューからࣞࢭࠔ点㸛ἴ形ࠕアイコンをタッ
。してくださいࠕ点ㄢᩒࣞࢭࠔして、圧をࢲ

⫭ິ⬞モニタリングのた
めに圧をࣞࢭࠔ点ㄢᩒࠕ
してください。

モニタリングの前に⫭ິ⬞圧がࢭࠔ
ࣞ点ㄢᩒࠕされていまࢆࡎでした。

ナビゲーションࣁー上またはアクションメ
ニューからࣞࢭࠔ点㸛ἴ形ࠕアイコンをタッ
。してくださいࠕ点ㄢᩒࣞࢭࠔして、圧をࢲ

CVP モニタリングのため
に圧をࣞࢭࠔ点ㄢᩒࠕし
てください。

モニタリングの前に୯心㟴⬞圧が
でしࢆࡎされていまࠕ点ㄢᩒࣞࢭࠔ
た。

ナビゲーションࣁー上またはアクションメ
ニューからࣞࢭࠔ点㸛ἴ形ࠕアイコンをタッ
。してくださいࠕ点ㄢᩒࣞࢭࠔして、圧をࢲ

SVR モニタリング用に
CVP アナࣞグථງを接続
するか、CVP 値をථງし
てください。

CVP ケーブルの接続が検出されまࡎ
。ࢆ
CVP 値がථງされていまࢆࡎ。

ヘモスフィアとベッドサイドモニター間の
ケーブルが接続されていることを確認してく 
ださい。
CVP ケーブルをஹᥦしてください。
CVP 値をථງしてください。

SVR モニタリング用に
CVP アナࣞグථງを設定
するか、CVP をථງして
ください。

ヘモスフィアのアナࣞグථງポート
が CVP 信号ථງ用に設定されてい
まࢆࡎ。
CVP 値がථງされていまࢆࡎ。

アナࣞグථງ設定画面で、アナࣞグථງポー
ト 1 または 2 を、外部モニター CVP 信号出ງ
用に設定してください。CVP 値をථງしてく
ださい。

CCI が CCO より高くなっ
ています。

患者の BSA が正しくありまࢆࡎ。
BSA が 1 ᮅ。すで‮

測定単位と患者の㌗㛏・మ㔔の値を確認して
ください。

SVR の値が SVRI より高
くなっています。

患者の BSA が正しくありまࢆࡎ。
BSA が 1 ᮅ。すで‮

測定単位と患者の㌗㛏・మ㔔の値を確認して
ください。
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表 オキシメトリーのフォルト㸤警告ࠈ13-17

メッセージ ஢測される原因 ᥆ዜする対処方法

フォルト：オキシメト
リー：කの⠂ᅑ

オキシメトリーケーブルと࢜テーテルの接
続にၡ㢗があります。
オキシメトリーケーブル㸤࢜テーテルコࢾ
クタレンズに࣐ࢥまたは⓮⭯が付╌してい
ます。
オキシメトリーケーブルがᨶ㝸していま
す。
࢜テーテルがᢙれ᭜がっているか、損傷し
ています。

オキシメトリーケーブル㸤࢜テーテルが適
วに接続されていることを確認してくださ
い。
70% イソプࣞピルアルコールで‭らࡎた⥝
Ფでオキシメトリーケーブル㸤࢜テーテル
のコࢾクタをΰᤪし、ஜ⇩さࡎてから්
キャリブレーションしてください。
オキシメトリーケーブルをஹᥦし、්キャ
リブレーションしてください。
࢜テーテルが損傷しているおそれがある場
合はஹᥦし、්キャリブレーションしてく
ださい。

フォルト：オキシメト
リー - ㉝Ⰵක㸤㉝外⥲
送信

オキシメトリーケーブル㸤࢜テーテルコࢾ
クタレンズに࣐ࢥまたは⓮⭯が付╌してい
ます。
オキシメトリーケーブルがᨶ㝸していま
す。

70% イソプࣞピルアルコールで‭らࡎた⥝
Ფでオキシメトリーケーブル㸤࢜テーテル
のコࢾクタをΰᤪし、ஜ⇩さࡎてから්
キャリブレーションしてください。
モニターの電″をวり、්㉫ິしてプラッ
トフォームをᚗඔしてください。
オキシメトリーケーブルをஹᥦし、්キャ
リブレーションしてください。

フォルト：オキシメト
リー - 値が⠂ᅑ外です

ScvO2/SvO2、HGB または Hct のථງ値が
正しくありまࢆࡎ。
HGB の単位が正しくありまࢆࡎ。
ScvO2/SvO2 の計算値が 0-99㸚の⠂ᅑ外で
す。

ScvO2/SvO2、HGB と Hct の値が正しくථ
ງされたか確認してください。
HGB の単位が正しいか確認してください。
検ᰕᐄから᭩᩺ ScvO2/SvO2 値をථ手し、්
キャリブレーションしてください。

フォルト：オキシメト
リー - ථງ信号が不安
定です

オキシメトリーケーブルと࢜テーテルの接
続にၡ㢗があります。
オキシメトリーケーブル㸤࢜テーテルコࢾ
クタレンズに࣐ࢥまたは⓮⭯が付╌してい
ます。
オキシメトリーケーブルがᨶ㝸していま
す。
࢜テーテルがᢙれ᭜がっているか、損傷し
ています。

オキシメトリーケーブル㸤࢜テーテルが適
วに接続されていることを確認してくださ
い。
70% イソプࣞピルアルコールで‭らࡎた⥝
Ფでオキシメトリーケーブル㸤࢜テーテル
のコࢾクタをΰᤪし、ஜ⇩さࡎてから්
キャリブレーションしてください。
オキシメトリーケーブルをஹᥦし、්キャ
リブレーションしてください。
࢜テーテルが損傷しているおそれがある場
合はஹᥦし、්キャリブレーションしてく
ださい。

フォルト：オキシメト
リー - 信号処⌦が不Ⰳ
です

オキシメトリーケーブルがᨶ㝸していま
す。

モニターの電″をวり、්㉫ິしてプラッ
トフォームをᚗඔしてください。
オキシメトリーケーブルをஹᥦし、්キャ
リブレーションしてください。
ၡ㢗がゆỬしない場合は、エドワーズライ
フサイエンスᰬ式ఌ♣に連⤙してくださ
い。

フォルト：オキシメト
リー - オキシメトリー
ケーブルメモリー

オキシメトリーケーブルメモリーがᨶ㝸し
ています。

ケーブルを取り外し、්度接続してくださ
い。
オキシメトリーケーブルをஹᥦし、්キャ
リブレーションしてください。
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表 （きࡘつ）オキシメトリーのフォルト㸤警告ࠈ13-17

メッセージ ஢測される原因 ᥆ዜする対処方法

フォルト：オキシメト
リー - オキシメトリー
ケーブルῺ度

オキシメトリーケーブルがᨶ㝸していま
す。

モニターの電″をวり、්㉫ິしてプラッ
トフォームをᚗඔしてください。
オキシメトリーケーブルをஹᥦし、්キャ
リブレーションしてください。
ケーブルがᕱにໜまれている場合やᯎ➴の
⤧⦍面に置かれている場合は、⇍を㏠がし
やすい⁝らかな面に置いてください。ケー
ブル本మが⇍くវじる場合は、෫めてから
්度操作してください。
ၡ㢗がゆỬしない場合は、エドワーズライ
フサイエンスᰬ式ఌ♣に連⤙してくださ
い。

フォルト：オキシメト
リー - オキシメトリー
ケーブルがᨶ㝸してい
ます

内部システムのᨶ㝸 モニターの電″をวり、්㉫ິしてプラッ
トフォームをᚗඔしてください。
ၡ㢗がゆỬしない場合は、エドワーズライ
フサイエンスᰬ式ఌ♣に連⤙してくださ
い。

オキシメトリー警告：
SQI=4

࢜テーテル඙❻の血Ὦ఩ୖ、または࢜テー
テル඙❻が血⟮ባに接よしています。
HGB/Hct 値がኬきくንິしています。
࢜テーテル඙❻に血ᰞが付╌しています。
࢜テーテルがᢙれ᭜がっているか、損傷し
ています。

ケーブルがᕱにໜまれている場合やᯎ➴の
⤧⦍面に置かれている場合は、⇍を㏠がし
やすい⁝らかな面に置いてください。ケー
ブル本మが⇍くវじる場合は、෫めてから
්度操作してください。
࢜テーテルの位置が正しいことを確認して
ください（SvO2 については、⫭ິ⬞内での
࢜テーテルの位置が正しいことを確認して
ください）。
ルーンの⭶張ᐖ量がࣁ ・ 1.25 㹳 1.50mL で
あることを確認してください（SvO2 の
み）。

・ 患者の㌗㛏、మ㔔、᣼ථ部位に適した࢜
テーテルを⏻置しているか確認してくだ
さい。

・ 正しい⏻置を確認するため⬒部 X ⥲の使
用を検ゞしてください。
㝌内プࣞトコルにᚉい、㐪位ルーメンの
ྺ引とフラッシュを⾔ってください。
アップデート機能を使用して、HGB/Hct
値をアップデートしてください。
࢜テーテルにᢙれ᭜がりがないか確認
し、් キャリブレーションしてください。
࢜テーテルが損傷しているおそれがある
場合はஹᥦし、්キャリブレーションし
てください。
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表 オキシメトリーの注意ࠈ13-18

メッセージ ஢測される原因 ᥆ዜする対処方法

మ外キャリブレーショ
ンエラー

オキシメトリーケーブルと࢜テーテル
ScvO2/SvO2 接続にၡ㢗があります。
キャリブレーション࢜ップが⃷れていま
す。
࢜テーテルがᢙれ᭜がっているか、損傷し
ています。
オキシメトリーケーブルがᨶ㝸していま
す。
࢜テーテル඙❻がキャリブレーション࢜ッ
プにථっていまࢆࡎ。

オキシメトリーケーブル㸤࢜テーテルが適
วに接続されていることを確認してくださ
い。
┘ちできるᢙれ᭜がりをఘࡣしてくださ
い。損傷しているおそれのある場合は、࢜
テーテルをஹᥦしてください。
オキシメトリーケーブルをஹᥦし、්キャ
リブレーションしてください。
࢜テーテル඙❻がキャリブレーション࢜ッ
プにථっていることを確認してください。
మ内キャリブレーションを⾔ってくださ
い。

警告：信号が不安定で
す

ScvO2/SvO2、HGB/Hct がንິしているか、
血⾔ິឺが正ᖏではありまࢆࡎ。

㝌内プࣞトコルにᚉって、患者を安定さࡎ
てからమ内キャリブレーションを⾔ってく
ださい。

警告：血⟮ባアーࢲ
フ࢒クトまたは࢜テー
テルのᳺථが検出され
ました

࢜テーテル඙❻の血Ὦ఩ୖ
࢜テーテルの඙❻に血ᰞが付╌していま
す。
࢜テーテル඙❻がᳺථ≟ឺ、または血⟮ባ
に接よしています。

㝌内プࣞトコルにᚉい、㐪位ルーメンをྺ
引、フラッシュを⾔ってください。
࢜テーテルの位置が正しいことを確認して
ください（SvO2 については、⫭ິ⬞内での
࢜テーテルの位置が正しいことを確認して
ください）。
ルーンの⭶張ᐖ量がࣁ ・ 1.25 㹳 1.50mL で
あることを確認してください（SvO2 の
み）。

・ 患者の㌗㛏、మ㔔、᣼ථ部位に適した࢜
テーテルを⏻置しているか確認してくだ
さい。

・ 正しい⏻置を確認するため⬒部 X ⥲の使
用を検ゞしてください。

మ内キャリブレーションを⾔ってくださ
い。

ࢡィࣤࢷ࣭ࣖࢨࣜࣇࣚࢹ࡝ୌ⯙Ⓩࡡ࣭ࣛࢹ࣒ࢨ࢛࢞�������

表 オキシメトリーの一⯙的なトラブルシューティングࠈ13-19

メッセージ ஢測される原因 ᥆ዜする対処方法

キャリブレーションが
ᚪ要です - 実᪃するに
はオキシメトリーを選
択してください

オキシメトリーケーブルがキャリブレー
ションされていまࢆࡎ（మ内またはమ外）。
オキシメトリーケーブルの読み㎰み機能が
実⾔されていまࢆࡎ。
オキシメトリーケーブルがᨶ㝸していま
す。

మ外キャリブレーションを実⾔
మ内キャリブレーションを実⾔
キャリブレーション値の読み㎰み

オキシメトリーケーブ
ルの患者データは 24
時間௧上⤊㐛していま
す - ්キャリブレー
ションしてください

オキシメトリーケーブルの᭩ᚃのキャリブ
レーションから 24 時間௧上⤊㐛していま
す。
᪃設内の Edwards モニターの日付と時刻が
異なっています。

మ内キャリブレーションを⾔ってくださ
い。
᪃設内の Edwards モニターの日付と時刻を
合ࡎࢂてください。

オキシメトリーモニタ
リング用のオキシメト
リーケーブルを接続し
てください

ヘモスフィアとオキシメトリーケーブルの
接続が検出されまࢆࡎ。
オキシメトリーケーブルのコࢾクタピンの
᭜がりや外れがあります。

オキシメトリーケーブルが適วに接続され
ていることを確認してください。
オキシメトリーケーブルのコࢾクタピンが
᭜がったり、外れたりしていないかど࠹か
点検してください。
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㏳ᖏの単一ᨶ㝸≟ឺでは、௧ୖの表 A-1 に示すᇱ本性能がᥞ౩されるか、または、この性能

をᥞ౩できないことをユーザーがᐖ᪾にㆉืできます（ౚ：パラメータ値の㟸表示、テクニ࢜

ルアラーム、ἴ形ṅみ、パラメータ値᭞᩺の㐔ᘇ、モニターのᏰ全なᨶ㝸など）。

表 A-1 に、IEC60601-1-2 に‵ᣈした、ᨲᑏおよびఎᑙ RF などの㟸電☚㐛ῳ現㇗ୖでິ作す

る場合の᭩఩性能を記載します。また、表 A-1 に、IEC 60601-1-2 に‵ᣈした電気的フ࢒スト

トランジェントおよびサージ➴の電☚㐛ῳ現㇗に対する᭩఩性能を記載します。

表 A-1ࠈヘモスフィアのᇱ本性能 Ѹ 電☚㐛ῳ現㇗および㟸電☚㐛ῳ現㇗

モジュールまたは
ケーブル

パラメータ ᇱ本性能

一⯙： すべてのモニタリングモードおよびパラ
メータ

現在のモニタリングモードが୯᩷しまࢆࡎ。஢期しない්㉫
ິまたは㐘㌷のೳḾはありまࢆࡎ。㛜ጙのためにユーザーと
の対ヨをᚪ要とするイベントが⮤Ⓠ的にⓆ⏍しまࢆࡎ。
患者接続部は、㝎⣵ິಕ㆜を᭯しています。㝎⣵ິ電圧への
᭒露ᚃシステムは 15 ⛂௧内に㐘㌷≟ឺにᡘるものとします。
一時的電☚現㇗ᚃ、システムは 10 ⛂௧内に㏳ᖏのິ作≟ឺ
にᡘります。
イベントⓆ⏍୯に Swan-Ganz の連続心拍出量（CO）がアク
ティブだった場合は、システムが⮤ິ的にモニタリングを්
㛜します。
一時的電☚現㇗ᚃに、システムのಕᏋデータが኶ࢂれていな
いことを㏳▩します。
HF 手⾙器රとె用する場合、HF 手⾙器රによってⓆ⏍し
た電☚場へ᭒露されたᚃ、ヘモスフィアはಕᏋデータを኶࠹
ことなく、10 ⛂௧内に㏳ᖏのິ作モードにᡘります。

014_౫ຉ?_HS-2版_04.indd   141 2018/11/19   13:31



仕様

161 162161 162161161

$��� ヘモスフィアࡡ௘ᵕ
表 A-2ࠈヘモスフィアの∸⌦的・機᲌的仕様

ヘモスフィア

㔔量 4.5 ± 0.1 kg（10 ± 0.2 lbs）

ᑇ法 高さ 297mm（11.7in）

ᖕ 315mm（12.4in）

ዚ⾔き 141mm（5.56in）

⪇Ề性 IPX1

設置面✒ ᖕ 269mm（10.6in）

ዚ⾔き 122mm（4.8in）

ディスプレイ ᭯ຝ⠂ᅑ 307mm（12.1in）

ゆാ度 1024 × 768LCD

オ࣋レーティングシステム Windows 7 embedded

スピー࢜ーの数 1

表 A-3ࠈヘモスフィアの⎌ሾ仕様

⎌ሾ仕様 値

Ὼ度 ິ作時 10 〜 32.5Υ

㟸ິ作時㸤ಕ⟮時 * -18 〜 45Υ

┞対‭度 ິ作時 20 㹳 90%（ただし⤎露なきこと）

㟸ິ作時㸤ಕ⟮時 90㸚（45Υ、ただし⤎露なきこと）

ᵾ高 ິ作時 0 㹳 3048m（10,000 フィート）

㟸ິ作時㸤ಕ⟮時 0 〜 6096m（20,000 フィート）

表 A-1ࠈヘモスフィアのᇱ本性能 Ѹ 電☚㐛ῳ現㇗および㟸電☚㐛ῳ現㇗（つࡘき）

モジュールまたは
ケーブル

パラメータ ᇱ本性能

スワンガンツ
モジュール

連続心拍出量（CO）とその
関連パラメータ。౿数あり、
౿数なしの୦方（SV、SVR、
RVEF、EDV）。

フィラメントの表面Ὼ度と、そのῺ度の時間を┐ちします。
時間とῺ度の㜀値（45Υ௧上）を㉰࠻ると、モニタリングが
ೳḾし、アラームが㉫ິします。
ぜ定の⢥度（s 0.3Υ）内の血ᾦῺ度測定。血ᾦῺ度がモニ
タリング⠂ᅑ外になった場合に警告します。
CO および関連パラメータがアラーム⠂ᅑ外になった場合に
警告。アラーム㐔ᘇはᖲᆍ時間のንິにᇱࡘきます。඼ᆵ的
なᖲᆍ時間は 57 ⛂です。

間欠的心拍出量（iCO）とそ
の関連パラメータ౿数あり、
౿数なしの୦方（SV、SVR）。

ぜ定の⢥度（s 0.3Υ）内で血ᾦῺ度を測定します。
血ᾦῺ度がモニタリング⠂ᅑ外になった場合に警告します。

ヘモスフィア 圧
ケーブル

ິ⬞圧（SYS、DIA、MAP）、
୯心㟴⬞圧（CVP）、⫭ິ⬞
圧（MPAP）

ぜ定の⢥度（s 4% またはs 4mmHg、いࡍれかኬきい値）
内で血圧を測定します。
血圧がアラーム⠂ᅑを㉰࠻た場合にアラームが作ິします。
ᖲᆍ時間にᇱࡘくアラーム㐔ᘇは 2 ⛂です。
本製品は、౴ぇ性圧トランスデューサとトランスデューサ
ケーブルのフォルトの検出をサポートしています。
本製品は、࢜テーテルの検出をサポートしています。

ヘモスフィア オキ
シメトリーケーブ
ル

酸素飽和度（Ί合㟴⬞血
SvO2 または୯心㟴⬞血
ScvO2）

ぜ定の⢥度内（酸素飽和度のs 2%）で酸素飽和度を測定し
ます。
酸素飽和度がアラーム⠂ᅑ外になった場合に警告します。ᖲ
ᆍ時間にᇱࡘくアラーム㐔ᘇは 2 ⛂です。

014_౫ຉ?_HS-2版_04.indd   142 2018/11/19   13:31



仕様

163 164163 164

表 A-4ࠈヘモスフィアの㐘送時⎌ሾ仕様

⎌ሾ仕様 値

Ὼ度㸟 -18 ࠤ 45Υ

┞対‭度㸟 20 ࠤ 90㸚（ただし⤎露なきこと）

ᵾ高 ᭩高 6096m（20,000 フィート）、᭩㛏 8 時間まで

ᵾ‵ ASTM D4169,DC13
㸟プレコンディショニング時のῺ度および‭度

* 注記 ࣁッテリーᐖ量は、35Υ௧上への᭒露が㛏くなると຋໩しጙめます。

表 A-5ࠈヘモスフィアのᢇ⾙的仕様

ථ出ງ

タッࢲスクリーン ᢖᙫᆵ㟴電ᐖ量方式

RS-232 シリアルポート（1） Edwards ≺⮤のプࣞトコル：᭩ኬデータ㌷送㏷度㸲 57.6 kbps

USB ポート（2） USB 2.0   1 ಴（⫴面）、USB 3.0   1 ಴（ഁ面）

RJ-45 イーサࢾットポート 1 ಴

HDMI ポート 1 ಴

アナࣞグථງ（2） ථງ電圧⠂ᅑ：0ʙ 10V㸰選択可能なථງ電圧⠂ᅑ：0 〜 1V、0～ 5V、0
〜 10V。
>100k Ȑථງインピーࢱンス。1/8 インࢲステレオジャック。
ᖈᇡᖕ =0ʙ 5.2Hz。ゆാ度：フルスケールの 12 ビット ± 1LSB

DPT 圧出ງ（1） DPT 圧出ງ信号は、Edwards 製の౴ぇ性圧トランスデューサとの㏳信を
᝷定したモニターやアクセサリーとபᥦ性があります。ࣞࢭ点ㄢᩒᚃの患
者モニターの᭩ᑚ表示⠂ᅑ： -20 mmHg 㹳 270 mmHg

ECG モニターථງ ECG 記号からの ECG ྜྷ期ንᥦ：1V/mV㸰ථງ電圧⠂ᅑ =±10V フルスケー
ル。ࢲャンࢾルᖈᇡᖕ =0.35 〜 40Hz。ゆാ度 = ± 1bpm。⢥度 = ථງの
± 10㸚もしくは 5bpm。いࡍれかኬきい値⠂ᅑ =30 〜 200bpm。1/4 イン
ステレオジャック。アナࣞグケーブルࢲ
࣋ースメー࢜ーパルス㝎ཡ能ງ：機器はᣲᖕs 2mV 〜± 5mV（1V/mV 
ECG ྜྷ期ንᥦを௫定）および正ᖏ࣋ーシングおよび↋ຝ࣋ーシングභに、
パルスᖕ 0.1ms 〜 5.0ms の࣋ースメー࢜ーパルスをすべて㝎ཡする。
パルスᣲᖕの ≤ 7% のオーࣁーシュート（EN 60601-2-27:2014、๧㡧
201.12.1.101.13 の Method A）、およびオーࣁーシュート時定数 4ms ࠤ
100ms をఔ࣋࠹ースメー࢜ーパルスを㝎ཡする。
᭩ኬ T ἴ㝎ཡ能ງ：機器が㝎ཡ可能な᭩ኬ T ἴᣲᖕ :1.0mV（1V/mV ECG
ྜྷ期ንᥦを௫定）
不ᩒ⬞ࠈEN 60601-2-27:2014 の図 201.101
㸟 Complex A1: Ventricular bigeminy, 80 BPM を表示
㸟 Complex A2: Slow alternating ventricular bigeminy, 60 BPM を表示
㸟 Complex A3: Rapid alternating ventricular bigeminy: 60 BPM を表示
㸟 Complex A4: Bidirectional systoles: 104 BPM を表示

HRavg 表示 CO モニタリングオフ。ᖲᆍ໩時間：57 ⛂、᭞᩺㢎度：心拍ࡇと㸰応➽時間：
80 BPM から 120 BPM へのṹ㝭的ቌຊに 40 ⛂、80 BPM から 40 BPM へ
のṹ㝭的΅ᑛに 29 ⛂ 
CO モニタリングオン。ᖲᆍ໩時間：CO 測定間の時間 (3 〜 21 ฦ )、᭞᩺
㢎度：⣑ 1 ฦ㸰応➽時間：80 BPM から 120 BPM へのṹ㝭的ቌຊに 175 ⛂、
80 BPM から 40 BPM へのṹ㝭的΅ᑛに 176 ⛂

電気

定᰹౩⤝電圧 100-240Vac、50/60Hz

定᰹ථງ 1.5-2.0A

ューズࣃ 2.5A、250V、タイムラグ（㐔᩷）、高㐵᩷ᐖ量、セラ࣐ック製

アラーム

音圧レベル 45 〜 85dB（A）

ワイࣕレス

⛸㢦 IEEE 802.11 a/b/g/n に対応する↋⥲ LAN 接続
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表 A-6ࣁࠈッテリーパックの∸⌦的仕様

ッテリーパックࣁ

㔔量 0.4kg（0.9 lb）

ᑇ法 高さ 35mm（1.38in）

ᖕ 80mm（3.15in）

ዚ⾔き 126mm（5.0in）

表 A-7ࣁࠈッテリーパックの⎌ሾ仕様

⎌ሾ仕様 値

Ὼ度 ິ作時 10 〜 37Υ

᥆ዜಕ⟮Ὼ度 21Υ

㛏期ಕ⟮する場合の᭩高Ὼ度 35Υ

㛏期ಕ⟮する場合の᭩఩Ὼ度 0Υ

┞対‭度 ິ作時 5 〜 95%（40Υ、ただし⤎露なきこと）

表 A-8ࣁࠈッテリーパックのᢇ⾙的仕様

仕様 値

出ງ電圧（ප⛘） 12.8V

᭩ኬᨲ電電Ὦ 5A

電ờ 4 × LiFePO4（リン酸㕪リࢲウム）

ᐖ量 3150 mAh

$��� ス࣠ࣤ࢝ࣤࢵモࡡ࣭ࣜࣖࢩ௘ᵕ

表 A-9ࠈスワンガンツモジュールの∸⌦的仕様

スワンガンツモジュール

㔔量 ⣑ 0.45 kg（1.0 lbs）

ᑇ法 高さ 3.45cm（1.36in）

ᖕ 8.96cm（3.53in）

ዚ⾔き 13.6cm（5.36in）

⪇Ề IPX1

表 A-10ࠈスワンガンツモジュールパラメータの測定仕様

パラメータ 仕様

連続心拍出量（CO） ⠂ᅑ 1 〜 20L/min

්現性 1 ± 6% または 0.1L/min（いࡍれかኬきい値）

ᖲᆍ応➽時間 2 㸱 10 ฦ（CCO ࢜テーテル）

㸱 14 ฦ（CCO ᐖ✒測定࢜テーテル）

間欠的（࣍ーラス）心拍出量
（iCO）

⠂ᅑ 1 〜 20L/min

්現性 1 ± 3% または 0.1L/min（いࡍれかኬきい値）

血ᾦῺ度（BT） ⠂ᅑ 15 〜 45Υ
（59 〜 113°F）

⢥度 ± 0.3Υ

014_౫ຉ?_HS-2版_04.indd   144 2018/11/19   13:31



仕様

165 166165 166

$��� ヘモスフィア�ᅸࡡࣜࣇ࣭ࢢ௘ᵕ

$��� ヘモスフィア࢛࢞ࡡࣜࣇ࣭ࢢ࣭ࣛࢹ࣒ࢨ௘ᵕ

表 A-13ࠈヘモスフィアオキシメトリーケーブルの仕様

ヘモスフィア オキシメトリーケーブル

㔔量 ⣑ 0.24 kg（0.54 lbs）

ᑇ法 㛏さ 2.9m（9.6ft）

⪇Ề IPX4

表 A-10ࠈスワンガンツモジュールパラメータの測定仕様（つࡘき）

パラメータ 仕様

注ථᾦῺ度（IT） ⠂ᅑ 0 㹳 30Υ
（32 㹳 86 °F）

⢥度 ± 1Υ

EDV 㸤 RVEF 算出用のᖲᆍ心
拍数（HRavg）

スᐖ可能なථງ⠂ᅑ 30 㹳 200bpm

連続ྎᐄ㥉出ฦ画（RVEF） ⠂ᅑ 10 㹳 60%

්現性 1 ± 6% または 3efu（いࡍれかኬきい値）
1 ንິ౿数㸢電Ꮔ的に⏍成されたデータを使って測定
2 安定した血ᾦῺ度᮪௲ୖにおいて 10 㹳 90% のን໩

表 A-11 ヘモスフィア 圧ケーブルの仕様

ヘモスフィア 圧ケーブル

㔔量 ⣑ 0.29kg（0.64 ポンド）

ᑇ法 㛏さ 4.6m（15 フィート）

⪇Ề IPX4

表 A-12ࠈヘモスフィア 圧ケーブルパラメータの測定仕様

パラメータ 仕様

フࣞートラック心拍出量（CO） 表示⠂ᅑ 1.0 㹳 20 L/min

්現性 1 ± 6% または 0.1 L/min（いࡍれかኬきい値）

ິ⬞圧 2 圧の表示⠂ᅑ -34 㹳 312 mmHg

MAP/DIA/SYS の表示⠂ᅑ 0 㹳 300 mmHg

CVP の表示⠂ᅑ 0 㹳 50 mmHg

MPAP の表示⠂ᅑ 0 㹳 99 mmHg

⢥度 ± 4% またはs 4 mmHg（いࡍれかኬきい値、
-30 㹳 300 mmHg）

࿔ἴ数ᖈᇡ 1 㹳 10Hz

⬞拍数（PR） ⢥度 3 Arms ≤ 3 bpm
1 ንິ౿数㸢電Ꮔ的に⏍成されたデータを使って測定。
2 パラメータの仕様は IEC 60601-2-34 ᇱ‵に‵ᣈ。ム㥺は実㥺ᐄ᮪௲ୖで実᪃。
3 ⢥度ム㥺は検ᰕᐄ⎌ሾで実᪃。
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仕様

表 A-14ࠈヘモスフィアオキシメトリーケーブルのパラメータ測定仕様

パラメータ 仕様

ScvO2/SvO2 オキシメトリー（酸
素飽和度）

⠂ᅑ 0 㹳 99%

⢥度 1 30 㹳 99% でs 2%

᭞᩺㢎度 2 ⛂
1 ⢥度ム㥺は実㥺ᐄ⎌ሾで実᪃。

014_౫ຉ?_HS-2版_04.indd   144 2018/11/19   13:31



167 168167 168

付録B
アクセサリー
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アクセサリー一覧 …………………………………………………………………………………… 167
アクセサリーに関する㏛ຊ説明 …………………………………………………………………… 168

%��� ア࣭ࣛࢦࢬࢠୌぬ

警告  エドワーズライフサイエンスᰬ式ఌ♣が㈅኉する正ぜのヘモスフィア用アクセサ

リー、ケーブル、部品のみを使用してください。正ぜ品௧外のアクセサリー、ケー

ブル、または部品を使用した場合、患者の安全または測定⢥度にᙫ㡢することがあ

ります。

表 B-1ࠈヘモスフィアの構成品

説明 モデル␊号

ヘモスフィア

ヘモスフィア HEM1

ッテリーパックࣁ HEMBAT10

ブランクモジュール HEMEXPM10

ブランクモジュール（ኬ） HEMLTECHM10

ヘモスフィアࣞールスタンド HEMRLSTD1000

ヘモスフィア スワンガンツモニタリング

スワンガンツモジュール HEMSGM10 

࢜テーテル接続ケーブル 70CC2 

Edwards スワンガンツ࢜テーテ
ル 

*

フࣞースルー（インライン）注
ථᾦῺ度プࣞーブ

93522 

注ථᾦῺ度（ࣁス）プࣞーブ 9850A 

ヘモスフィア 圧ケーブルモニタリング 

ヘモスフィア 圧ケーブル HEMPSC100

Edwards フࣞートラックセン
サー

*

Edwards TruWave DPT *

ヘモスフィア オキシメトリーモニタリング

ヘモスフィアオキシメトリー
ケーブル

HEMOXSC100

表 B-1ࠈヘモスフィアの構成品（つࡘき）

説明 モデル␊号

ヘモスフィア オキシメトリーモニタリング（つࡘき）

オキシメトリークレードル HEMOXCR1000

Edwards オキシメトリー࢜テー
テル

* 

ヘモスフィアケーブル

電″コード *

圧ງ用スレーブケーブル ** 

ECG モニター用スレーブケーブ
ル 

** 

圧出ງケーブル HEMDPT1000

その௙のヘモスフィアアクセサリー

ヘモスフィア取扱説明書 ***

* モデルや注文方法については、ᘚ♣のႜᴏᢰᙔ者に
。ㄧください┞ࡇ

** Edwards 製スレーブケーブルは、ベッドサイドモ
ニターᑍ用です。Philips（Agilent）、GE（Marquette）、
Spacelabs（OSI Systems）などのベッドサイドモニ
ターメー࢜ーからおịめいただࡄます。රమ的な
モデルや注文方法については、ᘚ♣のႜᴏᢰᙔ者
にࡇ┞ㄧください。

*** ᭩᩺ࣁージョンについては、ᘚ♣のႜᴏᢰᙔ者に
。ㄧください┞ࡇ
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%��� ア࡞࣭ࣛࢦࢬࢠ㛭ࡾࡌ㏛ຊ説明

%����� ࣭ࣞࣜスࢺࣤࢰ

ヘモスフィアࣞールスタンドは、ヘモスフィアとのె用を┘的としています。ヘモスフィアࣞー

ルスタンドの⤄み❟てと警告については、ྜྷ᲍の説明書にᚉってください。⤄み❟てたࣞール

スタンドを床に置き、タイࣕがすべて床についていることを確認しながら、説明にᚉってࣞー

ルスタンドプレートにモニターをしっかり取り付ࡄてください。
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付録C
患者パラメータの計算式
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このセクションでは、ヘモスフィアに表示される連続的および間欠的患者パラメータの計算式につい

て説明します。

注記  患者パラメータは画面に表示されるよりもୖ位のᑚ数点まで計算されます。ౚࡣ࠻、

画面に表示される CO 値が 2.4 であっても、実際の CO は 2.4492 のことがあります。

したがって、௧ୖの式を使ってモニターの表示の⢥度を検チすると、モニターが計

算したデータとはኣᑛ異なる⤎ᯕになる場合があります。

 SvO2 をྱࡳ計算はすべて、ScvO2 を選択すると ScvO2 に置ᥦされます。

 ୖ付きの SI 㸲ᵾ‵国際単位

表 C-1ࠈ心機能プࣞフ࢒イルおよび酸素౩⤝プࣞフ࢒イルの計算式

パラメータ 説明と計算式 単位

BSA మ表面✒（DuBois の式）
BSA=71.84 × (WT0.425) × (HT0.725) / 10,000
説明：

WT Ѹ患者のమ㔔ࠈkg
HT Ѹ患者の㌗㛏ࠈcm

m2

CaO2 ິ⬞血酸素ྱ量
CaO2 = (0.0138×HGB×SaO2) + (0.0031×PaO2) (mL/dL)
CaO2 = [0.0138×(HGBSI×1.611)×SaO2] + [0.0031×(PaO2SI×7.5)] (mL/dL)
説明：

HGB Ѹ⥪ヘモグࣞビン値ࠈg/dL
HGBSI Ѹ⥪ヘモグࣞビン値ࠈmmol/L 
SaO2 Ѹິ⬞血酸素飽和度ࠈ%
PaO2 Ѹິ⬞血酸素ฦ圧ࠈmmHg
PaO2SI Ѹິ⬞血酸素ฦ圧ࠈkPa

mL/dL

CvO2 㟴⬞血酸素ྱ量
CvO2 = (0.0138×HGB×SvO2) + (0.0031×PvO2) (mL/dL)
CvO2 = [0.0138×(HGBSI×1.611)×SvO2] + [0.0031×(PvO2SI×7.5)] (mL/dL)
説明：

HGB Ѹ⥪ヘモグࣞビン値ࠈg/dL 
HGBSI Ѹ⥪ヘモグࣞビン値ࠈmmol/L
SvO2 Ί合㟴⬞血酸素飽和度ࠈ%
PvO2 Ѹ㟴⬞血酸素ฦ圧ࠈmmHg
PvO2SI Ѹ㟴⬞血酸素ฦ圧ࠈkPa
また PvO2 は 0 と௫定

mL/dL

Ca-vO2 ິ㟴⬞血酸素ྱ量㍉ᕣ
Ca-vO2 = CaO2 Ѹ CvO2 (mL/dL)
説明：

CaO2 Ѹິ⬞血酸素ྱ量ࠈmL/dL
CvO2 Ѹ㟴⬞血酸素ྱ量ࠈmL/dL

mL/dL

CI 心౿数
CI = CO/BSA
説明：

CO Ѹ心拍出量ࠈL/min
BSA Ѹమ表面✒ࠈm2

L/min/m2
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CPI 心拍出ງ౿数
CPI 㸲 MAP × CI × 0.0022

W/m2

CPO 心拍出ງ
CPO 㸲 CO × MAP × K
説明：
心拍出ງ（CPO）（W）は MAP × CO 㸤 451 として計算 
K：ワットへのንᥦ౿数（2.22 × 10-3）
MAP の単位 mmHg
CO の単位 L/min

W

DO2 酸素㐘ᦑ量
DO2 = CaO2×CO×10
説明：

CaO2 Ѹິ⬞血酸素ྱ量ࠈmL/dL
CO Ѹ心拍出量ࠈL/min

mL O2/min

DO2I 酸素㐘ᦑ౿数
DO2I = CaO2×CI×10
説明：

CaO2 Ѹິ⬞血酸素ྱ量ࠈmL/dL
CI Ѹ心౿数ࠈL/min/m2

mL O2/min/m2

EDV 拡張終期ᐖ量
EDV = SV/EF
説明：

SV Ѹ 1 回拍出量ࠈmL
EF Ѹ㥉出⋙ࠈ%ࠈefu

mL

EDVI 拡張終期ᐖ量౿数
EDVI = SVI/EF
説明：

SVI Ѹ 1 回拍出量౿数ࠈmL/m2

EF Ѹ㥉出⋙ࠈ%ࠈefu

mL/m2

ESV ཭⦨終期ᐖ量
ESV = EDV Ѹ SV
説明：

EDV Ѹ拡張終期ᐖ量ࠈmL
SV Ѹ 1 回拍出量ࠈmL

mL

ESVI ཭⦨終期ᐖ量౿数
ESVI = EDVI Ѹ SVI
説明：

EDVI Ѹ拡張終期ᐖ量౿数ࠈmL/m2

SVI Ѹ 1 回拍出量౿数ࠈmL/m2

mL/m2

LVSWI ᕞᐄ 1 回仕஥量౿数
LVSWI = SVI×(MAP Ѹ PAWP)×0.0136
LVSWISI = SVI×(MAPSI Ѹ PAWPSI)×0.0136×7.5
説明：

SVI Ѹ 1 回拍出量౿数ࠈmL/beat/m2

MAP Ѹᖲᆍິ⬞圧ࠈmmHg
MAPSI Ѹᖲᆍິ⬞圧ࠈkPa
PAWP Ѹ⫭ິ⬞ᳺථ圧ࠈmmHg
PAWPSI Ѹ⫭ິ⬞ᳺථ圧ࠈkPa

g-m/m2/beat

O2EI 酸素ᦜ取౿数
O2EI = {(SaO2 Ѹ SvO2) / SaO2}×100 (%)
説明：

SaO2 Ѹິ⬞血酸素飽和度ࠈ%
SvO2 ѸΊ合㟴⬞血酸素飽和度ࠈ%

%

O2ER 酸素ᦜ取⋙
O2ER = (Ca-vO2 / CaO2)×100 (%)
説明：

CaO2 Ѹິ⬞血酸素ྱ量ࠈmL/dL
Ca-vO2 Ѹິ㟴⬞血酸素ྱ量㍉ᕣࠈmL/dL

%

表 C-1ࠈ心機能プࣞフ࢒イルおよび酸素౩⤝プࣞフ࢒イルの計算式（つࡘき）

パラメータ 説明と計算式 単位
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PVR ⫭血⟮ᢤᢘ
PVR = {(MPAP Ѹ PAWP)×80}/CO 
PVRSI = {(MPAPSI Ѹ PAWPSI)×60}/CO
説明：

MPAP Ѹᖲᆍ⫭ິ⬞圧ࠈmmHg
MPAPSI Ѹᖲᆍ⫭ິ⬞圧ࠈkPa
PAWP Ѹ⫭ິ⬞ᳺථ圧ࠈmmHg
PAWPSI Ѹ⫭ິ⬞ᳺථ圧ࠈkPa
CO Ѹ心拍出量ࠈL/min

dn-s/cm5

kPa-s/L

PVRI ⫭血⟮ᢤᢘ౿数
PVRI = {(MPAP Ѹ PAWP)×80}/CI 
PVRISI= {(MPAPSI Ѹ PAWPSI)×60}/CI
説明：

MPAP Ѹᖲᆍ⫭ິ⬞圧ࠈmmHg
MPAPSI Ѹᖲᆍ⫭ິ⬞圧ࠈkPa
PAWP Ѹ⫭ິ⬞ᳺථ圧ࠈmmHg
PAWPSI Ѹ⫭ິ⬞ᳺථ圧ࠈkPa
CI Ѹ心౿数ࠈL/min/m2

dn-s-m2/cm5

kPa-s-m2/L

RVSWI ྎᐄ 1 回仕஥量౿数
RVSWI = SVI×(MPAP Ѹ CVP)×0.0136
RVSWI = SVI×(MPAPSI Ѹ CVPSI)×0.0136×7.5
説明：

SVI Ѹ 1 回拍出量౿数ࠈmL/beat/m2

MPAP Ѹᖲᆍ⫭ິ⬞圧ࠈmmHg
MPAPSI Ѹᖲᆍ⫭ິ⬞圧ࠈkPa
CVP Ѹ୯心㟴⬞圧ࠈmmHg
CVPSI Ѹ୯心㟴⬞圧ࠈkPa

g-m/m2/beat

SV 1 回拍出量
SV = (CO/PR)×1000
説明：

CO Ѹ心拍出量ࠈL/min
PR Ѹ⬞拍数ࠈbeats/min

mL/beat

SVI 1 回拍出量౿数
SVI = (CI/PR)×1000
説明：

CO Ѹ心拍出量ࠈL/min
PR Ѹ⬞拍数ࠈbeats/min

mL/beat/m2

SVR మ血⟮ᢤᢘ
SVR = {(MAP Ѹ CVP)×80}/CO (dyne-sec/cm5)
SVR = {(MAPSI Ѹ CVPSI)×60}/CO (dPa-s/L)
説明：

MAP Ѹᖲᆍິ⬞圧ࠈmmHg
MAPSI Ѹᖲᆍິ⬞圧ࠈkPa
CVP Ѹ୯心㟴⬞圧ࠈmmHg
CVPSI Ѹ୯心㟴⬞圧ࠈkPa
CO Ѹ心拍出量ࠈL/min

dyne-s/cm5

(kPa-s/L)SI

SVRI మ血⟮ᢤᢘ౿数
SVRI = {(MAP Ѹ CVP)×80}/CI
説明：

MAP Ѹᖲᆍິ⬞圧ࠈmmHg
MAPSI Ѹᖲᆍິ⬞圧ࠈkPa
CVP Ѹ୯心㟴⬞圧ࠈmmHg
CVPSI Ѹ୯心㟴⬞圧ࠈkPa
CI Ѹ心౿数ࠈL/min/m2

dyne-s-m2/cm5

(kPa-s-m2/L)SI

SVV 1 回拍出量ን໩
SVV = 100 × (SVmax - SVmin) / mean(SV)

㸚

表 C-1ࠈ心機能プࣞフ࢒イルおよび酸素౩⤝プࣞフ࢒イルの計算式（つࡘき）

パラメータ 説明と計算式 単位
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表 C-1ࠈ心機能プࣞフ࢒イルおよび酸素౩⤝プࣞフ࢒イルの計算式（つࡘき）

パラメータ 説明と計算式 単位

VO2 酸素ᾐ㈕量
VO2 = Ca-vO2×CO×10 (mL O2/min) 
説明：

Ca-vO2 Ѹິ㟴⬞血酸素ྱ量㍉ᕣࠈmL/dL
CO Ѹ心拍出量ࠈL/min

mL O2/min

VO2e 酸素ᾐ㈕量᥆定
VO2e = Ca-vO2×CO×10 (mL O2/min)
説明：

Ca-vO2 Ѹິ㟴⬞血酸素ྱ量㍉ᕣࠈmL/dL
CO Ѹ心拍出量ࠈL/min

mL O2/min

VO2I 酸素ᾐ㈕量౿数
VO2I =VO2 / BSA 

mL O2/min/m2

VO2Ie ᥆定酸素ᾐ㈕量౿数
VO2e/BSA

mL O2/min/m2

VQI ᥦ気血Ὦ౿数

説明：
HGB Ѹ⥪ヘモグࣞビン量ࠈg/dL
HGBSI Ѹ⥪ヘモグࣞビン量ࠈmmol/L
SaO2 Ѹິ⬞血酸素飽和度ࠈ%
SvO2 ѸΊ合㟴⬞血酸素飽和度ࠈ%
PAO2 Ѹ⫭⬂の O2 ఘ㛏ࠈmmHg

またࠈ
PAO2 = ((PBARѸPH2O)×FiO2) Ѹ PaCO2×(FiO2 +(1.0 Ѹ FiO2)/0.8)

説明：
FiO2 Ѹྺථ酸素⃨度
PBAR Ѹ 760 mmHg
PH2O Ѹ 47 mmHg
PaCO2 Ѹ 40 mmHg

%

{1.38×HGB×(1.0 Ѹ (SaO2/100))+ (0.0031×PAO2)}
VQI = ×100

{1.38×HGB×(1.0 Ѹ (SvO2/100))+ (0.0031×PAO2)}

{1.38×HGBSI×1.611344×(1.0 Ѹ (SaO2/100)) + (0.0031×PAO2)}
VQI = ×100

{1.38×HGBSI×1.611344×(1.0 Ѹ (SvO2/100)) + (0.0031×PAO2)}
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'��� ᝀ⩽ࢰ࣭ࢸථງ⠂ᅑ

表 D-1ࠈ患者情報

パラメータ ᭩ᑚ値 ᭩ኬ値 使用可能単位

性ื M（⏠性）㸤 F（ዥ性） N/A N/A

ᖳ㱃 2 120 ṋ

㌗㛏 12 in/30 cm 98 in/250 cm インࢲ（in）または cm

మ㔔 2 lbs/1.0 kg 882 lbs/400.0 kg lbs または kg

BSA 0.08 5.02 m2

ID 0 ᰾ 40 文Ꮚ なし

'��� โ㝀ೋࢹフ࢚ࣜࢸࡡ࣭ࣜࢢスࢺࣤࣝࢹ

注記  ヘモスフィアは、ୖഁスケールの設定値よりᑚさい値の上ഁスケールの設定を受ࡄ

付ࡄまࢆࡎ。また、上ഁスケールの設定値より高い値のୖഁスケールの設定も受ࡄ

付ࡄまࢆࡎ。

表 D-2 トレンドスケールのデフォルト値

パラメータ 単位 ᭩ᑚデフォルト値 ᭩ኬデフォルト値 設定間㝰

CO/iCO/sCO L/min 0.0 12.0 1.0

CI/iCI/sCI L/min/m2 0.0 12.0 1.0

SV mL/b 0 160 20

SVI mL/b/m2 0 80 20

SVV 㸚 0 50 10

ScvO2/SvO2 㸚 0 99 10

SVR/iSVR dyne-s/cm5 500 1500 100

SVRI/iSVRI dyne-s-m2/cm5 500 3000 200

EDV/sEDV mL 0 800 25

EDVI/sEDVI mL/m2 0 400 25

RVEF/sRVEF 㸚 0 100 10

SYS mmHg 80 160 5

DIA mmHg 50 110 5

MAP mmHg 50 130 5

MPAP mmHg 0 45 5

PPV 㸚 0 50 10

PR bpm 40 130 5
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表 D-3ࠈ設定可能なパラメータのアラームおよび表示⠂ᅑ

パラメータ 単位 表示⠂ᅑ 設定可能⠂ᅑ

CO L/min 1.0 㹳 20.0 1.0 㹳 20.0

iCO L/min 0.0 㹳 20.0 0.0 㹳 20.0

sCO L/min 1.0 㹳 20.0 1.0 㹳 20.0

CI L/min/m2 0.0 㹳 20.0 0.0 㹳 20.0

iCI L/min/m2 0.0 㹳 20.0 0.0 㹳 20.0

sCI L/min/m2 0.0 㹳 20.0 0.0 㹳 20.0

SV mL/b 0 㹳 300 0 㹳 300

SVI mL/b/m2 0 㹳 200 0 㹳 200

SVR dyne-s/cm5 0 㹳 5000 0 㹳 5000

SVRI dyne-s-m2/cm5 0 㹳 9950 0 㹳 9950

iSVR dyne-s/cm5 0 㹳 5000 0 㹳 5000

iSVRI dyne-s-m2/cm5 0 㹳 9950 0 㹳 9950

SVV 㸚 0 㹳 99 0 㹳 99

オキシメトリー（ScvO2/ SvO2） 㸚 0 㹳 99 0 㹳 99

EDV mL 0 㹳 800 0 㹳 800

sEDV mL 0 㹳 800 0 㹳 800

EDVI mL/m2 0 㹳 400 0 㹳 400

sEDVI mL/m2 0 㹳 400 0 㹳 400

RVEF 㸚 0 㹳 100 0 㹳 100

sRVEF 㸚 0 㹳 100 0 㹳 100

CVP mmHg 0 㹳 50 0 㹳 50

MAP mmHg 0 㹳 300 0 㹳 300

MAP
（ິ⬞圧ἴ形のリアルタイム表示）

mmHg -34 㹳 312 0 㹳 300

MPAP mmHg 0 㹳 99 0 㹳 99

SYS mmHg 0 㹳 300 10 㹳 300

DIA mmHg 0 㹳 300 10 㹳 300

PPV 㸚 0 㹳 99 0 㹳 99

PR bpm 0 㹳 220 0 㹳 220

HRavg bpm 0 㹳 220 0 㹳 220
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注記 ౿数なしの⠂ᅑは、౿数໩⠂ᅑおよびථງした BSA 値にᇱࡘきます。

'��� ア࣭࣑ࣚඁࡡ඙ᗐ

表 D-4ࠈパラメータアラームのレッドࢯーンおよびターゲットのデフォルト値

パラメータ 単位
EW アラーム

（レッドࢯーン）
ୖ㝀デフォルト値

EW ターゲット
ୖ㝀デフォルト値

EW ターゲット
上㝀デフォルト値

EW アラーム
（レッドࢯーン）
上㝀デフォルト値

CI/iCI/sCI L/min/m2 1.0 2.0 4.0 6.0

SVI mL/b/m2 20 30 50 70

SVRI/iSVRI dyne-s-m2/cm5 1000 1970 2390 3000

SVV 㸚 0 0 13 20

ScvO2/SvO2 㸚 50 65 75 85

EDVI/sEDVI mL/m2 40 60 100 200

RVEF/sRVEF 㸚 20 40 60 60

DO2I mL O2/min/m2 300 500 600 800

VO2I/VO2Ie mL O2/min/m2 80 120 160 250

CVP mmHg 2 2 8 10

SYS mmHg 90 100 130 150

DIA mmHg 60 70 90 100

MAP mmHg 60 70 100 120

MPAP mmHg 5 9 18 25

HRavg bpm 60 70 100 120

HGB g/dL 7.0 11.0 17.0 19.0

mmol/L 4.3 6.8 10.6 11.8

SpO2 㸚 90 94 100 100

PPV 㸚 0 0 13 20

PR bpm 60 70 100 120

表 D-5 パラメータアラームのレッドࢯーンඁ඙度

⏍⌦的パラメータ
アラーム

（レッドࢯーン）ୖ㝀ඁ඙度
アラーム

（レッドࢯーン） 上㝀ඁ඙度

CO/CI/sCO/sCI 高 ୯

SV/SVI 高 ୯

SVR/SVRI ୯ ୯

SVV ୯ ୯

ScvO2/SvO2 高 ୯

EDV/EDVI/sEDV/sEDVI ୯ ୯

RVEF/sRVEF ୯ ୯

SYS 高 高

DIA 高 高

MAP 高 高

MPAP ୯ ୯

CVP ୯ ୯

PPV ୯ ୯
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注記  アラーム信号のⓆ⏍㐔ᘇはパラメータに౪Ꮛします。オキシメトリー関連パラメー

タの場合、㐔ᘇは 2 ⛂ᮅ続連のでグンリタニモルーュジモツンガンワス。すで‮

CO および関連パラメータでは、㐔ᘇは 360 ⛂ᮅるよに算計ターメラパ、がすで‮

㐔ᘇは㏳ᖏ 57 ⛂です。ヘモスフィア 圧ケーブルモニタリングでの連続 CO および

フࣞートラックシステムでの関連パラメータの場合、㐔ᘇはパラメータᖲᆍ໩（5 ⛂）

の場合は 2 ⛂、パラメータᖲᆍ໩（20 ⛂および 5 ฦ）の場合は 20 ⛂です（表 6-1
を参照してください）。ヘモスフィア 圧ケーブルと TruWave DPT をె用して測定さ

れたパラメータの場合、㐔ᘇは 2 ⛂です。

ඁ඙度がࠔ高ࠕの⏍⌦的アラームでは、ඁ඙度がࠔ୯ࠕの⏍⌦的アラームとẒべて、

パラメータ値が㏷く点⁓します。ඁ඙度がࠔ୯ࠕとࠔ高ࠕのアラームがྜྷ時に㫾っ 
た場合、ඁ඙度ࠔ高ࠕの⏍⌦的アラームの音が⪲こ࠻ます。ඁ඙度ࠔ఩ࠕのアラー 
ムのⓆ⏍୯にඁ඙度ࠔ୯ࠕ௧上のアラームがⓆ⏍した場合、ඁ඙度ࠔ఩ࠕのアラー 
ムメッセージとちつインジケータはඁ඙度の高いアラームメッセージおよび関連す 
るちつインジケータに置きᥦ࠻られます。

ᢇ⾙的フォルトの࡮とࢆどはඁ඙度がࠔ୯ࠕです。警告やその௙のシステムメッセー 
ジはඁ඙度がࠔ఩ࠕです。

ඁ඙度がࠔ高ࠕの⏍⌦的アラームでは、ඁ඙度がࠔ୯ࠕの⏍⌦的アラームとẒべて、

パラメータ値が㏷く点⁓します。ඁ඙度がࠔ୯ࠕとࠔ高ࠕのアラームがྜྷ時に㫾っ

た場合、ඁ඙度ࠔ高ࠕの⏍⌦的アラームの音が⪲こ࠻ます。ඁ඙度ࠔ఩ࠕのアラー

ムのⓆ⏍୯にඁ඙度ࠔ୯ࠕ௧上のアラームがⓆ⏍した場合、ඁ඙度ࠔ఩ࠕのアラー

ムメッセージとちつインジケータはඁ඙度の高いアラームメッセージおよび関連す

るちつインジケータに置きᥦ࠻られます。

  ᢇ⾙的フォルトの࡮とࢆどはඁ඙度がࠔ୯ࠕです。警告やその௙のシステムメッセー

ジはඁ඙度がࠔ఩ࠕです。
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表 D-6ࠈ言語デフォルト設定

言語
デフォルトの表示単位 時刻の

表示形式
日付の表示形式

CO トレンド
ᖲᆍ時間PaO2 HGB ㌗㛏 మ㔔

English（US） mmHg g/dL in lbs 12 時間 ᭮㸤日㸤ᖳ 20 ⛂

English（UK） kPa mmol/L cm kg 24 時間 日㸤᭮㸤ᖳ 20 ⛂

Français kPa mmol/L cm kg 24 時間 日㸤᭮㸤ᖳ 20 ⛂

Deutsch kPa mmol/L cm kg 24 時間 日㸤᭮㸤ᖳ 20 ⛂

Italiano kPa mmol/L cm kg 24 時間 日㸤᭮㸤ᖳ 20 ⛂

Español kPa mmol/L cm kg 24 時間 日㸤᭮㸤ᖳ 20 ⛂

Svenska kPa mmol/L cm kg 24 時間 日㸤᭮㸤ᖳ 20 ⛂

Nederlands kPa mmol/L cm kg 24 時間 日㸤᭮㸤ᖳ 20 ⛂

ǽȢȢȞȤȠȡ̧ kPa mmol/L cm kg 24 時間 日㸤᭮㸤ᖳ 20 ⛂

Português kPa mmol/L cm kg 24 時間 日㸤᭮㸤ᖳ 20 ⛂

日本語 mmHg g/dL cm kg 24 時間 ᭮㸤日㸤ᖳ 20 ⛂

୯文 kPa mmol/L cm kg 24 時間 日㸤᭮㸤ᖳ 20 ⛂

Îeština kPa mmol/l cm kg 24 時間 日㸤᭮㸤ᖳ 20 ⛂

Polski kPa mmol/l cm kg 24 時間 日㸤᭮㸤ᖳ 20 ⛂

Suomi kPa mmol/l cm kg 24 時間 日㸤᭮㸤ᖳ 20 ⛂

Norsk kPa mmol/L cm kg 24 時間 日㸤᭮㸤ᖳ 20 ⛂

Dansk kPa mmol/L cm kg 24 時間 日㸤᭮㸤ᖳ 20 ⛂

Eesti mmHg mmol/L cm kg 24 時間 日㸤᭮㸤ᖳ 20 ⛂

Lietuviĵ mmHg g/dl cm kg 24 時間 日㸤᭮㸤ᖳ 20 ⛂

Latviešu kPa mmol/L cm kg 24 時間 日㸤᭮㸤ᖳ 20 ⛂

注記：Ὼ度のデフォルト設定はすべての言語でᦜẮです。

注記 上記の言語はあくまで参考であり、選択できないこともあります。
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(��� ᏽᩐࣤࣘࢨ࣭ࢷ࣭ࣖࣅࣤࢤ

iCO モードにおいて、スワンガンツモジュールは、注ථᾦῺ度（ࣁス）プࣞーブ設定かフࣞー

スルー（インライン）注ථᾦῺ度プࣞーブのどࡔらかを使って、௧ୖの表に᥎載するコンピュー

テーション定数により心拍出量を計算します。スワンガンツモジュールは使用する注ථᾦῺ度

プࣞーブの⛸㢦を⮤ິで検▩し、対応する注ථᾦῺ度、࢜テーテルのサイズ、注ථᾦᐖ量によ

り、使用するコンピューテーション定数をỬ定します。

注記  ௧ୖに示すコンピューテーション定数はප⛘値であり、各࢜テーテルサイズに適用

可能です。使用する࢜テーテルᅖ᭯のコンピューテーション定数については、࢜ テー

テルの添付文書を参照してください。

  モデルᅖ᭯のコンピューテーション定数は、iCO モードの設定メニューで手ථງし

ます。

表 E-1ࠈ注ථᾦῺ度（ࣁス）プࣞーブ用のコンピューテーション定数

注ථᾦの
Ὼ度⠂ᅑ
（Υ）

注ථᾦ
ᐖ量

（mL）

࢜テーテルサイズ（フレンࢲ）

8 7.5 7 6 5.5

ᐄῺ
22.5 㹳 27Υ

10 0.612 0.594 0.595 0.607 0.616

5 0.301 0.283 0.287 0.304 0.304

3 0.177 0.159 0.165 0.180 0.180

ᐄῺ
18 㹳 22.5Υ

10 0.588 0.582 0.578 0.597 0.606

5 0.283 0.277 0.274 0.297 0.298

3 0.158 0.156 0.154 0.174 0.175

ể෫
5 㹳 18Υ

10 0.563 0.575 0.562 0.573 0.581

5 0.267 0.267 0.262 0.278 0.281

3 0.148 0.150 0.144 0.159 0.161

ể෫
0 㹳 5Υ

10 0.564 0.564 0.542 0.547 0.555

5 0.262 0.257 0.247 0.259 0.264

3 0.139 0.143 0.132 0.144 0.148

* ᚘ⎌パラメータの測定を᭩適໩するため、注ථᾦのῺ度は、࢜テーテルの添付文書に記

載されているῺ度⠂ᅑのいࡍれかに対応さࡎてください。
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表 E-2ࠈフࣞースルー（インライン）注ථᾦῺ度プࣞーブ用のコンピューテーション定数

注ථᾦの
Ὼ度⠂ᅑ
（Υ）

注ථᾦ
ᐖ量

（mL）

࢜テーテルサイズ（フレンࢲ）

8 7.5 7 6 5.5

ᐄῺ
22.5 㹳 27Υ

10 0.601 0.599 0.616 0.616 0.624

5 0.294 0.301 0.311 0.307 0.310

ᐄῺ
18 㹳 22.5Υ

10 0.593 0.593 0.603 0.602 0.612

5 0.288 0.297 0.295 0.298 0.304

ể෫
5 㹳 18Υ

10 0.578 0.578 0.570 0.568 0.581

5 0.272 0.286 0.257 0.276 0.288

ể෫
0 㹳 5Υ

10 0.562 0.563 0.537 0.533 0.549

5 0.267 0.276 0.217 0.253 0.272

* ᚘ⎌パラメータの測定を᭩適໩するため、注ථᾦのῺ度は、࢜テーテルの添付文書に記

載されているῺ度⠂ᅑのいࡍれかに対応さࡎてください。
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)��� ㏳ᖏ࣒ࣤࣤࢻࢷス

ヘモスフィアには、ユーザーが⮤ฦでಞ⌦できる部品はྱまれておらࡍ、㈠᰹のあるサービス

ᢰᙔ者のみがಞ⌦を⾔࠹ことができます。㝌内のࣁイオメディ࢜ル部㛓またはサービスᢇ⾙者

は、メンテナンスおよび්現性ム㥺の手順に関して、ヘモスフィアの取扱説明書を参照してく

ださい。本付録には、モニターやシステムのアクセサリーのΰᤪ方法、また、ಞ⌦㸤ஹᥦのサ

ポートをᚋるため、エドワーズライフサイエンスᰬ式ఌ♣にࡇ連⤙いただく方法に関する情報

が記載されています。

警告  ヘモスフィアには、ユーザーがಞ⌦できる部品はྱまれていまࣁ࢜。ࢆࡎーを外し

たり、ฦゆ➴を⾔ったりすると、高電圧によれる༱㝜性があります。

注意 使用ࡇとに、モニターとアクセサリーをΰᤪしಕ⟮してください。

)��� モࡦࡻ࠽࣭ࢰࢼモࡡ࣭ࣜࣖࢩΰᤪ

警告  វ電またはⓆℾの༱㝜があります㸖ヘモスフィア、モジュール、ケーブルをᾦమの

୯にᾈさないでください。また、ᾦమが装置内部にථらないよ࠹にしてください。

ヘモスフィアやモジュールは、௧ୖのⷾ品をᇱにするὑὯ๠で‭らࡎた᯺らかいᕱでΰᤪでき

ます。

・70% イソプࣞピルアルコール

・2% グルタルアルデࣃド
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・10% ⁳Ⓣᾦ（ḗலሲ素酸ナトリウム）

・ᄿ⣥アンモニウム⁈ᾦ

その௙のὑὯᾦは使用しないでください。≁に明記しない㝀り、上記のὑὯ๠は、ヘモスフィ

アのアクセサリー、ケーブル、モジュールのΰᤪに使用することができます。

注意  ヘモスフィア、アクセサリー、モジュール、ケーブルにᾦమをかࡄたりྻきかࡄた

りしないでください。

 ᣞ定した⛸㢦௧外のᾐẐᾦは使用しないでください。

 ⚏Ḿ஥㡧：

ᾦమが電″と接よすること・ࠈ 

ことࡳクタまたはケースの㛜ཾ部にථり㎰ࢾᾦమがコ・ࠈ 

  上記⟘ᡜのいࡍれかにᾦమが付╌した場合は、本装置を操作しないでください。た

だࡔに電″をวり、㈏᪃設のࣁイオメディ࢜ル部㛓またはᘚ♣のႜᴏᢰᙔ者へࡇ連

⤙ください。

)��� ΰᤪࡡࣜࣇ࣭ࢢ

ヘモスフィア 圧出ງケーブルのよ࠹なケーブルは、上記（セクション F.2）のὑὯ๠を使用

して、௧ୖの手順でΰᤪできます。

注意  すべてのケーブルを定期的に検ᰕし、不ර合がないか確認してください。཭⣙時に

ケーブルをきつくᕬかないでください。

1 ᾐẐᾦを‭らࡎた᯺らかいᕱで表面をᣌきます。

2  ⁓ⳞỀをྱまࡎたコットンガーࢭを用いて、ὑ๠用のワイプを使用したᚃに仕上ࡅ

ᣌき用のワイプを使用してください。ὑ๠がṟらないよ࠹、༎ฦに仕上ࡅᣌきをし

てください。

3 ΰ₡なஜいたᕱで表面をᣌき、ஜ⇩さࡎます。

≁定のケーブルについての⿭㊂的な手順は、௧ୖのセクションに記載されています。

注意  ヘモスフィア オキシメトーケーブル、࢜テーテル接続ケーブルおよびヘモスフィ

ア 圧ケーブルにὑὯ๠やスプレー๠を用いたり、├接ὑὯᾦを注いだりしないでく

ださい。

  ヘモスフィア オキシメトリーケーブル、࢜テーテル接続ケーブルおよびヘモスフィ

ア 圧ケーブルを高圧ⵠ気⁓Ⳟ、ᨲᑏ⥲⁓Ⳟまたは EO ⁓Ⳟしないでください。また、

ᾦమにᾈさないでください。

)����� ヘモスフィア࢛࢞ࡡࣜࣇ࣭ࢢ࣭ࣛࢹ࣒ࢨΰᤪ

オキシメトリーケーブルのකフ࢒イࣁーインターフェースはᖏにΰ₡にしておくᚪ要がありま

す。オキシメトリー࢜テーテルのオプティ࢜ルコࢾクタ内のකフ࢒イࣁーは、オキシメトリー

ケーブルのකフ࢒イࣁーと接続して使用します。70% イソプࣞピルアルコール⁈ᾦをྱࢆだ

⁓Ⳟアルコールワイプでオキシメトリーケーブルのࣀウジングと接続ケーブルをΰᤪします。

リントフリー⥝Ფに⁓Ⳟアルコールをྱまࡎ、オキシメトリーケーブルのࣀウジングの前面内

部にあるකフ࢒イࣁーをやさしくあてがい、ỗれを取ります。
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注意  ヘモスフィアオキシメトリーケーブルを、高圧ⵠ気⁓Ⳟ、ᨲᑏ⥲⁓Ⳟ、EO ⁓Ⳟに

かࡄないでください。

 ヘモスフィアオキシメトリーケーブルをᾦమにᾈさないでください。

)����� ΰᤪࡡࢰࢠࢾࢤ࡛ࣜࣇ࣭ࢢ⤾᥃ࣜࢷ࣭ࢷ࢜

࢜テーテル接続ケーブルは電気的・機᲌的構成部品をྱࢆでいるため、㏳ᖏにࡇ使用いただい

た場合でも᦮⪎および破損がⓆ⏍することがあります。使用前にはケーブルの⤧⦍మ、ストレ

インリリーフ、コࢾクタを┘ち点検してください。ḗのいࡍれかが確認された場合、そのケー

ブルは使用しないでください。

・⤧⦍破ቪ

・᦮⪎

・コࢾクタのピンが引っ㎰ࢆでいる、または᭜がっている

・コࢾクタが欠ࡄている、๪れている

1  ࢜ テーテル接続ケーブルはᾦమのᾈථからಕ㆜されまࢆࡎ。ᚪ要に応じて⁳Ⓣ๠と

Ềを 1:9 でΊ合した⁈ᾦを᯺らかいᕱにྱまࡎて、ケーブルをᣌきます。

2  コࢾクタを⮤↓ஜ⇩さࡎます。

注意  ケーブルコࢾクタが本装置に接続されており、本装置の電″がオンになっている時

に、コࢾクタ部に電ゆ㈹⁈ᾦ（஘酸リンゲルᾦなど）がかかった場合は、ທ㉫電圧

により⭁㣏およびᑙ電性の᛬⃥なን໩を引き㉫こす可能性があります。

  ケーブルコࢾクタをὑ๠、イソプࣞピルアルコール、グルタルアルデࣃドにᾈさな

いでください。

 ケーブルコࢾクタのஜ⇩に⇍㢴機を使用しないでください。

3 リ⣵については、ᘚ♣のႜᴏᢰᙔ者にࡇ┞ㄧください。

)����� ᅸࡡࣜࣇ࣭ࢢΰᤪ

ヘモスフィア 圧ケーブルは、セクション F.2 に記載されたὑὯ๠および本章（セクション F.3）
のා㢄でプラットフォームケーブル用にᣞ定された方法を使用してὑὯできます。モニターか

ら圧ケーブルを外してコࢾクタを⮤↓ஜ⇩さࡎます。トランスデューサのコࢾクタを送㢴ஜ⇩

さࡎる場合は、ΰ₡でஜ⇩した圧⦨✭気౩⤝装置からの送㢴、エアࢱスター、または CO2 エ

アࣞࢯルを 2 ฦ間௧上ྻき付ࡄてください。ᐄ内᮪௲ୖでஜ⇩さࡎる場合は、使用する前にコ

クタをࢾ 2 日間ஜ⇩さࡎてください。

注意  ケーブルコࢾクタが本装置に接続されており、本装置の電″がオンになっていると

きに、コࢾクタ部に電ゆ㈹⁈ᾦ（஘酸リンゲルᾦなど）がかかった場合は、ທ㉫電

圧により⭁㣏およびᑙ電性の᛬⃥なን໩を引き㉫こす可能性があります。

  ケーブルコࢾクタをὑ๠、イソプࣞピルアルコール、グルタルアルデࣃドにᾈさな

いでください。

 ケーブルコࢾクタのஜ⇩に⇍㢴機を使用しないでください。

)��� Ⅴ᳠ࢹ࣭࣎ࢦࡦࡻ࠽

ၡ㢗のฦᯊと対処法は➠ 11 章ࠔトラブルシューティングࠕを参照してください。ၡ㢗がゆỬ

しない場合は、エドワーズライフサイエンスᰬ式ఌ♣におၡい合ࡎࢂください。

エドワーズライフサイエンスᰬ式ఌ♣はヘモスフィアの操作に関するサポートをᥞ౩していま

す。
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・E-mail による操作サポート：tech_support@edwards.com（ⱝ語のみ）

おၡい合ࡎࢂいただく際には、ḗの情報をࡇ用意ください。

・モニターの⫴面に記載されている、ヘモスフィアのシリアル␊号

・ၡ㢗Ⓠ⏍時に表示されたメッセージ➴、ၡ㢗に関するリしい情報

)��� ᡜᅹᆀࡡ♣スᰬᘟఌ࢙ࣤ࢕ࢦフ࢕ࣚࢫ࣭࣠ࢺ࢙

ࠚ 160-0023
᮶ா㒌᩺ᐙ༇け᩺ᐙ 6 ୍┘ 10 ␊ 1 号

電ヨ␊号：03-6894-0500（௥表）

)��� モࡡ࣭ࢰࢼฌฦ

ヘモスフィア、ケーブル㢦を処ฦする際は、ெమ、⎌ሾ、௙の機器へのỗ᯹やវ᯹を防Ḿする

ため、各国の電気および電Ꮔ部品をྱࡳ装置に対する法ᚂにᚉって、ヘモスフィアやケーブル

㢦をᚪࡍ適วにṽⳞ、ᾐẐしてください。

使いᤖて用の部品およびアクセサリーについては、≁に記載がない㝀り、医⒢⣌ᗣᲘ∸に関す

るᆀ方⮤἖మのぜ์にᚉってください。

)����� ࣜࢠ࢕ࢦࣛࡡ࣭ࣛࢷࢴࣁ

ඖ電できなくなったࣁッテリーパックはஹᥦしてください。取り外したᚃは、リサイクルに関

する⮤἖మのガイドラインにᚉってください。

注意  リࢲウムイオン電ờは、国、㒌㐠ᗋ┬、⮤἖మの法௦にᚉってリサイクルまたはᗣ

Იしてください。

)��� ஢㜭࣒ࣤࣤࢻࢷス

ヘモスフィアの外装に破損➴がないか定期的にࢲェックしてください。➺మにஞ⿛、破損、へ

こみがなく、全部品がᥖっていることを確認してください。また、ᾦమの⁻れやㄏ用の඗ುが

ないか確認してください。

コードおよびケーブルを定期的にࢲェックして、᦮⪎や損傷、ᑙ⥲の露出がないことを確認し

てください。

)����� スࣤࢻࢷ࣒ࣤࡡ࣭ࣛࢷࢴࣁ

)������� ࢡࣤࢼࣘࢨィࢸࣤࢤࡡ࣭ࣛࢷࢴࣁ

ッテリーパックは、定期的なコンディショニングがᚪ要となる場合があります。ィ練されたࣁ

⑋㝌スタッフまたはᢇ⾙者のみが、この機能を実᪃してください。コンディショニングの手順

については、᭩ᐞりのエドワーズライフサイエンスᰬ式ఌ♣におၡい合ࡎࢂください。
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警告  ⇷Ⓠの༱㝜があります㸖ࣁッテリーを㛜ࡄたり、↕༴したり、高Ὼୖでಕ⟮したり、

▯⤙さࡎたりしないでください。ࣁッテリーがⓆℾ、⇷Ⓠ、ᾦ⁻れ、Ⓠ⇍し、㔔傷

やṒஷの原因となるおそれがあります。

)������� ⟯ಕࡡ࣭ࣛࢷࢴࣁ

た≟ឺでಕ⟮できます。ಕ⟮時の⎌ሾ仕様についࡄッテリーパックはヘモスフィアに取り付ࣁ

ては、ࠔヘモスフィアの仕様ࠕを参照してください。

注記 高Ὼで㛏期ಕ⟮すると、ࣁッテリーパックのᑋ࿤が▯くなる場合があります。

)��� ア࣭࣑ࣚࢷࡡࣜࢻࢡࢨスࢹ

ヘモスフィアを㉫ິするたびに、⮤ິ的にセルフテストが実⾔されます。セルフテストの一⎌

として、アラーム音が㫾ります。これは、アラーム音インジケータが正しく機能していること

を示します。測定時のアラームを಴ืにさらにテストする場合には、定期的にアラーム⠂ᅑを

ㄢᩒして、適วなアラームິ作がびᐳできるか確認してください。

)��� ಕチ

エドワーズライフサイエンスᰬ式ఌ♣は、ヘモスフィアが本書のᣞ示にᚉって使用された場合、

ラベルに記載されている┘的および表示内ᐖをらか日ථ㉆をとこすた‮ 1 ᖳ間ಕチします。ᣞ

示どおりにヘモスフィアを使用しなかった場合、本ಕチは↋ຝになります。ၛ品性または≁定

の┘的への適合性に関するಕチをྱめ、明示・㯪示をၡࡍࢂ௙にಕチはありまࢆࡎ。いかなる

ಕチ㐢ཬの場合もエドワーズライフサイエンスᰬ式ఌ♣の။一の⩇ຸおよび㉆ථ者へのᨾῥ᥈

置は、エドワーズライフサイエンスᰬ式ఌ♣の⿚量にᇱࡘくヘモスフィアのಞ⌦もしくはஹᥦ

に㝀定されるものとします。

エドワーズライフサイエンスᰬ式ఌ♣は├接的、ഃⓆ的、⤎ᯕ的な損害については一ว㈈௴を

ㇿいまࢆࡎ。Edwards 製௧外の࢜テーテルの使用により⏍じたヘモスフィアの破損、不ර合に

ついては、本ಕチにおいてエドワーズライフサイエンスᰬ式ఌ♣は製品のಞ⌦、ஹᥦの⩇ຸは

ㇿࢂないものとします。

019_౫ຉD_HS-2版_04.indd   183 2018/11/19   9:41



185 186185 186

019_౫ຉD_HS-2版_04.indd   184 2018/11/19   9:41



187 188187 188
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↋⥲ᢇ⾙に関する情報 ……………………………………………………………………………… 191

*��� 㞹☚୦❟ᛮ㸝(0&㸞

参考：IEC 60601-1-2:2007、IEC/EN 60601-1-2:2007 および IEC 60601-2-49:2011-02
IEC 60601-1-2:2014、IEC/EN 60601-1-2:2014-02ࠈࠈࠈ および IEC 60601-2-49:2011-02
ࠈࠈࠈ

ヘモスフィアは、本付録に記載する電☚⎌ሾでの使用に適しています。㢫ᐂ、すなࡔࢂヘモス

フィアのユーザーは、このよ࠹な⎌ሾで使用することをᚥᗇしてください。ヘモスフィアに接

続する場合は、表 B-1 に記載のアクセサリー、ケーブルすべてが、上記の EMC ぜ᰹に‵ᣈす

るよ࠹にしてください。

*��� ౐⏕࡙࠷ࡗ࡞

医用電気機器は、EMC に関する≁ืな㒼៎を要し、௧ୖの EMC 情報にᇱࡘいて設置および

使用するᚪ要があります。

警告  ᣞ定外のアクセサリー、センサー、ケーブルを使用すると、電☚ᨲᑏのቌຊや電☚

イ࣐ュニティの఩ୖをᣅくことがあります。

 ヘモスフィアの改㏸は認められていまࢆࡎ。

  ᦘᖈ形および⛛ິ形 RF ㏳信装置や、その௙電☚ጄ害の原因になり࠹るジアテル

࣐ー、◃▴⾙、RFID、電☚ἴ┈㞬防Ḿシステムおよび㔘属᥀▩機➴は、本装置を

すべての医⒢電気機器にᙫ㡢する可能性があります。㏳信装置とヘモスフィアࡳྱ

の適วなฦ㞫㊝㞫の⥌ᣚに関するガイࢱンスは、表 G-3 に記載されています。௙の

RF エ࣐ッターのᙫ㡢は不明で、ヘモスフィアの機能や安全性にᙫ㡢する可能性が

あります。

注意  本装置は IEC 60601-1-2 への適合について検ᰕされており、このᇱ‵に適合してい

ます。このᇱ‵は඼ᆵ的な医⒢᪃設において᭯害なᖱῦからጂᙔなಕ㆜を⾔࠹ため

に考᱄されたものです。本装置は高࿔ἴエࢾル࢟ーをⓆ⏍、使用し、ᨲᑏする可能

性があり、ᣞ示にᚉって設置および使用しない場合、㎾くにある௙の機器に᭯害な

ᖱῦを୙࠻る可能性があります。しかし≁定の᪃設においてᖱῦが㉫こらないとい

本装置が௙の機器に᭯害なᖱῦを㉫こす場合（装置の電″を。ࢆࡎಕチはありま࠹

オフにして්度オンにすることでฦかります）、௧ୖの対➿を 1 つまたは々数⾔って、

ᖱῦがなくなるよ࠹にムみてください：

 ・受信器のྡྷきをን࠻るまたは位置をን࠻る。
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 ・装置間の㊝㞫をᗀࡅる。

 ・᭩ᐞりのエドワーズライフサイエンスᰬ式ఌ♣にၡい合ࡎࢂる。

表 G-1ࠈ電☚エ࣐ッション

ガイࢱンスと適合宣言㸢電☚エ࣐ッション

ヘモスフィアは、ୖ記の電☚⎌ሾでの使用に適しています。㢫ᐂ、すなࡔࢂヘモスフィアのユーザーは、
このよ࠹な⎌ሾで使用することをᚥᗇしてください。

エ࣐ッションム㥺 適合性 説明

RF エ࣐ッション CISPR 11 グループ 1 ヘモスフィアは、内部機能のみに RF エࢾル࢟ーを使用しま
す。したがって、その RF エ࣐ッションは㟸ᖏに఩く、㎾く
の電気機器にᖱῦを㉫こす可能性は఩いとい࠻ます。

RF エ࣐ッション CISPR 11 クラス A ヘモスフィアは、పᏩ᪃設およびపᏩ⎌ሾのᘋ∸に電ງを౩
⤝するපභの఩電圧㒼電⣌に├接接続された᪃設௧外のすべ
ての᪃設での使用に適しています。

高ㄢἴエ࣐ッション IEC 
61000-3-2

クラス A

電圧ንິ㸤フリッ࢜ーエ
࣐ッション
IEC 61000-3-3

適合

表 G-2ࠈガイドラインと適合の宣言-RF ↋⥲㏳信機器に対する⪇性

ム㥺
࿔ἴ数

ᖈᇡ
サービス ንㄢ方式

᭩ኬ電ງ ㊝㞫
イ࣐ュニティ
ム㥺レベル

MHz MHz W メートル （V/m）

ヘモスフィアはୖ記の電☚⎌ሾでの使用を意図しています。㢫ᐂまたはユーザーは、ୖ記のよ࠹な⎌ሾで使用
されていることを確認するᚪ要があります。

385 380-390 TETRA 400 Pulse modulation2

18Hz 1.8 0.3 27

450 430-470 GMRS 460,
FRS 460

FM3

± 5kHz deviation 1
kHz sine

2 0.3 28

710
745
780

704-787 LTE Band 13,17 Pulse modulation2

217Hz 0.2 0.3 9

810
870
930

800-960

GSM 800/900,
TETRA 800,
iDEN 820,

CDMA 850,
LTE Band 5

Pulse modulation2

18Hz 2 0.3 28

1720
1845
1970

1700-1900

GSM 1800; CDMA 
1900; GSM 1900; 

DECT; LTE Band 1, 
3, 4, 25; UMTS

Pulse modulation2

217Hz 2 0.3 28

2450 2400-2570

Bluetooth,
WLAN,

802. 11 b/g/n,
RFID 2450,
LTE Band 7

Pulse modulation2

217Hz 2 0.3 28

5240
5500
5785

5100-5800 WLAN
802. 11a/n

Pulse modulation2

217Hz 0.2 0.3 9

注：イ࣐ュニティム㥺レベルにᚪ要であれࡣ、送信アンテナと ME 機器または ME システムとの間の㊝㞫を
1m に΅らすことができます。1m のム㥺㊝㞫は IEC 61000-4-3 によって認められています。
1 サービスによっては、アップリンク࿔ἴ数のみがྱまれています。
2 キャリアは、50% デューティサイクルの方形ἴ信号を使用してንㄢされているᚪ要があります。
3 実際のንㄢを表していないがワーストケースになる場合があるため、FM ንㄢの௥ࢂりに 18Hz で 50% パル
スንㄢを使用することができます。
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表 G-3ࠈᦘᖈ形および⛛ິ形 RF ㏳信装置とヘモスフィア間の᥆ዜฦ㞫㊝㞫

ヘモスフィアはᨲᑏ RF ጄ害を⟮⌦している電☚⎌ሾ内での使用に適しています。送信機器の᭩ኬ出ງに
ᇱࡘいて、ᦘᖈ形および⛛ິ形 RF ㏳信機器（送信機）とヘモスフィアとの᭩ᑚ㊝㞫をḗのよ࠹にಕつこ
とで、電☚㝸害をᢒโするのにᙲ❟ࡔます。

送信機࿔ἴ数 150kHz 㹳 80MHz 80 㹳 800MHz 800 㹳 2500MHz 2.5 㹳 5.0GHz

式 d=1.2 ҀP d=1.2 ҀP d=2.3 ҀP d=2.3 ҀP

送信機の定᰹᭩ኬ出ງ
（ワット）

ฦ㞫㊝㞫
（メートル）

ฦ㞫㊝㞫
（メートル）

ฦ㞫㊝㞫
（メートル）

ฦ㞫㊝㞫
（メートル）

0.01 0.12 0.12 0.24 0.24

0.1 0.37 0.37 0.74 0.74

1 1.2 1.2 2.3 2.3

10 3.7 3.8 7.4 7.4

100 12 12 23 23

一覧にない定᰹᭩ኬ出ງ電ງの送信機の㊝㞫㹙は、ラᙔするาの式を使ってịめることができます。P は
送信機製㏸ᴏ者による送信機の定᰹᭩ኬ出ງ電ງです（ワット数）。
注 1：80MHz および 800MHz では、高い方の࿔ἴ数ᖈᇡのฦ㞫㊝㞫が適用されます。
注 2：これらのガイドラインは、すべての≟Ἓに適用できるとは㝀りまࢆࡎ。電☚ఎ᧓は構㏸∸、∸మ、ெ
のྺ཭およびそれらからのཬᑏによってᙫ㡢されます。

表 G-4ࠈ電☚イ࣐ュニティ（㟴電気ᨲ電、ࣁースト、サージ、電圧ディップ、電″࿔ἴ数☚⏲）

イ࣐ュニティム㥺 IEC 60601-1-2 ム㥺レベル 適合性レベル 電☚⎌ሾѸガイࢱンス

 ヘモスフィアは、ୖ記の電☚⎌ሾでの使用に適しています。㢫ᐂ、すなࡔࢂヘモスフィアのユーザーは、この
よ࠹な⎌ሾで使用することをᚥᗇしてください。

㟴電気ᨲ電（ESD）
IEC 61000-4-2

± 8 kV 接よ ± 8 kV ᮄᮞ、コンクリート、またはセ
ラ࣐ックタイルの床。合成ᮞᩩ
でさࢂれている床の場合、┞対
‭度は᭩఩ 30㸚。

± 15 kV 気୯ ± 15 kV

電気的フ࢒ストトラン
ジェント㸤ࣁースト
IEC 61000-4-4

± 2 kV 電″ライン

± 1 kV ථ出ງライン >3 メー
トル

± 2 kV 電″ライン

± 1 kV ථ出ງライン
>3 メートル

電″の品㈹は、ᵾ‵のၛ用⎌ሾ
および㸤または⑋㝌⎌ሾのもの
とする。

サージ
IEC 61000-4-5

± 1 kV ラインѸライン間

± 2 kV ラインѸ接ᆀ間

± 1 kV ラインѸ
ライン間

± 2 kV ライン
Ѹ接ᆀ間

電″ථງラインにおࡄる
電圧ディップ、▯時間ೳ
電および電圧ን໩
IEC 61000-4-11

<5%UT（95%>UT のディップ）
0.5 サイクル

<5%UT 電″の品㈹は、ᵾ‵のၛ用⎌ሾ
および㸤または⑋㝌⎌ሾのもの
になります。ೳ電時も ヘモス
フィアの⤽続㐘㌷を要する場
合、↋ೳ電電″装置またはࣁッ
テリーから ヘモスフィアに電
ງを౩⤝してください。

40%UT（60%UT のディップ）
5 サイクル

40%UT

70%UT（30%UT のディップ）
25 サイクル

<5%UT（95%>UT のディップ）
5 ⛂

70%UT

<5%UT

電″࿔ἴ数（50/60 Hz）
☚⏲
IEC 61000-4-8

30A(rms)/m 30A/m 電″࿔ἴ数の☚⏲はᵾ‵的なၛ
用⎌ሾまたは⑋㝌⎌ሾにおࡄる
一⯙的な場ᡜとྜྷレベルの≁性
が᭻ましい。

注：UT は、ム㥺レベル適用前の AC 電″電圧です。
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表 G-5ࠈ電☚イ࣐ュニティ（ᨲᑏ RF とఎᑙ RF）

イ࣐ュニティム㥺
IEC 60601-1-2
ム㥺レベル

適合性レベル 電☚⎌ሾ㸢ガイࢱンス

 ヘモスフィアは、ୖ 記の電☚⎌ሾでの使用に適しています。㢫ᐂ、すなࡔࢂヘモスフィアのユーザーは、
このよ࠹な⎌ሾで使用することをᚥᗇしてください。

ఎᑙ RF
IEC 61000-4-6

ఎᑙ RF
IEC 61000-4-6

ᨲᑏ RF
IEC 61000-4-3

3 Vrms 150 kHz
㹳 80 MHz

6 Vrms（ISMࣁンド）
150 kHz 㹳 80 MHz

3 V/m 80 kHz 㹳
2700 MHz

3 Vrms

6 Vrms

3 V/m

ᦘᖈ形および⛛ິ形 RF ㏳信機器は、
ケーブルをྱࡳヘモスフィアのいࡍれ
の部ฦに対しても、送信機の࿔ἴ数に
適用される式から計算された᥆ዜฦ㞫
㊝㞫よりも㎾くで使用しないでくださ
い。

᥆ዜฦ㞫㊝㞫
d=[1.2]× ҀP  ; 150 kHz 㹳 80 MHz
d=[1.2]�Ҁ P  ; 80 MHz 㹳 800 MHz
d=[2.3]�ҀP  ; 800 MHz 㹳 2500 MHz

P は送信機の製㏸ᴏ者にᇱࡘくトランス
࣐ッターの᭩ኬ出ງ電ງ定᰹をワット
数（W）で示したもので、d は᥆ዜฦ㞫
㊝㞫をメートル（m）で示したものです。
電☚⏲の実ᆀㄢᰕで測定されたᅖ定 RF
トランス࣐ッターからの電⏲ᙁ度はa、
各࿔ἴ数ᖈᇡの適合性レベルᮅなで‮
。bࢆࡎなりまࡣれࡄ
ḗの࣏ークの付いた装置の㎾㎮ではᖱ
ῦがⓆ⏍する可能性があります。

a ↋⥲電ヨ（ᦘᖈ電ヨ㸤コードレス）および㝛上⛛ິ↋⥲のᇱᆀᑻ、ア࣏ࢲュア↋⥲、AM および
FM ラジオᨲ送、およびテレビᨲ送などのᅖ定送信機からの電⏲ᙁ度は⌦ㄵ的に正確に஢測すること
ができまࢆࡎ。ᅖ定 RF トランス࣐ッターによる電☚⎌ሾをビ౮するには、電☚⏲の実ᆀㄢᰕを実᪃
するᚪ要があります。ヘモスフィアを使用する場ᡜで測定した☚⏲のᙁさがラᙔする RF 適合性レベ
ルを上回る場合、ヘモスフィアが正ᖏに作ິするか確認するᚪ要があります。性能に異ᖏがずられた
場合、ヘモスフィアのྡྷきをን࠻る、あるいは⛛ິさࡎるなどの㏛ຊ᥈置がᚪ要になることもあります。
b 150 kHz 㹳 80 MHz の࿔ἴ数ᖈᇡでは、電⏲ᙁ度は 3 V/m ᮅ。ࢆࡎまりなࡣれࡄなで‮
注 1：80 MHz および 800 MHz では、高い方の࿔ἴ数ᖈᇡが適用されます。
注 2：これらのガイドラインは、すべての≟Ἓに適用できるとは㝀りまࢆࡎ。電☚ఎᦑは構㏸∸、∸మ、
ெのྺ཭およびそれらからのཬᑏによってᙫ㡢されます。
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*��� ↋⥲ᢇ⾙࡞㛭ࡾࡌ᝗ሒ

ヘモスフィアは、エンタープライズクラスの Wi-Fi 接続をᥞ౩する↋⥲㏳信ᢇ⾙をྱࢆでいま

す。ヘモスフィアの↋⥲ᢇ⾙は、IEEE 802.11a/b/g/n をサポートし、802.11i/WPA2 エンタープ

ライズ認チ、データᬧ号໩をᥞ౩するᏰ全一మᆵセキュリティサプリ࢜ントをങ࠻ています。

ヘモスフィアに実装されている↋⥲ᢇ⾙のᢇ⾙的リ⣵について、௧ୖの表に記載します。

表 G-6ࠈヘモスフィアの↋⥲情報

≁ᚡ 説明

Wi-Fi ᵾ‵ IEEE 802.11a, 802.11b, 802.11g, 802.11n

Wi-Fi メディア ├接拡ᩋ方式（DSSS）
┞⿭ᆵ➚号ንㄢ（CCK）
├ஹ࿔ἴ数ฦ๪ኣ㔔方式（OFDM）

Wi-Fi メディアアクセス
プࣞトコル

ᦑ送ἴវ▩ኣ㔔アクセス㸤⾢✲回㑂方式（CSMA/CA）

サポートされる Wi-Fi
データ㏷度

802.11a (OFDM): 6, 9, 12, 18, 24, 36, 48, 54 Mbps
802.11b (DSSS, CCK): 1, 2, 5.5, 11 Mbps
802.11g (OFDM): 6, 9, 12, 18, 24, 36, 48, 54 Mbps
802.11n (OFDM, HT20, MCS 0-7):  6.5,13,19.5, 26, 39,52, 58.5, 72.2 Mbps

7.2,14.4, 21.7, 28.9,43.3, 57.8, 65 Mbps

ንㄢ 1, 6, 6.5, 7.2 および 9 Mbps におࡄる BPSK
2, 12, 13, 14.4, 18, 19.5 および 21.7 Mbps におࡄる QPSK、5.5 および 11 Mbps に
おࡄる CCK
24, 26, 28.9, 36, 39 および 43.3 Mbps におࡄる 16-QAM
48, 52, 54, 57.8, 58.5, 65 および 72.2 Mbps におࡄる 64-QAM

802.11n ✭間ストリーム 1X1 SISO（単一ථງ、単一出ງ）

サポートされるᆀᇡドメ
イン

FCC（アメリ࢜、アジアの一部、୯᮶）
ETSI（Ḛᕗ、୯᮶、アフリ࢜、アジアの一部）
MIC（日本）（௧前の TELEC）
KC（㡉国）（௧前の KCC）

2.4 GHz ࿔ἴ数ᖈᇡ ETSI: 2.4 GHz 㹳 2.483 GHz FCC:  2.4 GHz 㹳 2.483 GHz
MIC: 2.4 GHz 㹳 2.495 GHz KC: 2.4 GHz 㹳 2.483 GHz

2.4 GHz ິ作ࢲャࢾル ETSI: 13（㔔々なし 3） FCC:  11（㔔々なし 3）
MIC: 14（㔔々なし 4） KC: 13（㔔々なし 3）

5 GHz ࿔ἴ数ᖈᇡ ETSI: 5.15 GHz 㹳 5.35 GHz FCC: 5.15 GHz 㹳 5.35 GHz
 5.47 GHz 㹳 5.725 GHz 5.47 GHz 㹳 5.725 GHz
 5.725 GHz 㹳 5.825 GHz
MIC:  5.15 GHz 㹳 5.35 GHz KC: 5.15 GHz 㹳 5.25 GHz
 5.47 GHz 㹳 5.725 GHz 5.725 GHz 㹳 5.825 GHz

5 GHz ິ作ࢲャࢾル ETSI: 㔔々なし 19 FCC:   㔔々なし 24
MIC: 㔔々なし 19 KC: 㔔々なし 19

᭩ኬ送信電ງ

ങ考：᭩ኬ送信電ງは、
各国のぜโによって異な
ります。すべての値はප
⛘値s 2 dBm です。2.4 
GHz では、単一の✭間
ストリームと 20 MHz の
ルᖈᇡᖕがサポーࢾャࢲ
トされています。

802.11a
6 Mbps 15 dBm (31.623 mW)
54 Mbps 12 dBm (19.953 mW)

802.11b
1 Mbps 16 dBm (39.81 mW) 
11 Mbps 16 dBm (39.81 mW) 

802.11g
6 Mbps 16 dBm (39.81 mW) 
54 Mbps 12 dBm (25.12 mW)

802.11n (2.4 GHz)
6.5 Mbps (MCS0) 16 dBm (39.81 mW) 
65 Mbps (MCS7) 12 dBm (15.85 mW) 

802.11n (5 GHz HT20) 
6.5 Mbps (MCS0) 15 dBm (31.62 mW) 
65 Mbps (MCS7) 12 dBm (15.85 mW) 
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表 G-6ࠈヘモスフィアの↋⥲情報（つࡘき）

≁ᚡ 説明

一⯙的なレシーࣁーវ度

ങ考：すべての値はප⛘
値s 3 dBm です。
ルによって異なりࢾャࢲ
ます。

802.11a 
6 Mbps -90 dBm (31.623 mW)
54 Mbps -73 dBm (PER <= 10%)

802.11b 
1 Mbps -89 dBm (31.623 mW)
11 Mbps -82 dBm (PER <= 8%) 

802.11g 
6 Mbps -85 dBm (31.623 mW)
54 Mbps -68 dBm (PER <= 10%) 

802.11n (2.4 GHz) 
MCS0 Mbps -86 dBm 
MCS7 Mbps -65 dBm 

802.11n (5 GHz HT20) 
MCS0 Mbps -90 dBm 
MCS7 Mbps -70 dBm 

セキュリティ ᵾ‵
Wireless Equivalent Privacy (WEP)*
Wi-Fi Protected Access (WPA)*
IEEE 802.11i (WPA2)

ᬧ号໩
Wireless Equivalent Privacy (WEP, RC4 Algorithm) Temporal
Key Integrity Protocol (TKIP, RC4 Algorithm) Advanced
Encryption Standard (AES, Rijndael Algorithm)

ᬧ号໩キープࣞビジョニング
㟴的 ( 㛏さ 40 ビットおよび 128 ビット )
Pre-Shared (PSK)
ິ的

802.1X 拡張認チプࣞトコルの⛸㢦
EAP-FAST, EAP-TLS, EAP-TTLS
PEAP-GTC, PEAP-MSCHAPv2, PEAP-TLS
LEAP

FIPS 140-2 モード
ິ作は、EAP-TLS を用いる WPA2-AES、および WPA2-PSK/AES にโ㝀され
ています。
* 注記： オープンࢾットワーク、WEP、WPA-TKIP、WPA2-PSK(TKIP) への

接続はサポートされていまࢆࡎ。㏛ຊ情報がᚪ要な場合は、ᘚ♣のႜ
ᴏᢰᙔ者にࡇ連⤙ください。

‵ᣈ ETSI ぜโドメイン
EN 300 328 EN 55022:2006 Class B
EN 300 328 v1.8.1 (BT 2.1) EN 55024:1998 +A1:2001, A2:2003
EN 301 489-1 EN 61000-3-2:2006
EN 301 489-17 EN 61000-3-3:1995 +A1:2001, A2:2005
EN 301 893 EU 2002/95/EC (RoHS)
EN 60950-1

FCC ぜโドメイン（認チ ID：SQG-WB45NBT）
FCC 15.247 DTS Ѹ 802.11b/g (Wi-Fi): 2.4 GHz & 5.8 GHz
FCC 15.407 UNII Ѹ 802.11a (Wi-Fi): 2.4 GHz & 5.4 GHz
FCC Part 15 Class B UL 60950

࢜ナࢱ⏐ᴏ┤❿ணᨳ➿ᑻ（認チ ID：3147A-WB45NBT）
RSS-210 Ѹ 802.11a/b/g/n (Wi-Fi) Ѹ 2.4 GHz, 5.8 GHz, 5.2 GHz および 5.4 GHz
ICES-003, Class B

MIC （日本）（認チ ID： ）
STD-T71 ➠ 2 ᮪➠ 19 㡧、࢜テࢥリ WW (2.4 GHz ルࢾャࢲ 1-13)
➠ 2 ᮪➠ 19-2 㡧、࢜テࢥリ GZ (2.4 GHz ルࢾャࢲ 14)
➠ 2 ᮪➠ 19-3 㡧、࢜テࢥリ XW (5150-5250 W52 & 5250-5350 W53)

KC （㡉国）（認チ ID：MSIP-CRM-LAI-WB45NBT）

認チ Wi-Fi アライアンス
802.11a, 802.11b, 802.11g , 802.11n
WPA エンタープライズ WPA2 エンタープライズ
Cisco Compatible Extensions ( ージョンࣁ 4) FIPS 140-2 Level 1

ARM926（ARMv5TEJ）ᦒ載の 45 シリーズ Wi-Fi モジュールでິ作する
Linux 3.8-OpenSSL FIPS Object Module v2.0（ࣁリデーションチ明書㸘 1747）
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表 G-6ࠈヘモスフィアの↋⥲情報（つࡘき）

≁ᚡ 説明

アンテナ⛸㢦 PCB ஦ᴗ（ࢱイポール）アンテナ

アンテナᑇ法 36 mm×12 mm×0.1 mm

*����� ↋⥲ᢇ⾙ࣄ࣭ࢦࡡスဗ㈹

ヘモスフィア↋⥲ᢇ⾙では、電Ꮔ的グラフ作成とಕᏋのみを┘的として、サポートされた⑋㝌

情報システム（HIS）に、⏍⌦的データ、アラーム、デࣁイス㏳▩を送信できます。↋⥲で送

信されたデータは、リモートアラーム⟮⌦またはリアルタイム・リモートデータちつ໩システ

ム用ではありまࢆࡎ。サービス品㈹（QoS）は、ヘモスフィアが୯⛤度௧上の↋⥲信号ᙁ度（表

8-1）、Ⰳይな HIS 接続（表 8-2）でິ作している、㏳ᖏの接続の場合の⥪データ損኶のび点か

らぜ定されています。ヘモスフィアによる↋⥲データ送信は、これらの᮪௲ୖで 5㸚ᮅ⥪の‮

データ損኶を᭯することが確認されています。ヘモスフィア↋⥲ᢇ⾙の᭯ຝ⠂ᅑは、ず㏳し⥲

150 フィート、㟸ず㏳し⥲ 75 フィートです。᭯ຝ⠂ᅑは、௙の↋⥲エ࣐ッターのᏋ在にᙫ㡢

される場合があります。

ヘモスフィアは、Health Level 7（HL7）㏳信ᵾ‵ぜ᰹を使用したデータ送信をサポートします。

送信データはすべて、受信システムによって認ㆉされると᝷定されています。正ᖏに送信され

なかった場合、データは්送信されます。ヘモスフィアは、୯᩷された HIS 接続の්確❟を

⮤ິ的にムみます。᪜Ꮛの HIS 接続を්確❟できない場合、ヘモスフィアは、ユーザーに警

告および警告音を㏳▩します（警告：HIS の接続性が႕኶しました、表 13-4 参照）。

*����� ➿ィᑊࢷࣛࣖ࢞ࢬ⥲↋

↋⥲信号は、ᴏ⏲ᵾ‵の↋⥲セキュリティプࣞトコルを使用してಕ㆜されています（表 G-6）。
↋⥲セキュリティᵾ‵ WEP と WPA は、౴ථに対して⬜ᘽであることが示されており、᥆ዜ

されていまࢆࡎ。Edwards は、IEEE 802.11i（WPA2）のセキュリティと FIPS モードを᭯ຝ

にして、↋⥲データ送信を安全にすることを᥆ዜしています。また、フ࢒イアウォールをങ࠻

た௫᝷LANのよ࠹なࢾットワークセキュリティ対➿を実装して、HISへの⛛⾔୯にヘモスフィ

アリングプラットフォームデータをさらに安全にすることを᥆ዜしています。

*����� ↋⥲භᏋ࡞㛭ࡾࡌၡ㢗ࢷ࣭ࣖࢨࣜࣇࣚࢹࡡィࣤࢡ

本装置は IEC 60601-1-2 への適合について検ᰕされており、このᇱ‵に適合しています。ヘモ

スフィア↋⥲ᢇ⾙との㏳信に関するၡ㢗がⓆ⏍した場合は、ᦘᖈ形および⛛ິ形 RF ㏳信機器

（トランス࣐ッター）とヘモスフィアとの間の᥆ዜฦ㞫㊝㞫が確ಕされていることを確認して

ください。ฦ㞫㊝㞫のリ⣵については、表 G-3 を参照してください。

*����� 㞹ἴἪ࡞㛭ࡾࡌエ㍍஥㡧

本装置には、電ἴ法௦に定められるᢇ⾙ᇱ‵に適合した↋⥲設ങが⤄み㎰まれています。

このぜโは、↋⥲㏳信のΊ信やጄ害を防ぐためにぜ定されています。

本装置の使用࿔ἴ数ᖈでは、↋⥲ LAN や、電Ꮔレンジ➴のㄢ⌦器ර、⏐ᴏ・⛁Ꮥ・医⒢機器

の࡮か、௙のྜྷ⛸↋⥲ᑻ、ᕝ場の製㏸ライン➴で使用されている⛛ິమㆉื用の構内↋⥲ᑻ、

および≁定ᑚ電ງ↋⥲ᑻ➴が㐘用されています。

本装置が௙の電ἴ受信機器をጄ害しているおそれがある場合は、本装置の電″をථ / วするこ

とでึืすることができます。

ユーザーはᖱῦを㍅΅するため、௧ୖの஥㡧を実᪃することが᥆ዜされます。

・௙の電ἴ受信機器と本装置のྡྷきまたは位置をን࠻る

・௙の電ἴ受信機器と本装置の㊝㞫を㞫す

・௙の電ἴ受信機器が接続されている電″とはืの電″に本装置を接続する

・᭩ᐞりのエドワーズライフサイエンスᰬ式ఌ♣にၡい合ࡎࢂる
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本装置の↋⥲㏳信機能を 5.15GHzʙ 5.35GHz の࿔ἴ数ᖈで使用する場合、ᒁ内での使用に㝀

定してください。また、本装置をฦゆ、ㄢᩒ、改㏸➴を⾔ࢂないでください。電ἴ法、医ⷾ品

医⒢機器➴法にᢤよするおそれがあります。
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付録H
用語集

195195

୯心㟴⬞血酸素飽和度（ScvO2）

上ኬ㟴⬞（SVC）内で測定した、㟴⬞血において

酸素で飽和しているヘモグࣞビンの๪合。ScvO2

として表示される。

୯心㟴⬞圧（CVP）
上ኬ㟴⬞（ྎ心ᡛ）内のᖲᆍ圧で、外部モニター

により測定される。心⮒のྎഁへの㟴⬞㑇Ὦを示

す。

コンピューテーション定数

心拍出量の計算式に使用する定数。血ᾦや注ථᾦ

の⃨度、注ථᾦᐖ量、࢜テーテル内のインジケー

タ損኶に┞ᙔ。

デフォルト設定

システムが᝷定する初期操作᮪௲。

拡張終期ᐖ量（EDV）

拡張終期のྎ心ᐄ内の血ᾦᐖ量。

拡張終期ᐖ量౿数（EDVI）
患者のమ表面✒でㄢᩒしたྎ心の拡張終期ᐖ量。

᥆定酸素ᾐ㈕量（VO2e）
మ⤄⧂がฺ用する酸素量᥆定値で、㏳ᖏ、ஜ⇩㔔

量 1 ࣐リグラムの⤄⧂が 1 時間にᾐ㈕する酸素量

を mL/min で表す。ScvO2 を使って計算される。

FloTrac ິ⬞圧⮤ິキャリブレーション心拍出量

(FT-CO)
ິ⬞血圧ἴ形から⤽続的に算出される CO。

心拍数（HR）

1 ฦ間あたりの心ᐄの཭⦨回数。外部モニターか

ら取ᚋした HR データの㍅時ᖲᆍ値で、HRavg
と表示される。

ヘ࣏トクリット（Hct）
㉝血⌣をྱࡳ血ᾦᐖ量の๪合。

アラーム

測定された患者パラメータがアラームโ㝀値を㉰

るアラーム音とちࡎたことをオ࣋レータに▩ら࠻

つ的なインジケータ。

アラームโ㝀値

モニタリングした患者パラメータの᭩ኬ値および

᭩ᑚ値。

ベースライン血ᾦῺ度

心拍出量測定において、ベースと用いる血ᾦῺ度。

血圧（BP）
ヘモスフィア 圧ケーブルで測定される血圧。

血ᾦῺ度（BT）
࢜テーテルが適วに⏻置されているときの、⫭ິ

⬞の血ᾦῺ度。

మ表面✒（BSA）

ெమの表面✒の計算値。

࣍ーラス（iCO）モード

心拍出量を࣍ーラス⇍ᕵ㔐法で測定する、スワン

ガンツモジュールの機能≟ឺ。

࣍ーラス注ථ

ᡜ定量の෫ῺまたはᐄῺのᾦమで、⫭ິ⬞࢜テー

テルのポートに注ථし、心拍出量の測定インジ

ケータとして用いる。

࣍タン

文章とともに表示される画面上の画ാ。タッࢲす

るとアクションを㛜ጙしたり、メニューへアクセ

スしたりすることができる。

心౿数（CI）
患者のమ表面✒でㄢᩒした心拍出量。

心拍出量（CO）

心⮒からమᚘ⎌に㥉出される 1 ฦᙔたりの血ᾦ

量。単位はリットル㸤ฦ。
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ヘモグࣞビン（HGB）
㉝血⌣の酸素㐘ᦑ成ฦ。グラム㸤デシリットル単

位で計測される㉝血⌣量。

アイコン

≁定の画面、プラットフォームの≟ឺ、またはメ

ニュー㡧┘を示す画面の画ാ。᭯ຝなときにタッ

すると、アクションを㛜ጙしたりメニューにアࢲ

クセスしたりできる。

注ථᾦ

iCO（࣍ーラス⇍ᕵ㔐心拍出量）測定に使࠹ᾦమ。

間欠的心౿数（iCI）
患者のమ表面✒でㄢᩒした間欠的心拍出量。

インターベンション

患者の≟ឺをን໩さࡎるための⾔Ⅵ。

間欠的心拍出量（iCO）

間欠的⇍ᕵ㔐で測定される、心⮒からమᚘ⎌に㥉

出される 1 ฦᙔたりの血ᾦ量。

ᖲᆍິ⬞圧（MAP）
外部モニターで測定された、ᖲᆍິ⬞圧。

Ί合㟴⬞血酸素飽和度（SvO2）

⫭ິ⬞内で測定したときの、㟴⬞血において酸素

で飽和しているヘモグࣞビンの๪合。

SvO2 として表示される。

酸素ᾐ㈕量（VO2）

酸素が⤄⧂に使ࢂれる㏷度を表示したもので、㏳

ᖏ、ஜ⇩㈹量 1 ࣐リグラムの⤄⧂が 1 時間にᾐ㈕

する酸素を mL/min で表します。SvO2 を使って

計算。

酸素㐘ᦑ量（DO2）

మ内⤄⧂に㐘ᦑされる酸素量。単位は mL/min。

酸素㐘ᦑ౿数（DO2I）
患者のమ表面✒でㄢᩒした、⤄⧂に㐘ᦑされる酸

素量。単位は mL/min/m2。

オキシメトリー（酸素飽和度、ScvO2/SvO2）

血ᾦ内の酸素で飽和したヘモグࣞビンの๪合。

CCO ケーブルテスト

࢜テーテル接続ケーブルのᏰ全性を検ᰕするム

㥺。

⬞拍数（PR）

1 ฦᙔたりのິ⬞圧の⬞ິ回数。

ྎᐄ㥉出⋙（RVEF）
཭⦨期にྎ心ᐄから拍出された血ᾦ量の๪合。

シグナルクオリティインジケータ（SQI）
血⟮内࢜テーテルの≟ឺと位置にᇱࡘいたオキシ

メトリーシグナルの品㈹。

スレーブケーブル

௙のモニターからヘモスフィアにデータを㌷送す

るケーブル。

STAT 値

CO / CI、EDV / EDVI、RVEF 値の᥆定値。

1 回拍出量（SV）

཭⦨ࡇとに心ᐄから拍出される血ᾦ量。

1 回拍出౿数（SVI）
患者のమ表面✒でㄢᩒした 1 回拍出量。

1 回拍出量ን໩（SVV）

1 回拍出量の᭩ኬ値と᭩ᑚ値の間のን໩⋙（㸚）。

మ血⟮ᢤᢘ（SVR）

ᕞ心ᐄからの血Ὦに対するᢤᢘ（アフターࣞー

ド）。

మ血⟮ᢤᢘ౿数（SVRI）
患者のమ表面✒でㄢᩒしたమ血⟮ᢤᢘ。

サー࣏ルフィラメント

ᑛ量のエࢾル࢟ーを血ᾦ୯に㐘び、心拍出量ലྡྷ

の連続的インジケータとしてのᙲ๪をᯕたす。

CCO ⇍ᕵ㔐࢜テーテルの㡷ᇡ。

サー࣐スタ

⫭ິ⬞࢜テーテル඙❻㎾くにあるῺ度センサー。

⇍ᕵ㔐（TD）

インジケータとしてῺ度ን໩を用いたインジケー

タᕵ㔐ᢇ⾙の一形ឺ。

USB
ユニࣁーサル・シリアル・ࣁス。

ウォッシュアウト᭜⥲

࣍ーラス注ථでᚋられたインジケータᕵ㔐᭜⥲。

心拍出量はこの᭜⥲ୖ面✒と㏣┞関する。
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A

A/D
定⩇ 22ࠈ

B
BSA
式 169ࠈ
BSA、算出 78
BT
定⩇ 22ࠈ

C
CaO2

式 169ࠈ
定⩇ 22ࠈ
Ca-vO2

式 169ࠈ
CCO
定⩇ 22ࠈ
CCOケーブルテスト 104
CI
式 169ࠈ
定⩇ 22ࠈ
CISPR 188
CO
ウンタイ࣏ー 107ࢱウント࢜ࠈ
スワンガンツモジュールによる ࠈ
モニタリング 103

ᚪ要なアクセサリー 34ࠈ
COモニタリング㛜ጙアイコン 53
 COモニタリングೳḾアイコン 53
CPI
式 170ࠈ
CPO
式 170ࠈ
CvO2

式 169ࠈ
CVP
定⩇ 22ࠈ

D
DO2

式 170ࠈ
定⩇ 22ࠈ
DO2I
式 170ࠈ
定⩇ 22ࠈ
DPT
定⩇ 22ࠈ

E
ECGケーブル 113
EDV
スワンガンツモジュールによる ࠈ
モニタリング 114

定⩇ 22ࠈ
ᚪ要なアクセサリー 34ࠈ
EDVI
定⩇ 22ࠈ
efu
定⩇ 22ࠈ

G
GDT セッション 
一時ೳḾ 136ࠈ
㛜 136්ࠈ
ターゲット᭞᩺ 136ࠈ

H
Hct
定⩇ 22ࠈ
HDMIポート 163
HGB
定⩇ 22ࠈ
HGBアップデート 132
HIS
定⩇ 22ࠈ
接続性 99ࠈ
HL7 データஹᥦ 99
Homeアイコン 29
HR
定⩇ 22ࠈ
HRavg
定⩇ 22ࠈ

I
iCO
スワンガンツモジュールによる ࠈ
モニタリング 109

定⩇ 22ࠈ
ᚪ要なアクセサリー 34ࠈ
IEC
定⩇ 22ࠈ
IEC 60601-1 2005 / A1: 2012 32
IEC 60601-1-2 32
187 2007ࠈ
187 2014ࠈ
IEC 61000-3-2
高ㄢἴエ࣐ッション 188ࠈ
IEC 61000-3-3 188
IEC 61000-4-11 189
IEC 61000-4-2 189
IEC 61000-4-3 190
IEC 61000-4-4 189
IEC 61000-4-5 189
IEC 61000-4-6 190
IEC 61000-4-8 189
IEC/EN 60601-1-2 :2007 187
IEEE 802.11 32
IT
定⩇ 22ࠈ

L
LEDインジケータ 140
LED ランプ 141
LED のモニタリング 139
LVSWI
定⩇ 22ࠈ

M
MAP
定⩇ 22ࠈ

P
PA
定⩇ 22ࠈ
POST
定⩇ 22ࠈ
電″オン・セルフテスト 40ࠈ
PvO2

定⩇ 22ࠈ
PVR
定⩇ 22ࠈ
PVRI
式 171ࠈ
定⩇ 22ࠈ

R
RFエ࣐ッション 188
RJ-45 イーサࢾットポート 163
RS-232 シリアルポート 163
RVEF
定⩇ 22ࠈ
ᚪ要なアクセサリー 34ࠈ
RVEFモニタリング 112
RVSWI
定⩇ 22ࠈ

S
sCI
定⩇ 22ࠈ
sCO
定⩇ 22ࠈ
ScvO2

定⩇ 22ࠈ
ᚪ要なアクセサリー 34ࠈ
sEDV
定⩇ 22ࠈ
SpO2

定⩇ 22ࠈ
sRVEF
定⩇ 22ࠈ
SQI
定⩇ 22ࠈ
ST
定⩇ 22ࠈ
STAT
CO 107ࠈ
SV
式 171ࠈ
定⩇ 22ࠈ
ᚪ要なアクセサリー 34ࠈ
SVI
式 171ࠈ
定⩇ 22ࠈ
SVV
式 171ࠈ
SvO2

定⩇ 22ࠈ
ᚪ要なアクセサリー 34ࠈ
SVR
スワンガンツモジュールによる ࠈ
モニタリング 116

式 171ࠈ
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定⩇ 22ࠈ
ᚪ要なアクセサリー 34ࠈ
SVRI
式 171ࠈ
定⩇ 22ࠈ

T
TD
定⩇ 22ࠈ

U
USB
定⩇ 22ࠈ
USBポート、仕様 163

V
VO2

式 172ࠈ
定⩇ 22ࠈ
VO2e
式 172ࠈ
定⩇ 22ࠈ
VO2I
式 172ࠈ
定⩇ 22ࠈ
VO2Ie
式 172ࠈ
定⩇ 22ࠈ

W
Windows7 embedded  162

࠵
㉝
インジケータ 90ࠈ
 ターゲットステータスインジ ࠈ
ケータ 90

アクション 53
アクションアイコン 52
アクセサリー一覧 167
値が⠂ᅑ外です 145
圧ケーブルの㏳信ランプ 141
アナࣞグ圧ງ信号ථງ 83
アラーム
1ࠈ つのパラメータの設定 91
シグナルテスト 185ࠈ
音量 89ࠈ
ᾐ音 88ࠈ
設定 89ࠈ
定⩇  89ࠈ
඙度 175ඁࠈ
アラーム㸤ターゲット
各パラメータの設定 89ࠈ
デフォルト 175ࠈ
ポップアップ画面 90ࠈ
ን᭞ 55ࠈ
アラームサイレント 88

࠷
インフォメーションࣁー 72
ウンタイ࣏ー 107ࢱCO࢜ウント ࠈ

࠹
ウォッシュアウト᭜⥲ 111

࠻
エドワーズライフサイエンスᰬ式
ఌ♣のᡜ在ᆀ 184
エラーメッセージ 141
エンジニアリング 95

࠽
オキシメトリー
SQI 130ࠈ
トラブルシューティング 139ࠈ
設定 127ࠈ
注意 160ࠈ
フォルト㸤警告一覧 158ࠈ
オキシメトリー接続なし 160
オキシメトリーケーブルの患者
データは 24 時間௧上⤊㐛してい
ます。්キャリブレーションして
ください 160
ዚ⾔
モニター 162ࠈ
スワンガンツモジュール 164ࠈ
オ࣋レーティングシステム 162
Ὼ度
ሾ仕様 162⎌ࠈ

࠾
拡張モジュール 18
㢄文Ꮚと␆語 22
患者モニタリングの⤽続 79
患者
ID 79ࠈ
データ 77ࠈ
データパラメータ 173ࠈ
モニタリングの⤽続 79ࠈ
ぜ 77᩺ࠈ
患者データ
ථງ 78ࠈ
ᖳ㱃 78ࠈ
患者データ表示 78
⎌ሾ仕様 162㸡164

ࡀ
㯜
インジケータ 90ࠈ
ターゲットステータスインジ ࠈ
ケータ 90

キーパッド、使用 75
キーパラメータ
ን᭞ 55ࠈ
キー࣍ード、使用 76
機᲌的仕様 162
記号
画面 29ࠈ
ໜ装 31ࠈ
ᇱ本性能 32
㊝㞫
装置に᥆ዜ 188ࠈ

ࡂ
クラスA RFエ࣐ッション 188
 クラスA 高ㄢἴエ࣐ッション 188
 グラフトレンドのスクࣞール㏷度
 57
グラフトレンド画面  57㸡93
グラフトレンド時間 93
グループ1 RFエ࣐ッション 188
グレー
ターゲットステータスインジ ࠈ
ケータ 90

ࡄ
ケーブル
ΰᤪ 182ࠈ
㛏さ 165ࠈ
ケーブルアクセサリー 34
ケーブルテスト 104
ケーブル㛏
オキシメトリー 165ࠈ

血ᾦྺ引 49
血⾔ິឺモニタリングᢇ⾙ 18
警告
定⩇ 23ࠈ
一覧 23ࠈ
言語
デフォルト設定 177ࠈ
ን᭞ 80ࠈ

ࡆ
ᕝ場出Ⲭ設定のᚗඔ 98
高ㄢἴエ࣐ッション
IEC 61000-3-2 188ࠈ
コックピット画面 64
コࢾクタ
ΰᤪ 183ࠈ
コࢾクタ確認ラベル 31
コンピューテーション定数
フࣞースルー（インライン）注 ࠈ
ථᾦῺ度プࣞーブ 179

選択 110ࠈ
プࣞーブ（スࣁ）注ථᾦῺ度 ࠈ
 179
表 179ࠈ

ࡈ
サージIEC 61000-4-5 189
 サー࣏ルシグナルコンディション
COモニタリング 106
算出パラメータ計算 70

ࡊ
 シグナルクオリティインジケータ

（SQI） 130
時刻
ㄢᩒ 81ࠈ
時刻の表示形式 80
㔔量
スワンガンツモジュール 164ࠈ
ヘモスフィア 162ࠈ
仕様
機᲌的 162ࠈ
的 162⌦∸ࠈ
心機能プࣞフ࢒イル 
式 169ࠈ
᩺ぜ患者 77
㌗㛏、患者データ 78

ࡌ
スクࣞール 74
スクࣞール㏷度
グラフトレンド 57ࠈ
表トレンド 60ࠈ
スケール
ㄢᩒ 92ࠈ
ステータスࣁー 74
スナップショット࣍タン 53
スワンガンツモジュール
リズム 105ࢥCOアルࠈ
COモニタリング 106ࠈ
iCOモニタリング 109ࠈ
概要 15ࠈ
クイックスタート 43ࠈ
サー࣏ルシグナルコンディショ ࠈ
ン 106

仕様 164ࠈ
使用可能なパラメータ 16ࠈ
接続の概要 103ࠈ
エラーメッセージ 146ࠈ
ᑇ法
ヘモスフィア 162ࠈ
ッテリーパック 164ࣁࠈ
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スワンガンツモジュール 164ࠈ
ヘモスフィアオキシメトリー ࠈ
ケーブル 165

ࡎ
ΰᤪ
オキシメトリーケーブル 182ࠈ
ケーブル 182ࠈ
クタ 183ࢾケーブルとコࠈ
モニター 181ࠈ
⏍⌦的アラームඁ඙度 175
㟴電気ᨲ電 189
接続ポート 35
設定 87
アイコン 74ࠈ
エンジニアリング 95ࠈ
概要 87ࠈ
画面 135ࠈ
データ 97ࠈ
性ื、ථງ 78
セキュリティ 101
点ㄢᩒ㸛ἴ形 124ࣞࢭ

ࡐ
┞対‭度
ሾ仕様 163⎌ࠈ

ࡒ
ターゲット
つのパラメータの設定 91 1ࠈ
ステータスインジケータ 56ࠈ
設定 89ࠈ
ን᭞ 55ࠈ
మ外キャリブレーション 128
 మ外キャリブレーションエラー
 129
మ㔔、患者データ 78
మ内キャリブレーション 129
高さ
スワンガンツモジュール 164ࠈ
モニター 162ࠈ
⦢スクࣞール 74
タッࢲ
定⩇ 22ࠈ
スクリーン、仕様 163ࢲタッࠈ

ࡔ
注意
オキシメトリー 160ࠈ
クトまたは࢜࢒フࢲ血⟮ባアー ࠈ
テーテルのᳺථが検出されまし
た 160

信号が不安定です 160ࠈ
定⩇ 23ࠈ
一覧 26ࠈ
注ථᾦ量 109

࡙
データ
エクスポート 97ࠈ
セキュリティ 101ࠈ
ウンࣞード 97ࢱࠈ
ᾐཡ 98ࠈ
ディスプレイサイズ 162
ディスプレイの仕様 162
 ディスプレイの出ງ、HDMI 163
テクニ࢜ルサポート 183
デフォルト
ᚗඔ 98ࠈ
適用 15
点検 183
ఎᑙRF

IEC 61000-4-6 190ࠈ
定᰹౩⤝電圧
モニター 163ࠈ
 電圧ንິ㸤フリッ࢜ーエ࣐ッショ
ン 188
 電気的フ࢒ストトランジェント㸤
ースト 189ࣁ
電″オン・セルフテスト 40
 電″࿔ἴ数イ࣐ュニティム㥺
 189
電″ථງ࢜ࣁーの取付38 ࡄ
電☚
エ࣐ッション 188ࠈ
୦❟性 187ࠈ

࡛
トラブルシューティング
オキシメトリー 158ࠈ
トレンドスケール
デフォルトのโ㝀値 173ࠈ
取ᾐアイコン 75

࡝
ナビゲーション 51
ナビゲーションࣁー 52

ࡢ
⫴面パࢾル 35
接続ポート 35ࠈ
ッテリーࣁ
メンテナンス 184ࠈ
ឺ≟ーのࣁインフォメーション ࠈ
 72
設置 33ࠈ
ಕ⟮ 185ࠈ
ᖕ
スワンガンツモジュール 164ࠈ
モニター 162ࠈ
パラメータ
表示およびアラーム⠂ᅑ 174ࠈ
ን᭞ 55ࠈ
パラメータグࣞーブ 56

ࡥ
日付
ን᭞ 80ࠈ
日付㸤時刻設定 80
日付の表示形式 80
ᵾ高
ሾ仕様 162⎌ࠈ
 表トレンドのスクࣞールモード
 61
表トレンドの表示間㝰 60
表トレンド画面 60
⑋㝌情報システム 99

ࡨ
フィジオツリー 65
アラームとターゲットの設定 ࠈ
 67
連続モード 65ࠈ
フィジオツリー画面 65
フィジオビュー画面 63
∸⌦的仕様 164
ฦ㞫㊝㞫 189
ኯᏊ
定⩇ 21ࠈ

࡫
ベッドサイドモニター
ECGථງ 113ࠈ

ヘモスフィア
ベースキット 33ࠈ
ΰᤪ 181ࠈ
ᑇ法 162ࠈ
仕様 161ࠈ
処ฦ 184ࠈ
ラベル 30ࠈ
関連文書 21ࠈ
ᚪ要なアクセサリー 34ࠈ
ステータスランプ 139ࠈ
ሾ仕様 162⎌ࠈ
電″と㏳信ランプ 140ࠈ
画面選択アイコン 52ࠈ
使用 43ࠈ
㔔量 162ࠈ
接続ポート 35ࠈ
表示仕様 162ࠈ
ᖕ 162ࠈ
 ヘモスフィアオキシメトリーケー
ブル
エラーメッセージ 152ࠈ
クイックスタートガイド 43ࠈ
仕様 165ࠈ
ΰᤪ 182ࠈ
設定 117ࠈ
データの්読み㎰み  131ࠈ
リセット  133ࠈ
用可能なパラメーター 16ฺࠈ

࡮
࣍ーラス
ウォッシュアウト᭜⥲ 111ࠈ
 ࣍ ーラス（iCO）モニタリング
 110
ಕチ 185
ᨲᑏRF
IEC 61000-4-3 190ࠈ
࣍タン
リスト 75ࠈ

ࡲ
⥫
インジケータ 90ࠈ
 ターゲットステータスインジ ࠈ
ケータ 90

圧コントࣞーラー࢜フのステー ࠈ
タスランプ 141

ࡴ
メッセージエリア 74
メンテナンス 181

ࡵ
モジュールアクセサリー 34
モジュールスࣞット 18
モデル␊号 167
ᡘるアイコン 75
モニター
ディスプレイの仕様 162ࠈ
使用 51ࠈ
㔔量  162ࠈ
処ฦ 184ࠈ
ᑇ法 162ࠈ
ΰᤪ  181ࠈ
モニターステータスランプ 139
モニター設定 79
モニターのᇱ本設定 79
モニタリングの୯᩷ 54㸡72
 モニタリング්㛜 72
 モニタリングビューのナビゲー
ション 74
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ࡹ
 ユーザーインターフェースの記号
 29
㍲ᾦㇿⲬ 30
 ᭯ ຝな時刻をථງしてください
 145
 ᭯ ຝな日付をථງしてください
 145

ࡻ
஢防メンテナンス 184
よりኬきい値をථງしてく ださ
い 145
よりᑚさい値をථງしてく ださ
い 145 

ࡼ
ラベル
製品 30ࠈ
ໜ装 31ࠈ
ポート 31ࠈ
ランプ
モニター 139ࠈ
圧コントࣞーラー 141ࠈ

ࡽ
リスト࣍タン 75
ᒓṌモード  65
ᒓṌモード、フィジオツリー 65
␆語 22

ࡿ
レビューできるイベント 71
連続モード、フィジオツリー 65
連続的 % ን໩インジケータ 56
間㝰 56ࠈ
設定 56ࠈ

ࢀ
ࣞールスタンド 168

ࢂ
ワイࣕレス
仕様 163ࠈ
設定 99ࠈ
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注意：本装置は、医ᐓྡྷࡄ医⒢機器です。処方情報の全文については、添付文書を参照してください。

Ḛᕗᕰ場で㈅኉されている Edwards 製の機器は、ࠔ医⒢機器ᣞ௦ 93/42EECࠕの➠୔᮪にあるᚪ㡪要௲をEC、りおてした‮ ࣏ーク

が㈖られています。

Edwards、エドワーズ、Edwards Lifesciences、エドワーズライフサイエンス、定ᆵ໩された E -CCOmbo、CCOmbo V、CO、ࢥࣞ
Set、CO-Set+、FloTrac、フࣞートラック、HemoSphere、ヘモスフィア、PediaSat、Swan、Swan-Ganz、スワンガンツ、Time-In-
Target 、TruWave およびト࢖ルーウェーブは Edwards Lifesciences Corporation のၛᵾです。

その௙のၛᵾはすべて、それࡑれのၛᵾᶊ者に属します。

© Copyright 2018 Edwards Lifesciences Corporation. ↋᩷々෕・㌷載を⚏ࡍ。

023_੏̽-2版_02.indd   201 2018/11/19   13:34



EWL-160-023

※記載事項は予告なく変更されることがありますので予めご了承ください。
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